
平成 25年度第 1回厚生科学審議会予防接種・ワクチ

ン分科会副反応検討部会、平成25年度第 1回薬事・

食品衛生審議会医薬品等安全対策部会安全対策調査会

(合同開催 )
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(1)厚生科学審議会予防接種 ロワクチン分科会副反応
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(2)子宮頸がん予防ワクチンについて

(3)そ の他
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資料 フ 複合性局所疼痛症候群 (CRPS)と 報告された症例一覧

資料 8 「全国子宮頸がんワクチン被害者連絡会」からの情報提供
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資料 9-3 HPVワ クチンのリスクについて

資料 10 子宮頸がん予防ワクチンに対する論点整理

参考資料 1 厚生労働省設置法 (平成 11年 法律第 97号 )(抄 )

参考資料 2 厚生科学審議会令 (平成 12年 政令第 283号 )

参考資料 3 厚生科学審議会運営規程

(平 成 13年 1月 19日 厚生科学審議会決定)

参考資料4 予防接種法 (昭和 23年法律第 68号 )

参考資料 5 予防接種法施行令 (昭和 23年政令第 197号 )

参考資料 6 予防接種法施行規則 (昭和 23年厚生省令第 36号 )

参考資料 7 予防接種実施規則 (昭 和 33年厚生省令第 27号 )

参考資料 8 予防接種法の一部を改正する法律案に対する附帯決議

(平 成 25年 3月 19日 衆議院厚生労働委員会 )

(平 成 25年 3月 28日 参議院厚生労働委員会 )

参考資料 9 予防接種法第 5条第 1項の規定による予防接種の実施につ

いて (平成 25年 3月 30日 健康局長通知 )
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参考資料 iO 定期の予防接種等による副反応の報告等の取扱いについて           平成25年度第1回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会

(平成 25年 3月 30日 健康局長・医薬食品局長連名通知)           平成25年度第1回薬事。食品衛生審議会医薬品等安全対策部会安全対策調査会

(合同開催)

参考資料 11 予防接種による副反応の保護者等か らの報告の取扱いにつ
委員 。参考人一覧

いて (平 成 25年 5月 2日 結核感染症課長事務連絡 )

日時 :平成25年 5月 16日 (木 )10:00～ 12100

場所 :厚生労働省専用第23会議室 (19階 )

【副反応検討部会】

<委員>
稲松 孝思    東京都健康長寿医療センター顧問

岡田 賢司    福岡歯科大学全身管理部門総合医学講座小児科学分野教授

岡部 信彦    川崎市健康安全研究所長

熊田 聡子    都立神経病院神経小児科医長

倉根 一郎    国立感染症研究所副所長

薗部 友良    育良クリニック小児科顧問

多屋 馨子    国立感染症研究所感染症疫学センター第二室長

永井 英明    独立行政法人国立病院機構東京病院外来診療部長

道永 麻里    公益社団法人 日本医師会常任理事

桃井 員里子   国際医療福祉大学冨1学長

<参考人>

池田 修一    信州大学医学部内科学第二講座教授

【安全対策調査会】

<委員>
五十嵐 隆    独立行政法人国立成育医療研究センター総長

遠藤 ―司    明治薬科大学医薬品安全管理学講座教授

大野 泰雄    国立医薬品食品衛生研究所 客員研究員

柿崎 暁     群馬大学医学部附属病院

<参考人>

神田 隆     山口大学大学院医学系研究科神経内科教授

(敬称略、五十音順)
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10:00～ 12:00

厚生労曇省 専用第23重菫 (19躇 )

予防接種制度について
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社会状況 予防接種制度の主な変更

昭和23年

(1948)

●感染症の思者・死者が多数発生
●碗染洒の流行がもたらす社会的長失防止が急務
●」≦翌自国二重麹笙盤出園印ド罐

●療そう、百日せき、鵬チフス等1獅 を対象
●罰 副 付 書の 1多溝 め 鵬 薬 付 LI

昭和5 1lF

(1976)

●感染症の思者・死者が減少
●予防接種による健康被書が社会Pa5題化

●鵬チフス等について、予防接種以外の有効な予防
手段が可能に

●腸チフス、パラチフス等を対象から除外し、風
しん、麻じん、日本脳炎を追加

●日時の予防接種を一般鵬時と緊急臨時に区分
●罰員Jなしの義務授種 保 急臨時を除く)

●田週圏園自獲暖ヨ現菫棚

平成6年

(1994)

●感梁症の思者・死者が激滅

●医療における個人の意思の尊重

●ヨ囲麗麗田m国晰」墨Lぬ占日蒟ヨ】識聖駈

●垣そう、コレラ、インフルエンザ、ワイル病を
対象から削除し、破EEを追加

●壼 薦 損 宇 力嗚 響 力壼 慈 響 常 ヘ

●一般臨時の予防接薔のRIL
平成13年

(2001)

●公衆衛生水準、医療水準は飛躍的に向上

●インフリレエンザ予防接題率の低下

●高齢者のインフルエンザを追加 (二類) ~~
●
―

=努力義務あり、
― 奨~― ‐努力義務なし (個人の判断による)

平成23年

(2011)

●平成21年に新型インフルエンザ (A/HlNl)発生
●今後同様の事態に備え、緊急的な対応

●

●接種勧奨規定の創設

平成25年

(2013)

●他の先進諸国との「ワクチン・ギヤップ l

●予防接種制度についての幅広い見直し

●Hib感染症、小児の肺炎球薗感染症、ヒトパピ
□―マウイルス感染症を追カロ

●予防接種基本計画の策定

●副反応報告制度の法定化



平成21年 12月 25日  厚生科学書■会感摯嘘分科会予防接種都会毅量

平成22年 2月 19日 予防接籠椰会『第一次撮言Jと りまとめ

平成22年 3月 12日 予防機種法改正法案提出 (平成23年 7月 15日 成立)

平成22年 4月 ～  予防機種部会で鋼度の見直しについて議論

平成22年 10月 6日 予防機種都会意見書

〔島Ψ留継11蹴躍嶼.〕

0
子富願がん専ワクチン接租緊急促造事業   |
(H22・ 23補正予■)～ 24年度末まで  1

平成23年 7月 25日  これまでの主な餞綸の中間的な状況の整理

平成23年 9月 20日 予防接種制度の見直しの方向性についての検討案

平成24年 5月 23日 予防接薇鋼産の見■しについて (第二次提言)

平成25年 3月 1日 予防接籠法改正法率提出 (平成25年 3月 29日 成立)

|チ彎 til=_7「 彎 袴 _[行 ノ 予防接種・ ワクチン分科会の設置

0予防接■EHの籠合的は推■を目るため、厚生労■大臣は、「予防織組の総合的な推進を目るための計目Jを策定することとする。
O予防機種を取り●く状況の責化や籠童の効果への肝輌●を踏まえ、少なくともo年に一度検討しあ姜に応じ計睦 責更するものとする.

0-■ 僕綱ltA目僕鋼、ニロ農宙は0日僕Jに童更.

0定期機種の対彙僕自として、AH農輌にHib●肇彙.小児の‖贅球薔薔簗症及びヒトパピローマウイルス●摯産を追加する。
0日■農痢について●新たなワクチンの日発や餞彙菫0まん

=に
桑数に対応できるよう、政令で対彙撲績を■加てお こととする。

目的
※
―

lま今回の改正事項

○ 伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために公衆衡生の見地から
予防接種の実施その他必要な措置を議ずることにより、国民の健康の保持に寄与する

○ 予防掛置による健康被害の迅速な救済を図る

予防機種の実施

○対象疾病
■ A―   (主に集団予防、重篤な疾患の予防に重点。本人に努力義務.接種勧奨有り)

ジフテリア、百日せき、急性灰自腱贅 (ポリオ)、 麻しん (はしか)、 風しん、
日本田炎 、破儡日、結核、Hib藁 小児の肺費電■饉

“

症、
ヒトパピローマウイルス

ー
  (子

…

防)、 菫そう (天然菫)
※ 疸そうは政令攀頂 .定期雌糧は現在実施 していない.

■ B類疾病 (主に個人予防1こ重点。努力義務無し。― 奨無し。)

インフリレエンザ

○定期の予防接種 (通常時に行う予防接種 )

・
― 体は市町村。費用は市町村負担 (経済的理由がある場合を除き、実環alRが可能。)

○臨時の予防接種
・まん延予防上緊急の必要があるときに実施。実施主体l静道府県又は市町村.

・努力義務を課す■時接種と、努力義務を課さない臨時接種 (口●ロィン7… u睫)がある。

○ 厚生労働大臣は、予防接種施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、予― LI「Eを策定
しなければならない。

O 厚生労働大臣は、特に予防接種を推進する必要がある疾病について、日用予

―

Olを
予防接種基本計画に即して定めなければならない (現在は麻しん、結核、インフルエンリ

¨ :

○ 医療機関等は、予防接種による日反応を知つたときは、厚生労働大臣― 。
O 厚生労働大臣は、報告の状況について書議会に報告し、必要に応して予-OEEMn0
ためにfbra措目を講する。

O DIE応報告に係る情輌の強理及び■査は (独)■躍畠EE-3mに 晏鵬可能。

健康薇書救済樹虔‐

O 予防接種により健康波書が生した場合には、医療■・医療手当、死亡した場合の補償 (死亡一時
金等)、 障害年金等が支払われる。

審腱会への意見聴取

0 厚生労働大臣は、予防接種施策の立案に当たり、
書日会の日見を聴かなけれはならない。
(例)定期接種の対象年齢・使用ワクチンの決定、

専門的な知見を要する事項について、厚生‖学

予防接種基本計画の策定・変更など

※ その他、日00H雛 など所E―

0先 遺

"目
と比べて公的に機種するワクチンの種類が少ない、いわゆるワクテン・ギャップの同題の解消や、予防機種

施策を総合的かつ機織的に評価・検討する仕組みの構集等のため、予防接ヨ鶴度について幅広い見直しを行う必
=が

ある。

0予防機種施策の総合餃 権迫を目るため、平成24年5月 に厚生科学春■会感染症分科会予防笹種都会で取りまとめた
「予防横積鋼度の見直しについて(第二次提D」を踏まえ、定期接種の対象疾病の追加等所要の構量を■ずるもの。

?f雰 期 鼎 む:密 識 議 器 ま尉 絲 劇 :l照ョ翼]烏

=す

る事瑯 つ いて、諄饉僣 討撻nに生科学書餞会時 肪性



予防機種

"慶
上の鵬反応報告暴 事劇産上のコ作用等報告を厚生労働省に一元化し、医凛機関の報告事務を簡素化。

報告を受けた口反応報告の個別事明について、厚生労働省が(独 )医薬品医療機器総合機構に情報壺理及び口査を委離.

ジフテリア・百日せき

急性灰白腱炎 (ポ リオ)・ 破●ユ

第 1期 :生後3月から生後Oo月
第2期 :1,燿以上13麟未満
〔
"Z"は

ジフテリア・●●鳳のみ)

第1朗 :生■12月 から生後24月・

第2翔 :5●以上7●未満のうち、就学前l年
麻しん。ユしん

露l期1吉:品星T::彙島,1■

結接 (BcG)

生後2月から生■60月

生後 2月 から生後 6.0月

ヒトパピローマウイルス感染虚 小学6年～■校1年生相当の女子

③必要な措置(情報提供、機種の見合せ等)

―「
6

日本脳炎について、平成7年
=～

平成18年度生まれの管 佃目的Hの 産し控えによリ
ー

を通した者)は、20燿になるまで
―

の対魚。
長期にわたり猥菫を必姜とする疾病にかかつたこと等によりやむを行

―

した者は、快a時から2年間 (―口■E年躊あり)は定期捜租の対象.

Om査結果等の報
告・意見聴取

※

※

0予 防接種の副反応による健康被害は、極めてまれではあるが不可理的に生ずるものであることを踏まえ、接
種に係る過失の有無にかかわらず、迅速に救済。

O予 防機種法に基づく予防接種を受けた者に健康被害が生じた場合、その健康被害が接種を受けたことによるも
のであると厚生労働大臣が認定したときは、市町村より給付。

O専 門家により構成される疾病・障害認定審査会において、因果関係に係る審査。

「

~

L_ …
…

J

必要に応じ、医療機関等に対
し、審査に係る資料の提出を

:求める。

樹艤

五

掛̈
癬

②
申
達

③意見聴取

―

ー④意見 疾病・障害認定審査会
(感染症・予防接種審査分科会)

①申請

―

-
⑥支給・不支綸

ハ菫農

"の
定期撥ロ B饉疾

"の
定期接積

饉晨費 自己負担分 廂 秩輌0口l_●ずる

障害見姜

"年金

1● (年0
2● (年口)

円

円

万

万

陀

″
円
円

砺
妨

軸
軸

■
４

諄書年金 ,級 僣円D400万 円
2極 (年●l130万 円
3餞 (年0292万 円

'麟
(年額)270万 円

2崚 e円0216万 円

死亡した

場合のalR
死亡一時金 42511万 円 ・生計綸持者

遺族年金 (年観)216万 円

(最 長m年 )

・生計維持看でない

遺族一時金 700万円

9

※ 一日定期接aについては、多くの市町村では
実資を徴収していない

公贅負担カバー率 9割       案費など

平成 25年 4月 1日～ (予防機種法改正機〕

市 町 村     |

9割を地方交付税で手当    実■など

※ B類疾病に係る地方交付税の手当は今までと同様

健康被害を受けた者



厚生科学審議会予防機種 "ワ クチン分科会の設置について

1.設置の趣 旨

厚生科学審議会令 (平成 12年政令第 283号)第 5条に基づき、予防接種施

策全般について、中長期的な課題設定の下、科学的な知見に基づき、総合的・

継続的に評価・検討を行い、厚生労働大臣に提言する機能を有する予防接種・

ワクチン分科会を設置する。

2.分 科会の組織及び所事事務

◎ 予防接種・ワクチン分科会

1.予防接種及びワクチンに関する重要事項を調査審議すること。

2.予防接種法 (昭和 23年法律第 68号 )の規定により審議会の権限に属さ

せられた事項を処理すること。

O 予防機種基本方針部会

1 予防接種法の規定により審議会の権限に属させられた事項を処理する

こと (副反応検討部会の所掌に属するものを除く。)。

2.予防接種及びワクチンに関する重要事項を調査審議すること (研究開

発及び生産・流通部会及び副反応検討部会の所掌に属するものを除く。)。

O 研究開発及び生産・流通部会

ワクチンの研究開発及び生産・流通に関する重要事項を調査審議するこ

と。

O 副反応検討部会

1.予防接種法の規定により審議会の権限に属させられた事項 (副反応報

告に係る事項に限る。)を処理すること。

2.予防接種による副反応に関する重要事項を調査審議すること。

3.開 始時期

年3～ 4回程度、定例で開催する。

厚 生科 学審議会 予 防接 種・ フクチ ン分 科 会運 営細則

(平 成二十五年四月二十二 日 予防接種・ ワクチン分科会長決定 )

厚生科学審議会運営規程 (平 成十二年一月十九 日厚生科学審議会決定)第十条の規定に

基づき、この細則を制定する。

(部 会の設置 )

第一条 厚生科学審議会予防接種・ ワクチン分科会 (以 下 「分科会」 とい う。)に 、次の

表の名称の項に掲げる部会を置き、これ らの部会の所掌事務は、分科会の所輩事務の う
ち、それぞれ同表の所掌事務の項に掲げるとお りとする。

名   称 所 務事掌

予防接種基本

方針部会

一 予防接種法 (昭 和二十二年法律第六十人号)の 規定により審議会
の権限に属させ られた事項を処理すること (副 反応検討部会の所掌
に属するものを除 く。)。

二 予防接種及びワクチンに関する重要事項を調査審議すること (研

究開発及び生産・流通部会及び副反応検討部会の所掌に属するもの

を除 く。)。

研 究開発及 び

生産・ 流通部

会

ワクチンの研究開発及び生産・流通に関する重要事項を調査審議する
こと。

副反応検討部 ― 予防接種法の規定により審議会の権限に属させ られた事項 (副 反

応報告に係る事項に限る。)を 処理すること。
二 予防接種による副反応に関する重要事項を調査審議すること。

(開 催頻度 )

第二条 分科会は年二日程度開催する。

2 前項のほか、分科会長は、ワクチンの開発状況等に応 じた迅速な検討を行 うため、分
、科会を開催することができることとする。

(事 務局機能 )

第二条 分科会及び部会の庶務は、厚生労働省健康局結核感染症課 と日立感染症研究所が

共同 して実施 し、厚生労働省健康局結核感染症課が総括 して処理する。

(委 員の選任 )

第四条 委員の選任に当たつては、予防接種・ワクチン分科会参加規程に基づき、選任す
ることとす る。

(作 業班の設置 )

第五条 分科会又は部会長は、必要があると認めるときは、分科会又は部会に諮って作業

班を設置することができる。

(雑 貝1)

第六条 この細 lllに 定めるもののほか、分科会又は部会の運営に必要な事項は、分科会長

又は部会長が定める。



乖防接種・ワクチン分科会参加規程

平成25年 4月 22日

予防接種・ワクチン分科会

(通則)

第1条 予防機種・ワクチン分科会 (以下「分科会」という。)及び分科会に設置さ

れた部会 (以下「分科会等」という。)における審議への参加については、厚生科

学審議会令 (平成 12年政令第283号 )、 厚生科学審議会運営規程及びこの規程
の定めるところによる。

(適用対象部会)

第2条 分科会及び次に掲げる部会を対象とする。
一 予防機種基本方針部会

二 研究開発及び生産・流通部会

三 副反応検討部会

(適用対急審議)

第3条 予防機種法の対象となる疾病・ワクチンのあり方等の調査審議のほか、厚生

労働大臣から諮問された案件等すべての議決を要する審議に適用する。

(適用対象委員等)

第4条 委員、臨時委員、専門委員及び参考人 (以下「委員等」という。)。

(申請資料作成関与者の取扱い)

第5条 予防機種法の対象となる疾病・ワクチンのあり方等の調査審議において、調

査審議されるワクチン (注 1)の薬事承認、再評価等の申請資料に、申精者からの

依頼により作成された申請資料に著者として名を連ねた者、医薬品の臨床試験の実

施の基準に関する省令第2条第3項に規定する治験責任医師、同条第4項に規定す

る製造販売後臨床試験責任医師、同条第 11項に規定する治験分担医師、同条第 1

2項に規定する製造販売後臨床試験分担医師、同令第18条第 1項に規定する治験

調整医師及び治験調整委員会の委員並びに医学・薬学・生物統計学等の専門家等と

して薬事承認申請資料等の作成に密接に関与した者 (以下「申請資料作成関与者」

という。)である委員が含まれる場合には、分科会及び分科会に設置された部会 (

以下「分科会等Jと いう。)における審議及び議決は、次によるものとする。

一 委員からの申請資料作成関与者に該当するか否かの申告を受け、これに該当

する委員がある場合は、分科会長 (部会にあつては部会長という。以下同じ。

)は、審議開始の際、その氏名を報告する。

二 申請資料作成関与者である委員等は、当該ワクチンについての審議又は議決
が行われている間、審議会場から退室する。ただし、当該委員等の発言が特に
必要であると分科会等が認めた場合に限り、当該委員等は出席し、意見を述べ

ることができる。

(特別の利害関係者の取扱い)

第6条 第 5条に定めるもののほか、調査審議されるワクチンを製造販売する企業
(開発している企業を含む。)と の間で、審議の公平さに疑念を生じさせると考えら
れる特別の利害関係を有する委員等は、分科会長に申し出るものとする。この場合
においては、第5条の規定を準用する。

(議事録)

第7条  委員が第5条及び第6条の規定に該当する場合は、その旨を議事録に記録
するものとする。

(審議不参加の基準)

第 8条 委員本人又はその家族 (配偶者及び―親等の者であって、委員本人と生計を
―にする者をいう。以下同じ。)力く、申告対象期間中に調査審議するワクチンの製
造販売業者からの寄付金・契約金等 (注 2)の受取 (又は割当て。以下同じ。)の
実績があり、それぞれの個別企業からの受取額が、申告対象期間中に、年度当たり
500万円を超える年度がある場合は、当該委員は、当該ワクチンについての審議
が行われている間、審議会場から退室する。

(議決不参加の基準)

第9条 委員本人又はその家族が、申告対象期間中に調査審議されるワクチンの製造
販売業者からの寄付金・契約金等の受取の実績があり、それぞれの個別企業からの
受取額が、申告対象期間中のいずれの年度も500万円以下である場合は、当該委
員は、部会等に出席し、意見を述べることができるが、当該ワクチンに関わる議決
には加わらない。ただし、寄附金・契約金等が、申告対象期間中のいずれの年度も
50万円以下の場合は、議決に加わることができる。

(議決権の行使)

第 10条 第9条の規定により、委員が議決に加わらない場合においては、当該委員
の議決権は、議決に加わつた委員の可否に関する議決結果に従つて分科会長より行

使されたものとする。

(委員等からの申告)

第 11条  申告対象期間は、原則として、分科会の開催日の属する年度を含む3年度
とし、分科会等の開催の都度、その寄付金・契約金等について、最も受取額の多い

年度等につき、自己申告するものとする。



厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会等の年間スケジュール(案 ) 資料5

〈特例)

第 12条 委員本人又はその家族が、第8条又は第 11条のいずれかに該当する場合

であつても、当該委員等が審議又は議決への参加を希望し、寄附金b契約金等の性

格、使途等の理由書を添えて分科会長に申し出、その申出が妥当であると分科会等

が認めたとき、又は、当該委員の発言が特に必要であると分科会等が認めたときは

、当該委員は審議又は議決に参加することができる。

(情報の公開)

第 13条 委員が、第8条から第 12条までの規定に該当する場合については、事務

局から各委員の参加の可否等について報告するものとする。なお、各委員等から提

出された寄附金・契約金等に係る申告書は、分科会等終了後速やかに厚生労働省ホ

ームページ上で公開する。

附則

この規程は、平成25年 4月 22日から施行する。

注 1:「調査審議されるワクテン」とは、薬事・食品衛生審議会薬事分科会又はそれに

設置された部会 (以下「薬事分科会等」という。)において審議され、我が国

の市場に流通し、予防接種・ワクチン分科会において調査審議することとされ

たワクチンとし、各ワクチンにつき、申請資料作成関与者に該当するか否かの

申告を行う製品の数は4製品までとする。具体的には、薬事分科会等において

薬事承認について審議された製品及び当該製品が審議される際に申請者から競

合品目として提出され、薬事分科会等において競合品目の選定根拠に係る資料

の妥当性について審議された製品とする。ただし、同じ効能・効果を有する製

品が薬事分科会等において審議され又は市場に流通される前にある場合は、こ

れらの製品に準じるものとする。

注2:「寄附金・契約金等」とは、コンサルタント料・指導料、特許権・特許使用料・

商標権による報酬、講演・原稿執筆その他これに類する行為による報酬及び委

員等が実質的に使途を決定し得る寄附金・研究契約金 (実際に割り当てられた

額をいい、教育研究の奨励を目的として大学等に寄附されるいわゆる奨学寄附

金も含む。)等や、保有している当該企業の株式の株式価値 (申告時点)も 金

額の計算に含めるものとする。ただし、委員等本人宛であっても、学部長ある

いは施設長等の立場で学部や施設などの組織に対する寄附金・契約金等を受け

取つていることが明らかなものは除くものとする。
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資料6-1

子宮頸がん予防ワクチン (サーバリックス)の

副反応報告状況について

O組換え沈降 2価ヒトパピローマウイルス様粒子ワクチン(イ ラクサギンウワパ細胞由来)

商 品 名 :サーバリックス

製造販売業者 :グラクソ・スミスクライン株式会社

販 売 開 始 :平成 21年 12月

効能・効果 :ヒ トパピローマウイルス (HPV)16型 及び 18型感染に起因する子宮頸癌

(篇平上皮細胞癌、腺癌)及びその前駆病変 (子宮頸部上皮内腫瘍 (OIN)

2及び 3)の予防

1.副反応報告数 (発売開始から平成25年 3月 31日報告分まで :報告日での集計)

製造販売業者よ、り報告された、平成 25年 3月 31日 までの出荷数量を接種可能のべ人数

とし、副反応報告頻度を計算したものは以下のとおり。

なお、製造販売業者によると、機種スケジュールを勘案し、これまでの 1人あたりの平

均接種回数を2.7回 と仮定して出荷数量より推計した接種者数は、258万人とのことであ

る。

※ 製造販売業者からの報告は、販売開始～平成25年 3月 31日 までの報告分、医療機関からの報
告は、平成22年 11月 26日 ～平成25年 3月 31日 までの報告分である。

※  ( )内は死亡報告数とその報告頻度を示している。
※ 「■篤」とは、死亡、障害、それらに彙がるおそれのあるもの、入院相当以上のものが報告対

彙とされているが、必ずしも■協でないものも「■鶴」として報告されるケースがある。

※ 製造販売業者からの口反応報告は、薬事法第 77条の 4の 2に基づき「■篤」と判断された症

例について報告されたものである。なお、製造販売業者からの報告には、医療機関から報告さ

れた症例と■複している症例が含まれている可能性がある。また、その後の調査年によつて、

報告対魚でないことが確認され、報告が取り下げられた症例が含まれる可能性がある。

2.ワ クチン接種事業に基づく医療機関からの副反応報告について

(1)推定接種者数

(平成 22年 11月 26日から平成 25年 3月 31日 接種分まで :接種日での集計)

平成 22年 11月から平成 25年 3月末までの機種者の数について、子宮頸がん等ワクチン

接種緊急促進事業を実施している市町村から、平成 25年 5月 15日 までに都道府県を通じ
て報告のあつたものを取りまとめた。

期間 都道府県数 接種者数

平成 22年 11月 3,787

平成 22年 12月 18.179

平成 23年 1月 72,559

平成 23年 2月 239,115

平成 23年 3月 293,309

平成 23年 4月 47 129,245

平成 23年 5月 43.713

平成 23年 6月 56,823

平成 23年 7月 275,474

平成 23年 8月 830,535

平成 23年 9月 920,105

平成 23年 10月 580,331

平成 23年 11月 47 151,294

平成 23年 12月 82,802

平成 24年 1月 134,145

平成 24年 2月 325,100

平成 24年 3月 643,941

平成 24年 4月 111,035

平成 24年 5月 81,853

平成 24年 6月 47 76,590

平成 24年 7月 73,063

平成 24年 8月 81,344

平成 24年 9月 79,466

平成 24年 10月 71,797

平成 24年 11月 40,637

平成 24年 12月 39,380

平成 25年 1月 29,180

(単位 :例 (人))

接租可能
のべ人数

(回分)

襲遺販売業者か

らの報告

医薇機日からの報告

報告政

(報告菫度 )

全報告数

(報告頻度)|   うち重饉

平成 25年 1月 1日

～3月 31日
113,322

11 (1)
0.01畔 0.00009

17
0.01研

3(0)
0.0031(的

販売開始からの

黒計

6,957.386 704(1)
0.011踊 0

1001
0.01‖

91(1)
0.00131 (0.00001%)

)
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製造販売業者からの報告

姉
凛

の
例

欧
亡

硬
死

※
※

サーバリックス 重篤症例一覧

(平成25年 1月 1日 から平成25年3月 31日までの報告分).

サーバリックス プト重篤症例一覧
(平成25年 1月 1日 から平成25年 3月 31日 までの報告分)



資料6-2

子宮頸がん予防ワクチン (ガーダシル)の副反応報告状況について

0組換え沈降 4価ヒトパピローマウイルス様粒子ワクチン (酵母由来)

商 品 名  :ガーダシル

製造販売業者 :MSD株式会社

販 売 開 始 :平成 23年 8月

効能・ 効 果 :ヒ トパピローマウイルス 6、 11、 16及び 18型の感染に起因する以下の

疾患の予防

・子宮頚癌 (扁平上皮細胞癌及び陳癌)及びその前駆病変 (子宮頸部上

皮肉腫瘍 (CIN)1、 2及び 3並びに上皮内腺癌 (AIS))

・外陰上皮内腫瘍 (ViN)1、 2及び3並びに睦上皮肉腫瘍 (ValN)1、

2及び 3

・尖圭コンジローマ

1.副反応報告数 (販売開始から平成25年 3月 31日 報告分まで :報告日での車計)

製造販売業者より報告された、平成 25年 3月 3:日 までの医療機関納入数量を接種可能

のべ人数とし、副反応報告頻度を計算したものは以下のとおり。

なお、製造販売業者によると、接種スケジュールを勘案し、これまでの 1人あたりの平

均機種回数を 2.4回 と仮定して医療機関納入数量より推計した機種者数は、70万人とのこ

とである。

(単位 :例 (人 ))

※ 製造販売業者からの報告は、販売開始～平成25年 3月 31日 までの報告分、医療機関からの
報告は、平成23年 9月 20日～平成25年 3月 31日 までの報告分である。

※ ( )内は死亡報告数とその報告領度を示している。
※ 「■篤」とは、死亡、障害、それらに彙がるおそれのあるもの、入院相当以上のものが報告対

象とされているが、必ずしも重篤でないものも「■薦」として報告されるケースがある。
※ 製造販売業者からの副反応報告は、案率法第 77条の 4の 2に基づき「重臨」と判断された症

例について報告されたものである。なお、製造販売業者からの報告には、医療機関から報告さ

れた症例と重複している症例が含まれている可能性がある。また、その後の調査等によって、

報告対象でないことが確認され、報告が取り下げられた症例が含まれる可能性がある。

2.ワ クチン接種事業に基づく医療機関からの副反応報告について

(1)推定機種者数 (販売開始から3月 31日機種分まで :接種日での集計)

販売開始から平成25年 3月 末までの接種者の数について、子宮顕がん等ワクチン接種緊

急促進事業を実施している市町村から、平成25年 5月 15日 までに都道府県を通じて報告

のあつたものを取りまとめた。

期間 都道府県数 機種者数

平成 23年 9月 80.631

平成 23年 10月 28,481

平成 23年 11月 78,344

平成 23年 12月 47 46,429

平成 24年 1月 47 :8,641

平成 24年 2月 47 16,473

平成 24年 3月 47 102,080

平成 24年 4月 46,494

平成 24年 5月 59,057

平成 24年 6月 80,554

平成 24年 7月 81,346

平成 24年 8月 47 103,634

平成 24年 9月 95,437

平成 24年 10月 47 95,073

平成 24年 11月 84,356

平成 24年 12月 47 72,183

平成 25年 1月 45,205

接種可能
のべ人数

(回分)

製造販売暴者からの報告 医療機関からの報告

報告数

(報告菫慶)

全報告数

(報告頻度)| うち菫篇

平成 25年 1月 1日 ～3

月 31日
242,604

6(0)
0.00器 (哺

10
0.∞喘

2
0.00081(的

販売開始からの累計 :,688,761
6● (0)
0.0041(哺

195
0.013%

15(0)
0.OⅨ渕踊(aD



推定ta■敗 (回分)

(小学6年生～

高校2年生)

口反応薇告数

(報HE)

うち菫餞報告欧

颯告』■DIう瀾蹴
敗

平成 25年 1月 1日～

3月 31日
135,615壼

10 2 0

0.01% 0.0011 鰯

機種事業開始からの

累計
:,134,410

195 15 0

0.0296 0.001% 研

※ 2 3月 の接種者数は現在集計中のため、1月 の接種者数を

② 副反応報告歓

①報告全体 (単位 :例 (人))

②医療機関から『関連あり」として報告されたもの (単位 :例 (人 ))

(注意点)

※ 今回の接種事業では、接種との因果関係の有無に関わらず、「接種後の死亡、臨床症状の重
篤なもの、後遺症を残す可能性のあるものJに餞当すると判断されるものを報告対象として
いる。

※ 重篤とは、死亡、障害、それらに繋がるおそれのあるもの、入院相当以上のものをいうが、
必ずしも二協でないものも「二篤」として報告されるケースがある。

※ 指定接種者数は、各月の報告による。なお、報告のあつた市区町村において、すべての医療
機関からの報告を受けているとは限らない。

※ 接種事業の対象とならない症例が含まれている。

（↑
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Ｈ
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事
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ヽ
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崚

推定機種者餞 (回分)

(小学 0年生～

高校 2年生)

口反応報告欧

(報告燿度)

うち■■報告数

輛燿D17冨
『平成 25年 1月 1日～

3月 31日
135,615棗

5 0 0

0.∞儡

" "機種事業開始からの

累計
1,134,410

122 8 0

0,01% 0.0007% 研

のため、1月 の接薇者数を た

ら じ』『評価不籠Jと して報告されたもの     (単 位 :例 (人 ))

接租者欧 (回分)

(小学 0年生～

富校 2年生)

口反応報告数

(報告頻度)

うち■■報告数

く鋼暉朝日自)|う
淵

敵

平成25年 1月 1日″

3月 31日
135,615巌

6 2 0

0.0041 0.0011 畔

機種事業開始からの

黒針
1,134,418

7● 7 0

0.006% 0.0∞鵬 喘

※2月 、3月 の接種者数は現在集計中のため、1月 の接種者数を し



ガーダシル 重篤症例一覧

(平成25年 1月 1日 から平成25年 3月 31日 までの報告分)

ガーダシル プト重篤症例一覧
(平成25年 1月 1日 から平成25年3月 31日 までの報告分)
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③副反応の内容(報告医が■篤と判断した症例のみ)

注 1)「 失神」には、「失神」および「意■消失Jの症例を含めた。

注 2)「 転帰J未回復・不明の症例には、事彙としては回復・軽供している症例も含まれる。

転帰 ノ割反応

名

キ̈シ．

ギラン・パ

レー症候

群

減

斑

′‐ヽ板

麒

病

血

少

在

髄
帥
腑
炎

急

性

複合性局

所疼痛症

候群

回復

軽快

後遺症あり

未回復注
"

不明
注
"

5

1

1

1

2

1

1

1

合計 7 1 2 1

重廃

非重篤

不明

件

件

件

(2)医療機関からの報告 1,001件

①重協度内訳

②転帰内駅 (重篤度別)

③副反応の内容 (重篤のみ)

アナフィラキシー:アナフィ丼 シー ック、アナフィ升 シー反応
失神:失神、失神寸前の状饉、電口消失、意臓レベルの低下、血管迷走神幡反射
過敏症:アレルギ=、 アナフィ井 シー、奉麻疹、過敏症という単語を含むもの(アナフィラキシーショックと
アナフィ井 シー反応を除く。)

局所反応:日眼、疼痛、■結、発赤

重篤 非重篤

回復

軽快

後遺症あり

未回復

死亡

不明

畔
畔
袢
畔
略
鴎

37 401

18 701

2 20%

143畔

11"
26 40%

叫
叫
略
畔
時
畔

44 20%

147鶴

01鶴
42畔
00畔

38鶴

転帰 /副反応

名
失神塵1)

発熱
過敏症反

応
局所反応 その他 合計

回復

軽快

後遺症あり

未回復注
"

不明注
"

20

3

1

1

9

22

11

4

:3

‐３

　

２

　

　

　

２

　

６

1

1

31

18

12

23

９６

３７

‐

２２

５４

合計 6

転帰＼副反応名
アナフィ丼 わ ン・バ 血小板減少

一̈
複合性局所
壺

“

爺極壼

回復

羅快

後遺症 あり

未回復

死亡

不明

1

1

1

合計

急性散在性脳脊髄炎

、回復

●軽快

.後遺症あり

■未回復注2)

不明注2)

ギ:3T貫趙 軍1_ _ 1   l   l   l   l

アナフィラキシーt国目鳳墨
0%    2096    40%    60%    80%   100%

転帰＼口反応名 失神 発熱 過敏症反応 局所反応 その他 合計

回復

軽快

後遺症あり

未回復

死亡

:

3

1

1

0

0

1

5

:

鋼

‐７

２

”

―

“

合計

2‐



福創り副所疼痛猛候群

血小板撼少性■斑病

ギラン・パレー症候群

アナフィラキシー

その他 目■■■ロロE■■J申

―
: ~ :   |   '

局所反応 
― …

11■E・ヨロ

過螂
→ 「

中 甲 中   国ラロ月

発熱 
… …

  ●死亡

タヨ中 ロロ■■■■■■ロロロ圏 ■■■■■■■■■■日     細` 夏

彎ヽ 菫褒二警
=■

   ・ てお直節 リ

臨 霊 菫 鐵 饉 轟 首:響 禦 襲 壽 :: 「
倒鋏

‐
一

晶   口回夏
― 螂―― ―r 

‐―――-1  ~‐ 1[~    :

0%  20%  40':  60%  80'6 100:

2 ガーダシル (発売開始平成23年 8月 ～平成25年 3月 末)

(1)製造販売業者からの報告 68件

①転帰内訳

回復   1  40件  1 588場
軽快   1  11件  1 1618%

後遺症あり 1  0件  1 00鍋
未回復  1  3件   1 4.41%
不明   1  14件  1 2059%

②目1反応報告の内訳

ガーダシルの副反応報告の内訳

(企業報告)

i



③報告医が重篤と判断した症例のみ

転帰＼副反応名
アナフィラキ

シー

ギラン・パレ

ー症候群

血小板減少

性紫斑病

急性散在性

脳書腱炎

複合性局所

疼痛症候群

回復

軽快

後遺症あり

未回復

不明

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

合計 3 0 1 0

(2)医療機関からの報告 195件

①重篤度内訳

局所反応

過敏症反応

発熟

失神

急性散在性脳脊髄炎

アナフィフキシー

“
回復

口軽快

後遺症あり

%未回復

不明

鮒
臨
利

i5件 1   7
172件1   88

4

アナフィラキシー:アナフィラキシーショック、アナフィラキシー反応

失神:失神、失神寸前の状懇、意臓消失、意諄レベルの低下、血管迷走神経反射

遇敏症:アレルギー、アナフィ丼 シー、手麻疹.過敏症という単語を含むもの(ア ナフィ芳 シーショックと
アナフィラキシー反応を除く。)

局所反応:饉脹、疼痛、覆結、発赤

転帰＼副反応名 朱神 発熱 過敏症反応 局所反応 その他 合計

回復

軽快

後遣症あり

未回復

不明

8

0

0

1

2

2

2

0

0

0

1

1

0

0

0

1

0

0

0

:

5

9

0

1

3

合 計 4 2

②転帰内訳 (重篤度別)

重篤 非重篤

回復

軽快

後遺症あり

未回復

死亡

不 田

畔
雛
叫
叶
吟
酔

66 70%

133鍋

0001

20.00%

000m

0 001

畔
畔
畔
路
畔
畔

81.40%

8_70%

00叫

1 70%

000X

5 80%

③副反応の内容 (量篤のみ)

転帰＼副反応名
アナフィラキ

‐
ギラン・バ
し一 席 曇 難

〕
椰

Ш
性

急性散在性
脳書髄斐

所
群

局
候

性
症

合
痛

複
疼

回復

軽快

後遺症あり

未回復

不明

1

合計 !

転帰＼翻反応名 失 神 発熱 過敏症反応 局所反応 その他 合訃

回復

軽快

後遺症あり

未回復

不明

:

1

(

3

1

合‖ 1 7

7‐
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複合性局所疼痛症候群と報告された症例一覧
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明
明
回
場
明
現
明
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明
明
明
畷
明
快
口
回
明
明
朝
明
回

,の判定指機に適
彗するが、発症時期
う`早伯 型的なOR
Dsと は判断雄 な
。ヽ下肢の不阻意J

じや自発■働など
ま二次性の症状で
bることが疑われ
5。

誨 あ葛買署『雛 躍路悪
・

7装翻11訂ぶ罰部義晨1姦募冤わ
==黒

E置■言おE隊夢翻鵠題:お

繁■:景ゼ凛1髄離ギふ鷲認を驚綴鵬澱鷺棚移雰ふ:濯甚鵠珊
ll.“

`が
特俄。下目や右肩、右手背などの

“

みが間欠的に生していた。

鷹霜::襲伴l我駆 邸辮 樹幣嘉澤雰異レギチー́ Ongによる■薔試験を行い、症状の著銅
たが、祖視を認めたため中止。

臓欄30日 後、味寛暉薔出現。その性もロロや頭嬌

臓腱

“

日後、日■臓受診し、リリカ25m`.リ ポトリ
=

鵬
諮 :書liJ[曇 醤 :隆 ]

750/日 を内服開始。
α検査で員常なし。

i壽錦轟醜製鏑鱗黒墓嘉五:墨凝墓基f標驚
臓馴目な鵬 埜鷲薯臓:F」F懸雷翼こ1:事累LtF屁牒塩どお饉踏 搬 鶴ゃ関節の需みが蹴
雷属掲緯義晨枇 書が再愚 解離症状増脇 その後もリポ円 ―ルを誠量するた引こ関節痛や不虫 解腱症共 H

耐 脚 奪奮歪「
現。

属組:器 :議 :露平盟暮鍵漫:歩行障害も改善。闘節瘍、解腱症状、不安、計算障害、味覚障害、頭痛はその後も症状が

臓糧認:説霊票歎肛陣書が日立つ機。

系は否定できない。
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おつた。手指のしびれを■え、担力の減口が持颯するため大学■院編介入院.自 偉神経徴候を伴う神

リールとビタミンB12内 鳳開始し退院。 “

自掟候群 テン機種との因畢田
県は香定せ ない。
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口腱であ4¨̈い瑯
口■7日 螢。日

“

をひね,2_‐ .

In■里月、日倅痙状の嘔気、めまいがひどかった。
In■40日 ■.嘔氣あり。
日付不明、M劇検壼実施.

ほ告時点で、左頭●から肩にかけてのしびれの壼状は凛在まで崚いている.挙上日■.め ,い、吐會気は、電気は栞回

彗れ
「

_内 1 副

`否=璽 `し
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口書饉局所

ら痛壼候群 ■たきない。2回 目
の検組と症状発現
までの期間が2ヶ 月
らり.僣伏期間が長
.ヽ ことや、日■性の

自状が2めらること
0ヽ ら典盤的なCRP
Sとは判断できな
,｀ .下臓の諄
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け九遭は.中 櫃神
EttBの 存在を示
曖しており、末相神
[農 EであるORP
3の自態に含致しな

17輌不能
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資料8

SLE(ステロイド′ウレス施行)

MSやリウマチは否定的とされる。

小児科・婦人科の診察を受けている。

甲状腺機能低下症/若年性特発性関節炎手首、足首の痛み、足首・足底の■れ

ヘルニア/複数回のMRlで異常なしとされる。

プレドニン内服中。SLEの記述有。熱、意識レベルの低下

番

号

碑
鋼
椰

臓租日

サ

ガ

※
コ 柵

者
主

取
(最終l■■
からの時

経過概要

E栗また

ま医療機

関からの
口姜

10代 2012/8/: ガ n

ソ11幕麻疹、8/17嗅 喘息のような嗅が続く.9/フ眼曖けいれんが始まる。0/15バ スケ試合後、咳、眼瞼と足の痙車が始

たる。それから手、全身の不随運動 (原文ママ)と なつていく。現在、極度の疲労感、頭痛、眼曖けいれん、どこ力ヽ こ不随

E勁出る。

講 僣瑠彙 翻 轟 量L%識 駐 暴:ll躍 :編 摯瞥留習常N青な角ポf出踏 彬 結 立

D病院に入院。異常なく10/25に 退脇。11/14=違う病院受静。12月 にいつたん症状饉快するも、2013年にまた症状が

出てきた。3/18脳 は異常なし。

10代 2012/5/21 攪 28日

′23より頭痛を訴えだした。翌日に近Eで 自家中毒と診断され点滴。Щ痛桑船効。痛み止めを4時間おきに内PI。 通院

て́いる間に歩けなくなつた。眩量に眼撮.視野が狭くなる、激やせなどの症状もあつた。通院先で入院とメンタルのリハ

ゴリを働められたが、母の希望で入院はさせず、経過観察となった。知り合いから「解毒Jを勧められ、4日 目に立つこと

でヽきるようになった。治彙をした先生からワクチンによるADEMではないかと言われたので、3月 に市立病院で副反噂

霰告の手続きをした。

O

10代 2013/4/1 サ 腕

ソ:5夜に少し足に発0あり。16日 ～18日にしんましんあり、かゆみひどい。4/17体温は375℃前後。4/18総合瘤院の6

1科を紹介された。処方を受け帰宅したが、かゆみが強く19日 に再診。血液検査で炎症反応強い。日の充血.かすみ、

口や足のむくみ、日の中、周りの痛みなどがあつた。4/22炎症反応Iま改善。肝臓も腎臓も異常なし。4/24よ り登校して
るヽ。3フ℃台半ばの徹機はある。

O

2012/3/3.4/2 サ
輌
Ｄ

攪
＝

翌 日

0■
2012/9/29.

12/22
ガ 腕 ,9日

:回 日の機種とほぼ同時に風邪症状あり、4-5日 微熱が続いたため、かかりつけを受診していた。何度も同様の経過を
彙り返す。2013/2/19こ ろから、足のだるさ、つつばり感あり。2/23未明に「足が痛くて眠れない」と断え、A救急病院を受

θ.痛み止め処方されるも無効。日中にかかりつけ受診。次題にB大学病院受鯵。異常なし。検査入院働められるが満

末につき帰宅。2/26C病院受鰺。検査入院し3/16退院。筋伝達(ママ)検査写施行し異常なし。精神的な要因を疑わ
に.精神神経科に通院中。新聞記事で見た子宮頭がんワクチン副作用のことを伝えると、主治Eから製薬会社に連絡

1取 り、「複合性局所疼痛症候群」と診断された。

0

:0■ 2011/5/2 6/14 サ

躍    菫窪絲蟹:零笙Ё錫甲熙露ll難]=
O

′
親 ケ離路:管翼懇禦鶴 :雪庸鶴撃淵鸞潔爛論記銚賢Zlこ

`酬
乱幕是

_た医師と0病院医師から報告。



2012/8ノ 18.

10/17
晩 3日

10/20頭痛あり。夜に過呼吸。枚急要1日 し、帰宅後も別な病院へ。検査入碗したが異常なし。10/22退 院。その後CT.MR
で異常なし。llノ 2整形外科受診するも異常なし。階段の上り下りはゆつくり休み休みで数十分かかる。その後Jヽさな歩
嘔でゆつくり軽く揮になる。なんとか更えなしで歩ける。相駁した還隔地の医師からは、小脳失調およ昴 DEMだと言わ
れる。4月 にjr労省に副反応報告。

10代
011/9/16.
0/19

サ 臓 不 明
日ヽ 嘔 =い

て‐ III="｀曖 口 1`↑明 。■隅 Ci3い 理 呵

`贅
ロ マ輌 愕 曖 韓 ピl口nされ た。層 凛 (て

～
か ル のよつに副口 れ

,`は ■0`:_ズ ir枷 猜 ri士ら ルの ■
"ふ

ι]ヽ ■

`●

颯′r"●ス
"`鮨

lrl■ ア スう、ス7分 [、 ■・● ■ 4171ヽ ス ○

10代
10:2/6/20.

20:2/8/20
魔

B整 形外科

Eし 、
Iし。

ほかに異常
れIE院 。2/:3MRl異 常なし.2/40

ナなくなる。4/1SEベインクリニック受診。現在

筋力低下、頭痛、腹痛  【経過】11/23(桂租3カ月後)右下腹部が痛みだ
く、12/71こはMR、 婦人科エコー行うも異常なし。12/15に は下腋に痛み

るようになつた。12/2:歩行日離。CRP高饉。12/221ミ 八院。膠

10代
νν

“

０‐

υ
サ 魔

'日

10/21(ll租 8日 ■)突然右足首に痛みを伴う目服あり。10/26か ら右ひざ、なひざ、右日、左肩の目に次々と闘節が踵
hだす。10/31に ベンも燿れず痛みで歩行も国nEになつたためA整影外科を受D。 レントゲンを撮影するが原因不明。ロ

キソニンと温布を処方された。11/フ再診。層が痛み.片脚を1謄ずつていた。夜.右手に選和饉あり、1:ノ 0右 手首が■
にているのに気づいた。A壺静外科で関節リウマチの可能性を指摘された。11/12日 、あご、手首口月に痛み。口節リウ
マチの鰺断.以後饉痛用で対症晨法を彙けるも晏功せず。1:ノ 17闘節穿劇で贅色の諄‖凛を得る。11′ 24BE凛 セン

'一

リウマチ料を受静.11/20～ :2/6検 壺入腕。口節型着年性|1発性闘節奥と診断された。メトレート姜功せず、
1012/3/7-9入 院.アクテムラ(生物学的瞑誦)を投与.

Ю!1年 3月 、5月
不

明 臓
1回目後・

不明

|ロ ロ繊組餞から深夜～午前にかけて強い鵬輌発作力鳴 きるようになる。20:1年度晏被初日に強い頭痛で早IE。 強い

瞑僣で学校に行けなくなる。5月 には体調が回E.ll租当日の夜.ひどい頭痛見作が起き,日 はチカチカして目を開け

費査を受ける("果 は腱載なし).:週間租度轟院。3回 目の機糧はしていない。いろいろな病院で検費・治療してもら
ハ.慢性鮮発頭痛と診断される。

1011/8/8.9/6,
2012/2/7

サ 見 不明
pr7↑

“

、こ層種、層輛.こ
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呵兄りし。 O

201:/3/5,9/2,

Ю:2/4/5
サ 臓 〕5日

議あり【39属 ).=ち上かれなくなり.近巨AttFTOも 、ほとんどFttrJく翼躙のみ。明 眠そ彙諄し、C本宇覇醜を照

,.検査を行う(軸果記鶴なし)。 SLの鰺断。ステロイドバルス施行
`熱

下がらず、各種検贅を行い、ステロイドパルス

【鷹施行.ステロイド内阻投与などを機けた。2ケ 月で1味

`体
菫減少。3/31退院。

12/17.

2012ノ 5ノ 12

開
2回 目後13

日

:012/1/2固 節痛、動かないとの諄え。3月 まで3回通院するも奥常なし。A輌院リウマチf4からBクリニックに紹介。リウマ
テ否定され演方薬処方.“査が十分でないと感じている。

10代
20"/4/7.5/14.
10/22

腕

i/27担度の情急嘔。5/30耳 鼻科で唾腋の出の検査、■常なし。0/20膠原目を疑い.A綱屁内科受F。 異常なし。0/:θ

嘔

“

鮨 Mnl鳳営r4‐ 1__■向日のI●鮨静力ヽ■lt■ 儘′厳曇^12/1`C大 彙蘊絆で■量たi´ ^2012/1/260大 摯●駐、3/30E

日 フリニックで■常なし。4月 口嘔れあり。2012年には下肢の脱力なし。ア/1■こはC大学病院で綺神科受診を勁められてし
6^

0択 10/29,
不

明 下明
全身いろいろな簡所に痛みや痺れの症状や頭痛 徴熱。検査するも、多発性硬化症やリウマチ疾患を疑うものの考え

にくいとの医師の見解。

10代 10/27, 滉 不明
臓情の起伏が激しくなつた。被書妄想あり。偏頸痛の頻度が増している。もともと眠前に安定剤を内限していた。小児精
申科の医師の鰺薇と婦人科の静瞑を受けており、服薬治僚も受けている。喘息の治藤も平行して行つている。

10代

2011/9/27.

10/3Q
2012/3/28

サ 親

書租後疇み、だろき、電部の日れが,-2題岡報いた。
101“

“

月10日 に、学校内で突然足の力が抜け、倒れる。毎日倒れるようになつた。すぐ治る日もあれlf.2-3日 続く日
しある。4/271こ 立つことができなくなり、大学病院にて検査を受けるも異常なし,0/2校目の期院でナルコレプシーを疑
♭れる。このころから脱力のほ力1■ 3●がなくなることがあつたり、全身硬直したり、呼吸が乱れたりするようになった。
一時期は手足のびくつきがあった。7/30別 の大学病院で異常なし。:0/20ま た別の大学病院の精神神経科を受診。睡
屁障害,特発性過眠症と言われた。救急要‖も何度もした。

0

10代
1010/8/9,9/7.

Ю
"年

2月
サ 腱 1年

2回 Ill■ 後、下臓の日所に痛みあり。パレーボール部に属していた。整影外科を受診するが改善せず。3回目の臓種
(2011年 2月 )後は局部のしこりあり。毎日どこかしら痛む。2012年2月 ごろに肘が痛くなり.絆 響を休んでも痛みが憑化
するようになつた。肘椰薔症候碑の診断を受けた。リリカを処方され,痛みは軽快したが集の31反応で意腱障害、鼻
血、強烈な眠気などをきたすようになつた。5ノ 2に .ネットで探した医師に摯察を受けると、肘部管症悛群ではないと言わ
れ.またリリカを摯じられた.5/Jこは左肘、左手にも痛みが生じるようになつた.5/5、 立ち上力

`ろ
うと足を着くと飛び上

がるくらい喘かった。それまで■っていた整影外科に行くと膠原鋼の疑いがあるとされ、紹介状を演された。このときに
は右足闘節痛がかなり悪化して歩行できなかつた。複数の目僚施設で検査を行つたが、膠原瘤ではなかつた。いまだに

診断がはつきりしていない。

2 10代

2011/9/13.
:0/14.

2012/3/23
サ

3/24(3回 目糠種の翌日)から手首、足前の嬌みを生じる。痛みが移動し、局所が田れている。4/10整形外科受鰺。
4/20痛みで力が入れられない。足底、足首が腱れて靴が肛けない。内科受鰺。4/30甲 状腺懺籠低下症と鰺断。痛みが

ひどいため大学薇院の膠原病専門■を椰介してもらう。5/2紹介受診。リウマチに症状酷似も血液検査日常なし。ブレド
ニン処方。3/31闘 椰痛ひどく、発熱。若年性特発性蘭節炎と診断。抗リウマチ票、プレドニン、饂痛剤服用中.

2 10代
2011/8ノ711/5,
aD1 2/3/24

サ 観 不明

,回日の臓租後.聞節題脹、通動時痛.微騰あり。A病院を受抄するもリウマチは否定的とされ、B病院を相介。CRP軽
嵐上昇のほかは異常所見なし。ロキソニンで俸痛コントロール。同院の医師より予防接IEの 影響である可能性が高いと

臓摘される。

21 :0代
Юl1/8/4,9/5,

2012/6/31
サ 限 〕ヶ月

0月 下旬(最‖校欄から3カ月)に高熱をきたし、なかなか解船しなかつた。自血球の上昇なし(いつ解熱したかの配銀は
ない)。 10月 上旬に手のしびれ、足のだるさを感じていた。痛みが日に日にひどくなり、A整形外科を受診。鳳椎ヘルニ
アの船断.処方票を内服しても痛みが治まらず、B整移外科を受鰺.照檀症とストレスと鰺断。リリカなどを処方された
が無効。4軒の輌院を次 に々受診.HE郎 、頸部にわたりMRlを計3回撮影したがすべて異常なし。C整 形外科クリニツクを
受鰺するも日像検査で異常なし。レントゲンは計50回程度撮影。整体院にも3か所通院した。腕のしびれ、痛みが増強
しており、頭痛も金譴でたたかれたような痛みであつた。右半身の理はがあり、3/20E病院で綺密検査を実施。頭馴部
のMRlを 撮影、採血も行つたが異常なし。精神的なものを疑われた。

2( 0代
2011/2/19,

ソ13.3/20 親 289日

〔主訴】男騰.摯臓レベルの低下
【経過】生来健康。パレー部に所口。接租後は局所に痛みを訴えた。20:2年6/4-8発 熱。6/8夜に39℃台の高熱のため

女間D厳 受鯵、その後A病院を受齢.帰宅。3/9再 び夜間齢晨受診。C瘤院を教急受F。 以後6/21まで高麟が断続31

轟 薦 |:鷺ι器 禦 鵬 瑠

“

等 鷲 鷲 L%解 瑠 議 総 樫 禁 ≧み 等 生γ霜 島

ノ、現在プレドニン・プレドニゾロン、プロスターM、 プラバスタン.ア ルフアロール、シナール、ピドキサール、フラピタン内

霰中。ブレドニンは賽功した印象で.現在6rnglこまで瀬滅。)

2` 不明 胴

1回 日、すごく痛かつた。2回 目何となくいやな予感 (母 )。 3回 目直後、しばらく腕が痛かつた。敗日して、体の随所を痛が

るようになつた。5月 からjE裏の感覚員常。撮籠後3ヶ月で症状出現。眩彙、曜吐、徹熱。脱毛.頻脈、脱力感など。医

院.2カ所の大学綱院を受診し精査したが異常なし。選隔地の医師にも相談 .



子宮頸がん予防ワクチンの機種に当たって

1.子宮頸がん予防ワクチンについて

子宮頸がん予防ワクチンは、ヒトパピローマウイルス (HPV)の感染を防ぎ、子宮頸がん注1

等のHPVに よる疾病の発生を予防することを目的に機種するものです。

注1:子富頭がんの患者は年間91800人 程度 (2008年 )、 子宮軍がんによる死亡者は年間2,700人程度
(2011年 )と報告されています。

2.有効性について

HPVは皮膚や粘膜に感染するウイルスで、1∞ 以上の種類 (遺伝子型)に分類されています。

子官頸がん予防ワクチンは、これら多くの遺伝子型のうち、子宮頸がん全体の 50～ 70%の原因

を占めると言われている16型、18型等=2を対象としたワクチンです。子官頸がんは、数年か

ら数十年に及ぶ HPVの持犠的な感染の末に発症するとされており、本ワクチンについては、導

入後間もないことから、がんそのものを予防する効果は現段階では証明されていません。しか

しながら、HPVの持続的な感染や、がんに移行する前段階の病変の発生を予防する効果は確認

されており注3、 これらに引き続いて起こる子官頸がんの予防効果等が期待されています。

注2116及び18型のウイルス様粒子を含むサーバリックスと6、 ‖。16及び18型のウイルス様粒子を
含むガーダシルの2種類のワクチンがあります。

注3:臨床試験結果を評価したところ。16型及び18型の持機的な感染やがんに移行する前段階の病変の
90%以上を予防した等の報告があります。

3.リ スクについて

子富頸がん予防ワクチンの主なEI反応としてぃ発熱や局所反応 (疼痛、発赤、腫iぽ等)が
あります。また、ワクチン機種後に注射による痛みや心因性の反応等による失神があらわれ

ることがあるため、機種後 30分程度は椅子に座るなどして様子を見るようにしてください。

その他、アナフィラキシー等の過敏症反応、ギラン・パレー症候群、血小板減少性紫斑病、急

性散在性脳脊髄炎等が重大な副反応としてまれに報告されています。

なお、副反応報告は因果関係を問わずに収集しているものですが、以下のような頻度で報告

されています。

「

~■
商巧7う導ちニジ曹,り

~…~…
:‐石55‐芳義種Tこ

‐
T百
~~~~~-1

1:孟承緩姦び纏藁舞信
群  :鶉淵吾蓮計1日  |

| ・急性散在性脳脊髄炎       :約 210万接種に 1回       |
t__懺性局弼劉獅聾壁_____… :コ_111二桂種!1_1理_十一――_―‐|
※上記は平成 24年 12月 末時点での数値です。最新の数値は厚生労働省のホームページ

に掲載されていますので、ご確認ください。

4 用法・用量 :接種間隔について

0.5m!ず つ、筋肉内に3回注射します。

また、標準的な接種間隔は、中学 1年生となる年度に、以下のとおり行うこと

となります。

・サーバリックス (2価 ワクチン)については、0、 1、 6ヵ 月に接種

・ガーダシル (4価ワクチン)については、0、 2、 6ヶ 月に接種

通常、予防接種は一定の間隔を開けて受けるものです。最近 lケ 月以内に何ら

かの予防接種を受けた方は、いつ、どのようなワクチンを接種したか、接種医に

伝えて下さい。

5.接種を控えるべき方について

次のいずれかに該当すると認められる場合には、接種が受けられません。

(1)明らかな発熱を呈している方

(2)重篤な急性疾患にかかつていることが明らかな方

(3)本剤の成分によってアナフィラキシーを呈したことが明らかな方

(4)上記に掲げる方の他、予防接種を行うことが不適当な状態であると医師

に判断された方

6.接種上の注意について

次のいずれかに該当する方は、健康状態や体買等を担当の医師にしっかり伝

え、よく相談した上で接種を受けてください。

(1)血小板減少症や凝固障害を有する方

(2)心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基

礎疾患を有する方

(3)予防接種で接種後2日 以内に発熱のみられた方

(4)過去にけいれんの既往のある方

(5)過去に免疫不全の診断がなされている者及び近親者に先天性免疫

不全症の者がいる方

(6)妊婦又は妊娠している可能性のある方

ワクチン接種当日は激しい運動は避け、接種部位を清潔に保ち、また、接種後の

体調管理をしつかり行い、接種部位の異常反応や体調の変化、さらに、高熱、けい

れん等の異常な症状を呈した場合には、速やかに医師の診察を受けてください。

7 重篤な副反応発生時の救済制度について

定期の予防接種によって引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必

要になったり、生活に支障がでるような障害を残すなどの健康被害が生じた場合

には、予防接種法に基づく補償を受けることができます。

子宮頸がん予防ワクチンの接種は強制ではありません。上記の有効性、リスク

について(十分に理解した上で、接種を受けるかどうかご判断ください。



HPVワ クチンの有効性について

1.子宮顕がんの発生とヒトパピローマウイルス (HPV)感染について

O 子富頸がんについては、HPVが持続的に感染することで異形成を生じ

た後、漫涸がん (廂平上皮がん)に至るという自然史が明らかになってい

る。・・別添資料pl参照

O HPVに 感染した個人に着日した場合、多くの感染者で数年以内にウイ
ルスが消失すること、子富頭がん自体は早期に発見されれば予後の悪いが

んではないことから、ウイルスヘの感染自体は、必ずしも致命的な事態で

はない。・・別添資料p2～3参照

0 しかしながら、HPVは広くまん延しているウイルスであるため、公衆

衛生的観点からは、年間約 9,800人の子富頸がん患者とそれによる

約 2,700人の死亡者等を来す重大な疾患となつている・ 。・別添資料 p3～ 5

参照

2.HPVワ クチンの効果について

O HPVワ クチンについては、導入後間もないことから、がんそのものを

予防する効果は現段階では証明されていない

O しかしながら、HPVの感染や子富頸部の異形成を予防する効果は確認

されている。・・別添資料p6参照

0 また、現在までのところ、その有効性は一定の期間持続することを示唆

する研究が報告されている・・・別続 料p7参 照

3 HPVワ クチン導入のインパク ト

0 モデルによる推計では、HPVワ クチンを導入することで、日本におけ

る子宮頚がんの患者及び死亡者を 40～ 70%程度減らすことが出来ると報

告されている。・・別添資料p8参照

0 また、同様にモデルによる推計で、子官頭がん検秒とあわせて予防接種

を実施することで、より高い効果が期待てきると報告されている。・・男1

添資料p9～ 10参照

1.子富頸がんの自然史

(1)概 略

⇒ 晦 ⇒ 回 ⇒□

/

ヒトパピローマウイルス (HP"感染の消失

・ HPVに感染して数年以内に、子富頸部に軽産の異形成 (CINl)を 生じることがある。ただ

し、このような病変やウイルスは、自然に消失することも多い。

・ 持続的なHPVの感彙により、高度な異形成 (CIN2、 CIN3)を生じることがあり、数年か

から数十年経た後、子宮目がんに発展する可能性がある。

出典 :

CDC,Epldemblow and Proventlon ofVacclne‐ Preventlw・Dlee■ ooo 12th E置血

畢

|

HPVの感染
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(2)ヒ トパピローマウイルス (HPV)の 自然消失について

HPVの自然消失について、これまでいくつかの報告がみられており、

・ 90%以上の感染例は 2年以内に HPVが自然に消失すること
。 多くの場合、HPVの消失は感染後の最初の 6カ 月に起こること

・ 高リスク型 HPVでは、低 リスク型に比べて消失までに要する

期間が長いこと

などが示されている。

IHPVの感染期間】

<全ての遺伝子型>

出典
<遺伝子型別>

。 Molano et al De"rminants of Clearance of Human PapllloIIIlavlrus lnfec」 οng h Co10111bian

Women wlth Normal Cytology:APOpulatlon・ based,5‐ Year FonOw‐ up Study Am」 Epidemi。 1

2003;158:486・ 494
・FFanCO et al Epidemlology Of Acqulei■ onand clearance of Cencal Hunlan Papillollla宙 rus

lnfedion in Women from a High‐ RIsk Area for Cervlcal Cancer J Infect Dis
1999;18011415・ 23

(3)子宮顕がんの治療・予後

(ア)異形成から、上皮肉がん以上及び浸潤癌への累積 (10年 )発症率

上皮内がん以上 浸潤癌

軽度異形成CINl相当) 2.8% 0.4%
中等度異形成CIN2相当) 10.30/● 1.2%

高度異形成(CIN3の一部相当) 20.7% 3.9%

出典 :医療情報サービス

“

inds(厚生労働省委託事業 :EBM普及推進事業),H
子宮願がんの特徴

イ)子宮頸がんの病気別治療・ 予後

病期 分類 治療法 5年生存率

0期 上皮内癌又はCIN3 子官頸部円錐切除術
レーザー蒸散術

冷凍凝固療法

ほぼ loo%

I期 がんが子官頸部のみに認めら

れ、他に広がっていない
子官頸部円錐切除術

単純子宮全摘術

準広範子官全摘術
広汎子富全摘術

放射線治療

83～92%

H期 がんが子官頸部を越えて広がっ

ているが、骨盤へ来又は陣壁の

下 1/3には達していないもの

広汎子宮全摘術
放射線治療
同時化学放射線療法

63～77%

I11期 がんが骨盤壁まで達するもの

で、がんと骨盤壁との間にがん

でない部分を持たない、又は腱
壁の浸潤が下方部分の 1/3に達
するもの

同時化学放射線療法

39～59%

Ⅳ 期 がんが小骨盤腔を越えてムがる

か、暴行・直腸の粘膜にも広が

つているもの

回 峙 化 字 取 射 様 際 伝

全身化学療法 等 13～25%

出典 :

・医療情報サービス MInd● (厚生労働省委託事業 :EBM普及推進事業),H 子宮

頸がんの特徴
・独立行政法人日立がん研究センターがん対策情報センターがん情報サービス

・子宮願癌治療ガイ ドライン2011年版 (金原出版)         
｀

(ウ)子宮頸がん患者数及び死亡数

・患者数 :9,794A (2008)

年             出I:可菖ム:%誤λt」銚lれ策情報センター

年

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
保
有
割
合



(4)ヒ トパピローマウイルス (HPV)の 感染状況について

(ア )年齢階級別の感染割合

米国の Nattonal Health and Nu面磁on Examlnaion

SuweyKNHANES)に 登録している女性から、代表性のある集団

2,482人 (14-59歳)を抽出した結果、年齢階級ごとの感染状況

は以下の通 りであつた。

年齢 サンプル教ω 感染割合 (%)

C95%CD

(5)ヒ トパピローマウイルス (HPV)に よるがんの疾病負荷

・ HPVが原因となつているとされるがんは、子宮頸がんのみではない。

・ 子宮頚がん予防ワクチンについて、下表の全てのがんに対して有効

性が確立されたわけではないが、一定の効果を示す可能性は示唆され

る (腟がん、外陰がん、肛門がんについては 75～ 100%の有効性を示

したとする無作為比較試験の報告がある。)。

【ヒトパピローマウイルスによるがんの発生】

出典 :

・ Saralya M Burden of HPV・ assOciated cancers in the Uited States.Presentatlon

before the Ad宙 60り COmmlttee on lmmuntaion Practlces CACIP),Febru町 24,2011
Atlanta,GA:US DepartmentofHealth and Human Sewices,CDC;2011.
・目立がん研究センターがん対策情報センター

14‐ 19

20‐24

26・29

80‐39

40・49

50‐ 59

652

189

174

328

324

254

24.6(19.6‐ 30.0

44.3(363・ 55.31

27.401.9・ 34.2)

27.500.8‐ 36.0

25.2(19.7‐ 32."

19.6(14.3‐ 26.D

出出典 :E」ooュ E Dun●e et al_Provalence ofHPV InfectlonAmong FemaleD五 the U二

“

d
Sta“● JAMA 2007,297:813‐ 819

(イ )生産感染率

性活動 を行 う女性の 50～ 80%以上が生涯で一度は HPVに感

染するという推計が報告されている .

出典 :

・Ba●eman et al.The epidemiobgy of human pap皿 oEla… Infemons」 chn
恥 o12005 Mar:32 Supp■ 1:S16‐ 24

・Epldemiolow and Preven“ n ofV国ェhe‐Preventable DIBeOse.CDC

(ウ )日 本における子宮頸がん患者の HPV16ノ 18型検出率

日本の子宮顕がん患者か ら検出される HPV型別の分布は、報

告 ごとに成績が異なっており、16/18型 の割合は 50～ 70%程度と

なつている。

14iura et al(2006) Onuh etal.(2009

対象者数 984 140

16ノ 18型検出数 (%) 579(58.D 94(67.D

・Miura et al.Do we need a dFerent strattgy fOr HPV screenig and

vaccmation h East AsL?Int」 Cancer:119,2713・ 2715(2000
・Onuki et al.Human papinoIIlav口 us infections among Japanese women:

age・ related pFeValence and type‐ spec五c ttk Ofcancer Cancer Sci

2009;100:1312・ 1316

疾患名

米国における割合 (%)

日本における死亡数

(2011)

HPV
(遣伝子型問わずゝ

HPV
16/18型

子宮頸がん 2,737

腔がん

外陰がん 49 236

肛門がん

陰茎がん 130



2. 子宮顕がん予防ワクチンの効果について

(1)無作為比較試験のメタアナ リシス

(ア)16型及び 18型に対する有効性

Lu et al.(2011)は 7つの無作為比較試験のメタアナリシスを行

った結果、以下のとおり 16型及び 18型のヒトパピローマウイル

ス (HPV):こよる持続感染、CINl、 CIN2に対して顕著な有効性

を示 した。

【表:16型及び18型による各病変に対する有効性】

病変 接種群 対照群 リスク比

(95%CD患者 合計 患者 合 計

持続感染+16型 7163 006
0.04,009)

持続感染+18型 7056 6952 005
0.03:009b

CINl+16理 壁 0 2043 002
(0.00,o.11)

CINl+18型 0 2102 2120 003
0.Oo,o.51)

CIN2+16型 11617 11323 0.04

(0.01,o ll)

CIN2+18型 11849 11716 010
0.03,0381

※子官頸がん患者における16、 18型のHPV保有割合は、50～ 69%程度と報告されている。

(イ )その他の遺伝子型に対する有効性

上記のメタアナリシスを行つた結果、16型及び 18型 以外の遺伝

子型の HPVによる持続感染、CIN2に対しても、(16型 、18型に対

する効果と比べて劣るが)下表のとおり有効性を示した.

病変 接種群 対照群 リスク比

05%CI)患者 合計 患者 合計

持続感染 8672 0.72

0.65,0.79)

CIN2 12478 130 0.58

043,0.77)
宮頸がん おける 31、 33、 45、 52、 58型のHPV保※ 子 有割合は、25～ 30%程度

と報告されている。

出典 :Lu et al Ettcacy and Safety of prophyhctlc Vaccines against Cervlcal HP■ 7 1nfeCt10n and

Disease allllong Women:A Systemaic Revlewも Meta‐ AnalysiB BMC Infecuous Diseatte 2011,
11:13

(2)子宮頸がん予防ワクチンの効果の持続

(ア )これまでに確認されている持続期間

・ サーパリックス :1回 目接種後最長 9.4年間までの持続が確認さ

れている。

・ ガーダシル :初回接種後少なくとも 6年間の持続が確認 されている。

出典 :添付文書

(イ )抗体価の推移

・ 抗体価は、ワクチン接種後 2年程度までは低下 していくものの、

その後はほぼ一定の値を保つて推移 している。
。 また、ほぼ一定となつた抗体価は、自然感染後の抗体価を大きく

上回る値を示している。

出典 :Romarlowsh et al.Sust」 ned dmacy and immullogenlcity of the human
papШomav■rusOHIいの‐

16ノ 18 AS04・ adJuvan“d vacche:analysi8 0f a randonnzed
phcebo・ coEltrOned tHal up to 6 4 years.Lancet 2009;374:1975‐ 85

(ウ )モデルによるシミュレーション

。 モデルによるシミュレーションでは、20～ 30年間に渡る抗体価

の持続が推定されている。
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3.子富頭がん予防ワクチン導入のインパクト

(1)日本についての推計
・ 下国のようなモデル分析で、

一子官頸がん患者を43～ 73%
―子官頭がんによる死亡数を 43～ 7396

減少させる事ができるとする推計が報告されている。

【子宮頸がん予防ワクチンの効果推計のためのマルコフモデル】

出典 :

・ Konno et al Cost‐ Ettchvelle66 Analysi8 0f PrOphylacic Cervlcal Cancer Vacclnalon in

Japalle8e WOInen lnt J Gyllecol Cancer 2010120:386‐ 392
・厚生労働科学研究費補助金 rHlb(ィ ンフルエンザ菌 b型)ワ クチン等の医療経済性についての

研究」 研究分担者 池田俊也等     8

(2)欧米諸国のおける推計

各予防手段の効果を分析した、米国におけるモデル推計では、
・ ワクチン接種のみ又は検診のみでも大幅な子官頸がん症例の減少

が見込まれること

・ しかしながら、検診とワクチン接種を組み合わせることで、より

大きな効果を得られること

が報告されている。

出典 :Goldhabe』ebert et al ModeLng L―an pap■uoma-3 alld Cemcal cancer tthe
Unlted States for analy∞ 6 of“reemng and va∝Inatlon Popula6b● Health Metrlc8 2007,5,11

予防手段ごとの子官頚がん症例減少率
減少率 (%)
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子宮頸がん予防ワクチンのリスクについて

1.予防接種の安全性評価について

予防接種の安全性については、通常、大きく以下の 3つの方法で評価 。モニタリン

グされている。

(1):劃堕

無作為比較試験等で評価 しており精度が高いが、稀な副反応を同定すること

は難 しい。

(2)副反応報告 (受け身のサーベイランス)・ … 別添資料pl-2参照

既知の副反応の増加、未知の副反応、被接種者の リスク因子等の察知に適す

るが、仮説の検定や因果関係の有無等を評価することは難しい。

(3)疫学研究等

仮説の検定や因果関係の有無等を疫学的に評価することができるが、コス ト

と時間がかかり、目的が特定の仮説の検証等に限定される。

2.疫学研究等による子宮顕がん予防ワクチンの安全性評価

(1)無作為比較試験による分析・ … 別添資料p3参照

治験結果等を統合 して評価 したところ (メ タアナリシス)、 子宮頸がん予防ワ

クチン接種群とコン トロール群の間で副反応発生リスクに差はみられなかった。
(た だし、続計学的な有意差はみられなかったものの、接種行為に関連する耐反応 (機種部の

疼痛.頭痛、高血圧等)について、子宮頸がんワクチン機種群でリスクが高い傾向があった。)

(2)医療保険の記録を利用 した分析 (米国ワクテン安全データリンク)。 ・・別添資料p4参照
医療保険のデータベースを利用 し、60万回以上のワクチン機種歴を評価 した

ところ、これまでに指摘された副反応に関 して、子宮頚がん予防ワクチン接種
による有意なリスクの上昇はみられなかつた。

(検討された副反応)

亜薩塞『 lII三二iIIIIITIII
3.個別の副反応に関する総合的な評価・… 別添資料p5参照

2011年に Institute Of‖ edicine Of The National Academiesが 子宮頸がん予防ワ
クチンと副反応の因果関係の評価を行い、以下のとおり報告している。

(1)「子宮頸がん予防ワクチン接種との因果関係を評価するに足る疫学的な報告等
はみられず、現時点で否定若しくは肯定するに足るエビデンスはない」とされた
副反応

|。 急性散在性脳脊髄炎 (ADE‖) ・横断性脊髄炎               |
|・

視神経脊髄炎        ・多発性硬化症    ・ギラン・パレー症候群
|

|・ 慢性炎症性脱髄性多発神経炎 ・腕神経叢炎     ・筋萎縮性側索硬化症 |

|・
膵炎             ・血栓塞栓症     ・凝固能の克進    |

(2)「子宮頸がん予防ワクチン接種との因果関係を肯定するに足るエビデンスが蓄
積されている」とされた副反応

・アナフィラキシー

1 副反応報告等による子宮頸がん予防ワクチンのモニタリング

(1)米国におけるワクチンごとの副反応報告状況の比較

O 米国の副反応報告状況を報告した 5つの文献を用いて、5つのワク
チンについて比較したところ、同国においても他のワクチンと比較し
て、子宮顕がん予防ワクチンの副反応報告頻度は高い。

○ また、個別の副反応では、失神について報告頻度、全副反応に

占める割合ともに他のワクチンと比較して高い値を示した。  .

出典 :

・ Slade et al Postlicensure Safety Survettnce fOr Quadnvalent Hulrlan Papttbma宙 コls

Recombhant Vam」 AMA,2009:302(7):750・ 757
・venoa et al Adverse even"fonowingiduenza Aα lNl)2009 monovalent vaccmes reporttd to

the Vacclne Adveree Event Reportlng Systelrl,Umted Statts,October l,2K109・ 」anu岬 31,2010
Vacclne 23(2010)7248‐ 7255

。WIse et al Posthcen3嘘 SaFety S― emance for 7‐ VaLnt Pneunccoccal QⅢ理ate vacane
JAMA.2004;292:1702‐ 1710

,Lndsey et al Adverge event reports fonowlng」 apanese encephι tttls vacclnatlon ln the Unlted

Sta"s,1999‐2∞9 Vac(he 29(2011)58‐ 64
・Chang et al_US_Posthcensure safety Burvemance for adolescent and adult tetanus,Ⅲ hthe五a

and ace」 111・ ,pem881e VaCcIIle8:2005‐ 2007_Vacclne 31(2013)1447‐ 1452

【昌1反応の報告状況】

副反応 HPV
(4価 )

インフル

エンザ

PCV7 日
'本層炎 四

全ての報告 539 10.2

重篤な報告 33G) 1.9(15) 1.8③ 0,70)

その他個別の副反応 (例 )

局所反応 7.5(141 37(28) 367(36)

毒麻疹 2.7(め 1.2(9) 37(10

失神 82(15) 0.13(D

アナフィラキシー 0120.2) 0.16(1.4) 0.0410.3) 0.914) 0.0606)

ギラン・パレー症候群 01803) 0.13(1.1) 0(0) 0.05(0.D

死 亡 0.14(031 007(0.0 0.37(D 008(0.0 00202)

合計ワクチン接種数 約 2300万 約 6500万 約 3100万 約 126万 約
"ooラ

5

*カ ッコ内は全副反応報告に占める割合(°/ob



(2)子宮頸がん予防ワクチン接種後の重篤な副反応報告の日米比較

○ 両国の副反応報告頻度を、重篤でないものも含めて比較した場合、
米国の方が報告頻度は高い。

O 一方、重篤とされた副反応についての報告頻度は、日本の方が高い。
(医療機関からの報告のうち重篤なものと、製造販売業者からの合計)

○ 重篤な副反応の内訳としては、局所反応、過敏症反応、失神等の占
める割合が高い。

*数字は 10万接種あたりの報告頻度

*カ ッコ内は重驚な副反応報告に占める割合(%)

出典 :

・Slade et al POsthcensure Safety Survemance for QuadnValent Hunan Pap」 bmavlrus
Rbcolnbinant Vactte JAMA 2009i302(つ :750‐757

・子宮頸がん等ワクチン予防接種後副反応検討会 (2013年 3月 11日 開催)資料

2.疫学研究等による子宮頸がん予防ワクチンの安全性評価

(1)無作為比較試験のメタアナリシス

Lu et al.(2011)は 7つの無作為比較試験のメタアナリシスを行つた結果、

O ワクチン接種群とコン トロール群の副反応発生に関するリスクは

ほぼ同等であり、両群で統計学的に有意な差はみられなかった

O 一方、接種行為に関連する副反応については、統計学的に有意な差

ではなかつたが、若干副反応の発生リスクが大きいという結果が得ら

れた (ただし、これら接種行為に関連 して発生 した副反応は概ね軽度

のものであった。)。

重篤な副反応の報告

″″チン接観群 ヨン ト`ロ
=.ヽ

群

報告数 全数 報告数 全数

Koutsky&Mao et al
(2002,2006)

４

０

３

０ 1198
13410.30,5.961

Harper et al

(2004,2006)
２２
③

・９
③

1171064,2.141

vlua et al.

(2005.2006)
２
０

272 10110.14,710J

F¨ I

(2007,2009)
４８
０ 2673 ４５

０
2672 1.0710.71,1.601

(3.0010.12,73.581)
FUTURE Ⅱ

(2007.2009)
４５
０

6019 ５４
②

0831056,1.24J

(15010.25,8991)
R″ 1■ 1じlA
0007,2000 ７。．

０
9319 9325 1.0010.91,1.11]

(1831068,4961)
Munoz et al

(2009)

３

０ 1908
７

０

合 計 ８２５
０

21916 躙
③

21940 lЮO 10.91,1.091

(1.8210.79,4.201)
*カ ッコ内は接種行為に関連する された副反応の報告

*重篤な副反応として、頭痛、胃腸炎、高血圧、流産、虚血性疾患等が含まれていた

出典 :Lu et al.Efrlcacy and Safety of Prophylactt Vacches agamst Cervlcal HPV Infect10n

and Dlsea● es among Women:A Systematlc L宙 ew&Meta・ Analysls.BMC Infect■ Ous
Disease8 2011,11:13

数

【重篤な副反応の報告状況 (平成24年 12月 31日 報告分まで)

・
コ辱● 日本 米国 (4価 )

全ての報告 23.2 539

重篤な報告 104

その他個別の副反応 (例 )

局所反応 (疼痛、硬結等) 1.1(12) 0.2(5)

奪麻疹 03(3) 0.1(31

失神、めまい、嘔気 3.2● 2) 13(40

過敏症反応 (奪麻疹、アナフィラキシー様反応等) 0.4(12) 02(6)

アナフィラキシー 02(" 0.03(1)

ギラン・パ レー症侯群 007107) 0,1(4)

横断性脊髄炎 00) 004(1)

静脈血栓症 02(5)

死 亡 0.01(01) 0.1(0

合計ワクチン接種数 約 830万 約 2300万



(2)米国ワクチン安全データリンクによる評価

Gee et al.″ 011)は米国の医療保険のデータベースを使用して 60万回以

上のワクチン接種歴を評価した結果、

O ギラン・パレー症候群、虫垂炎、脳卒中、静脈血栓塞栓症について、

過去の発生率と比較したところリスクの上昇はみられなかった。

O てんかん発作について、健診受診者と比較したところ、リスクの上

昇はみられなかった。

O 失神、アレルギー反応について、年齢・日付等のマッチングを行つ

た他ワクチン接種者と比較したところ、リスクの上昇はみられなかっ

た。

出典 :Gee et al.Mmbnng the safety of qua出 valent huIIllan papttmawus vacclne:

Fttg8鮨 oIIlthe Vamne Safety Datahnk.Vaα 血e29(2011)8279・ 8284

3. 個別の副反応に関する総合的な評価

下図のようなスキームで、2011年 に Institute Of medicine of The

national Academiesが 、疫学的観点 (観察研究や RCT等)と 発生機序に関

する観点 (動物実験や症例報告等)の 2つの視点から、総合的にワクチン

接種と副反応の因果関係について評価を行つている。

８
“〕一Ｅ
Ｅ
３
一
ｆ
お
一
一〓
ｏ
一む
∝
ｇ
〓
０
■
畠
）一一い一層
〓
と
〓
一
〓
一
）一ぃ
ｏ
〓
Ｅ
Ｏ
「
一岳

:疾撼 : :機菫町 発生数 リスク比 有意性

発生率が低いため、過去の発生率と比較した疾病

ギラン・パレー症候群 416.942

虫垂炎* 203.390

脳卒中 416.942

静脈血栓塞栓症 292,302

一定程度の発生率があるため、同時期の発生率と比較
(ア レルギー反応、失神については年齢・日時等のマツチングを実施。)

てんかん発作 351,706

失神 351,630

アレルギー反応 351,630

*保険会社の一つで症例定義が変更されたことによる見かけ上の増加と推定された。



子宮頸がん予防ワクチンの副反応に関する論点

O CRPS(複合性局所疼痛症候群)と される例についてどのように

評価するか

○ 保護者等より提出された例についてどのように評価するか

○ その他、これまでに報告された副反応の例についてどのように

評価するか。また、副反応の頻度や重症度についてどのように評

価するか

○ 現在の状況を踏まえ、予防接種の現場で行うべき対応はあるか

○ 今後、副反応に関する情報収集と分析をどのように進めるべき

か

○ 子宮頸がん予防ワクチンの予防接種法に基づく接種を一時中止

し、副反応の状況を確認すべきか



◎
　
厚
生
労
働
省
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
九
十
七
号
）

（抄
）

（厚
生
科
学
審
議
会
）

第
人
条
　
厚
生
科
学
審
議
会
は
、
次
―こ
．掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一　
厚
生
労
働
大
臣
の
諮
間
に
応
じ
て
次
に
掲
げ
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

イ
　
疾
病
の
予
防
及
び
治
療
に
関
す
る
研
究
そ
の
他
所
掌
事
務
に
関
す
る
科
学
技
術
に
関
す
る
重
要
事
項

口
　
公
衆
衛
生
に
関
す
る
重
要
事
項

一
一　
前
号
口
に
掲
げ
る
重
要
事
項
に
関
し
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
関
係
行
政
機
関
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

〓
一　
厚
生
労
働
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
あ
ん

摩

マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
又
は
柔
道
整
復
師
の
学
校
又
は
養
成
所
若
し
く
は
養
成
施
設
の
指
定
又
は
認
定
に
関
す
る
重

要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

四
　
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
四
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す

る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
、
予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
、
検
疫
法

（昭
和
二
十

六
年
法
律
第
二
百
六
十
人
号
）
、
検
疫
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百

一
号
）
及
び
生
活

一
号
）
及
び
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適

正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
法
律
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ

せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
科
学
審
議
会
の
組
織
、
所
掌
事
務
及
び
委
員
そ
の
他
の
職
員
そ
の
他
厚
生
科
学
審
議
会
に
関
し
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
。



第

一
条
　
厚
生
科
学
審
議
会

（以
下

「審
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
「

２
　
審
議
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
委
員
を
積
く
こ
と
が
で
き
る
。

（委
員
等
の
任
命
）

第
二
条
　
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。

２
　
専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
．

（委
員
の
任
期
等
）

第
二
条
　
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２
　
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
．

３
　
臨
時
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査
審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

５
　
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（会
長
）

第
四
条
　
審
議
会
に
会
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
．

会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
。

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

（分
科
会
）

第
五
条
　
審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
所
掌
事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

生
活
衛
生
適
正
化
分

科
会

予
防
接
種

・
フ
ク
チ

ン
分
科
会

名
称

生
活
衛
生
関
係
営
業
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号

）
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

予
防
接
種
及
び
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
。

予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事

項
を
処
理
す
る
こ
と
。

所
掌
事
務

２
　
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
名
す
る
。

３
　
分
科
会
に
分
科
会
長
を
置
き
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

４
　
分
科
会
長
は
、
当
該
分
科
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５
　
分
科
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
分
科
会
に
属
す
る
委
員
又
は
臨
時
委
員
の
う
ち
か
ら
分
科
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

６
　
審
議
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会
の
議
決
を
も
つ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3  2
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（歯ｍ
〈
蒸
）

第
六
条

審
議
会
及
び
分
科
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
部
会
に
属
す
べ
き
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
会
長

（分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
長
）
が
指
名
す
る
。

３
　
部
会
に
部
会
長
を
置
き
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。

４
　
部
会
長
は
、
当
該
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５
　
部
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
会
に
属
す
る
委
員
又
は
臨
時
委
員
の
う
ち
か
ら
部
会
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
者
が
、
そ
の
職

務
を
代
理
す
る
。

６
　
審
議
会

（分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
に
あ
っ
て
は
、
分
科
会
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会

の
議
決
を
も

つ
て
審
議
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（議
事
）

第
七
条
　
審
議
会
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、・
会
議
を
開
き
、
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
　
審
議
会
の
議
事
は
、
委
員
及
び
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
で
会
議
に
出
席
し
た
も
の
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
会
長

の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
分
科
会
及
び
部
会
の
議
事
に
準
用
す
る
。

（資
料
の
提
出
等
の
要
求
）

第
人
条
　
審
議
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
意
見

の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（庶
務
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
九
条
　
審
議
会
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
厚
生
科
学
課
に
お
い
て
総
括
し
、
及
び
処
理
す
る
。
た
だ
し
、
予
防
接
種

・
ワ
ク
チ
ン
分

科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
に
お
い
て
、
生
活
衛
生
適
正
化
分
科
会
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労

働
省
健
康
局
生
活
衛
生
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（雑
則
）

第
十
条
　
こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事
の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
会
長
が
審
議
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

附
　
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日

（平
成
十
二
年

一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す

ワ（〉
。
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参考資料 3   '

厚
生
科
学
審
議
会
運
営
規
程

　

　

・

〈平
成
十
三
年

一
月
一
九
日
　
厚
生
科
学
審
議
会
決
定
〉

厚
生
科
学
審
議
会
令
人
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
第
十
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
規
程
を
制
定
す
る
。
　
　
　
１

　

ヽ

へ^
雪
羞蒟
）

第

一
条
　
厚
生
科
学
審
議
会

（以
下

「審
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
会
長
が
招
集

す
る
。　
　
　
　
　
　

，

２
　
会
長
は
、
審
議
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
期
日
、

場
所
及
び
議
題
を
委
員
並
び
に
議
事
に
関
係
の
あ
る
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員

に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。　
ヽ

３
　
会
長
は
、
議
長
と
し
て
審
議
会
の
議
事
を
整
理
す
る
。
　

一

（審
議
会
の
部
会
の
設
置
）

第
二
条
．
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
審
議
会
に
諮
つ
て
部
会
　
、

（分
科
会
に
置
か
れ
る
部
会
を
除
く
。
以
下
本
条
か
ら
第
四
条
ま
で
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
会
長
は
（
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
二
以
上
の
部
会
を
合
同
し
て
調

査
審
議
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈諮
問
の
付
議
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

第
二
条
　
会
長
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
諮
問
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
諮
間
を
分

科
会
又
は
部
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
　
審
議
会
の
会
議
は
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
公
開
す
る

・
こ
と
に
よ
り
、

個
人
情
報
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
ナ
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
知
的
財
産
権
そ

の
他
個
人
着
し
ぐ
は
団
体
の
権
利
利
益
が
　

・
不
当
に
優
害
さ
れ
る
お
そ
れ

，
が
あ
る

・
場
合
に
は
、
会
長
は
、
会
議
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
会
彙
は
、
会
議
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
の
た
め
、
傍
聴
人
の
退
場
を
命
ず
う

な
ど
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
．

ズ
議
事
録
〉
　
　
　
　
　
　
‐

第
六
条
　
審
議
会
に
お
け
る
議
事
は
、
次
の
事
項
を
含
め
、
議
事
録
に
記
載
す
る

も
の
と
す
る
。

一　
金
餞
の
日
時
及
び
場
所

一
一　
出
席
し
た
委
員
（
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
の
氏
名

〓
一　
議
事
と
な
つ
た
事
項

２
　
議
事
録
は
、
公
開
と
す
る
。
た
だ
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
ヶ
場
合
又
は
知
的
財
産
権
そ
の
ぼ
個
人
若
し
く
は
団
体
の
権
利
利

益
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
会
長
は
、
議
事
録
の
全

部
又
は
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
槻
定
に
よ
り
議
事
録
の
全
部
又
は

一
部
を
非
公
開
と
す
る
場

・
合
に
は
、

会
長
は
、
非
公
開
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
議
事
要
旨
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
開

す
る
も
の
と
す
る
“　
　
′

（分
科
会
の
部
会
の
設
置
等
）

第
ｔ
条
　
分
科
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
分
科
会
に
諮
っ
て
部

会
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
分
科
会
長
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
付
議
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
付
議

事
項
を
前
項
の
部
会
に
付
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第

一
東
の
部
会
の
議
決
は
、ヽ
分
科
会
長
の
同
意
を
得
て
、
分
科
会
の
議
決
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。・　

　
　
゛

４
　
外
科
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
二
以
上
の
部
会
を
合
同
じ

て
調
査
審
議
さ
せ
る
一ヽ
と
が
で
き
る
。

（分
料
会
及
び
部
会
の
議
決
）

第
四
条
　
分
料
会
及
び
部
会
の
議
決
は
、

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
一

倉
賢
議
の
公
開
）
　
　

　
　

¨

会
長
の
同
意
を
得
て
、
審
麟
会
の
議
決

第
以
籍
一
絵
¨
鋼
暉
）
に

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
部
会
に
崎
つ
て
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
ｃ．　
　
　
　
　
・

（準
用
規
定
）
　
　
　
　
　
　
ヽ

第
九
条
　
第

一
粂
、
第
五
条
た
び
第
六
条
の
規
定
は
、
分
料
会
及
び
部
会
に
準
用

す
る
。
ご
の
場
合
に
お
い
て
、
第

一
条
、
第
工
条
及
び
第
六
条
中

『会
長
」
と

あ
る

，
は
、
分
科
会
に
あ

つ
て
は

「分
料
揆
長
」
、
都
会
に
あ
っ
て
は

「部
会

長
」
と
、
第

一
条
中

「委
員
」
と
あ
る
の
は
、
分
科
会
に
あ
っ
て
は

「当
該
分

科
会
に
属
す
る
委
員
」
、
部
会
に
あ
っ
て
は

『当
骸
部
会
に
属
す
る
委
員
」
と

・読
み
春
え
る
も
の
と
す
る
。

（雑
則
）

第
十
条
　
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
、
分
科
会
又
は
部
会
の
運

営
に
必
要
な
事
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
長
、
分
科
会
長
又
は
部
会
長
が
定
め
る
。



◎
　
予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）

目
次第

一
章
　
総
則

（第

一
条

。
第
二
条
）

第
二
章
　
予
防
接
種
基
本
計
画
等

（第
二
条

。
第
四
条
）

第
二
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
の
実
施

（第
五
条
―
第
十

一
条
）

第
四
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
措
置

（第
十
二
条
―
第
十
四
条
）

第
五
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置

（第
十
五
条
―
第
二
十
二
条
）

第
六
章
　
雑
則

（第
二
十
三
条
―
第
二
十
九
条
）

附
則

第

一
章
　
総
則

（目
的
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
伝
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
に
公
衆
衛
生
の
見
地
か
ら
予
防
接
種
の
実
施
そ
の

他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
健
康

の
保
持
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害

の
迅
速
な
救
済
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「予
防
接
種
」
と
は
、
疾
病
に
対
し
て
免
疫
の
効
果
を
得
さ
せ
る
た
め
、
疾
病
の
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
を
、
人
体
に
注
射
し
、
又
は
接
種
す
る
こ
と
を
い
う
。
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「
Ａ
類
疾
病
」
と
は
い
次
に
掲
げ
る
疾
病
を
い
う
。

一
　
ジ
フ
テ
リ
ア
　
・

一
一　
百
日
せ
き

〓
一　
急
性
灰
自
髄
炎

四
　
麻
し
ん

五
　
風
し
ん

一ハ
　
日
本
脳
炎

七
　
破
傷
風

八
　
結
核

九
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

十
　
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）

十

一
　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

十
二
　
前
各
号
に
掲
げ
る
疾
病
の
ほ
か
、
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
こ
ど
に
よ
る
そ
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
、
又
は
か
か
つ
た
場

合
の
病
状
の
程
度
が
重
篤
に
な
り
、
若
し
く
は
重
篤
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
特
に
予
防

接
種
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
と
し
て
政
令
で
定
め
る
疾
病

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「
Ｂ
類
疾
病
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
疾
病
を
い
う
。

一
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
疾
病
の
ほ
か
、
個
人
の
発
病
又
は
そ
の
重
症
化
を
防
止
し
、
併
せ
て
こ
れ
に
よ
り
そ
の
ま
ん
延
の
予
防
に
資
す
る
た
め
特

に
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
疾
病
と
し
て
政
令
で
定
め
る
疾
病

-1-



7  6

こ
の
法
律
に
お
い
て

「定
期
の
予
防
接
種
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
予
防
接
種
を
い
う
。

一　
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
、
市
町
村
長

以
外
の
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の

こ
の
法
律
に
お
い
て

「臨
時
の
予
防
接
種
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
予
防
接
種
を
い
う
。

一　
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
、
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
日
以
後
当
該
指
定
に
係
る
期
日
又
は
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
の
間
に
都
道
府
県
知
事
及
び

市
町
村
長
以
外
の
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
法
律
に
お
い
て

「定
期
の
予
防
接
種
等
」
と
は
、
定
期
の
予
防
接
種
又
は
臨
時
の
予
防
接
種
を
い
う
。

こ
の
法
律
に
お
い
て

「保
護
者
」
と
は
、
親
権
を
行
う
者
又
は
後
見
人
を
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
二
章
　
予
防
接
種
基
本
計
画
等

（予
防
接
種
基
本
計
画
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
予
防
接
種
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
予
防
接
種
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画

（

以
下
こ
の
章
及
び
第
二
十
四
条
第
二
号
に
お
い
て

「予
防
接
種
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
予
防
接
種
基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
予
防
接
種
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

一
一　
回
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
関
係
者
の
予
防
接
種
に
関
す
る
役
割
分
担
に
関
す
る
事
項

〓
一　
予
防
接
種
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
係
る
目
標
に
関
す
る
事
項

四
　
予
防
接
種
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項

五
　
予
防
接
種
の
研
究
開
発
の
推
進
及
び
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
の
確
保
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項

エハ
　
予
防
接
種
の
有
効
性
及
び
安
全
性
の
向
上
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項

七
　
予
防
接
種
に
関
す
る
国
際
的
な
連
携
に
関
す
る
事
項

人
　
そ
の
他
予
防
接
種
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
予
防
接
種
基
本
計
画
に
再
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
す

る
も
の
と
す
る
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
予
防
接
種
基
本
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
予
防
接
種
基
本
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
）

第
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
Ａ
類
疾
病
及
び
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
、
特
に
総
合
的
に
予
防
接
種
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
疾
病
ご
と
に
当
該
疾
病
に
応
じ
た
予
防
接
種
の
推
進
を
図
る
た
め
の
指
針

（以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十

四
条
第
二
号
に
お
い
て

「個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
」
と
い
う
。
）
を
予
防
接
種
基
本
計
画
に
即
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
意
義
、
有
効
性
及
び
安
全
性
に
関
す
る
事
項

一
一　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
に
関
す
る
事
項

ゴ
一　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
方
策
に
関
す
る
事
項
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四
　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
研
究
開
発
の
推
進
及
び
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
の
確
保
に
関
す
る
事
項

五
　
そ
の
他
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

３
　
当
該
疾
病
に
つ
い
て
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
附
則
第
六
条
第

一
項
に
お
い
て

「感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
十

一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
が
作
成
さ
れ
る
と
き

は
、
個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
は
、
当
該
特
定
感
染
症
予
防
指
針
と

一
体
の
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
の
実
施

（市
町
村
長
が
行
う
予
防
接
種
）

第
五
条
　
市
町
村
長
は
、
Ａ
類
疾
病
及
び
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
す
る
者
で
あ
っ
て

政
令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
、
保
健
所
長

（特
別
区
及
び
地
域
保
健
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

一
号
）
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く

政
令
で
定
め
る
市

（第
十
条
に
お
い
て

「保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
）
の
指
示
を
受
け
期
日
又
は

期
間
を
指
定
し
て
、
予
防
接
種
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
疾
病
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
当
骸
疾
病
の
発
生
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
当
該
都
道

府
県
の
区
域
の
う
ち
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
区
域
の
全
部
が
当
該
指
定
に
係
る
区
域
に
含
ま
れ
る
市
町
村
の
長
は
、
第

一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
指
定
に
係
る
疾
病
に
つ
い
て
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
¨

（臨
時
に
行
う
予
防
接
種
）

第
六
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
Ａ
類
疾
病
及
び
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
ま
ん
延
予
防
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
そ
の
対
象
者
及
び
そ
の
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
臨
時
に
予
防
接
種
を
行
い
、
又
は
市
町
村
長
に
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
疾
病
の
ま
ん
延
予
防
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

同
項
の
予
防
接
種
を
都
道
府
県
知
事
に
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
Ｂ
類
疾
病
の
う
ち
当
該
疾
病
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
を
考
慮
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
ま
ん
延

予
防
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
対
象
者
及
び
そ
の
期
日
又
は
期
間
を
指
定
し
て
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都

道
府
県
知
事
を
通
じ
て
市
町
村
長
に
対
し
、
臨
時
に
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知

事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
円
滑
に
当
該
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
当
該
市
町
村
長
に
対
し
、
必
要
な
協
力
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（予
防
接
種
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
場
合
）

第
七
条
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第

一
項
又
は
前
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
つ

て
は
、
当
該
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
健
康
状
態
を
調
べ
、
当
該
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
当
該
予
防
接
種
を
行

つ
て
は
な
ら
な
い
。

（予
防
接
種
の
勧
奨
）

第
八
条
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
第
六
条
第

一
項

若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
の
対
象
者
に
対
し
、
定
期
の
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種
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を
受
け
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
対
象
者
が
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
そ

の
者
に
定
期
の
予
防
接
種
で
あ
つ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
勧
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

（予
防
接
種
を
受
け
る
努
力
義
務
）

第
九
条
　
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
の
対
象
者

は
、
定
期
の
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種

（同
条
第
二
項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
受
け
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
対
象
者
が
十
六
歳
未
満
の
者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
者
は
、
そ
の
者
に
定
期
の
予
防
接
種
で
あ
っ
て
Ａ
類

疾
病
に
係
る
も
の
又
は
臨
時
の
予
防
接
種

（第
六
条
第
二
項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
受
け
さ
せ
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（保
健
所
長
へ
の
委
任
）

第
十
条
　
都
道
府
県
知
事
又
は
保
健
所
を
設
置
す
る
市
若
し
く
は
特
別
区
の
長
は
、
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
予
防
接
種
の
実
施
事
務
を
保
健
所
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（政
令
及
び
厚
生
労
働
省
令

へ
の
委
任
）

第
十

一
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
予
防
接
種
の
実
施
に
係
る
公
告
、
周
知
、
記
録
及
び
報
告
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
攻
令
で
、

そ
の
他
予
防
接
種
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
四
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
措
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
の
報
告
）

第
十
二
条
　
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
医
師
は
、
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
者
が
、
当
該
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
こ
と

に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を

当
該
定
期
の
予
防
接
種
等
を
行

っ
た
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
毎
年
度
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
状
況
に
つ
い
て
厚
生
科
学
審
議
会
に
報
告
し
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
意
見
を
聴
い
て
、
定
期
の
予
防
接
種
等
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実

施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
厚
生
科
学
審
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
ほ
か
、
定
期
の
予
防
接
種
等
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
定
期
の
予
防

接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、
調
査
審
議
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
意
見
を
述
ベ

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
措
置
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
係
る
情
報
の
整

理
又
は
当
該
報
告
に
関
す
る
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
定
期
の
予
防
接
種
等
の
適
正
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
、
病
院
又
は
診
療
所
の

開
設
者
、
医
師
、
フ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者

（薬
事
法

（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
二
条
第

一
項
の
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
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の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ

っ
て
、
フ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売

（同
法
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
製
造
販
売
を
い
う
。
附
則
第
六
条
第

一
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
四
条
の
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の

（当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。
第

二
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
前
項
の
規
定
に
よ

る
調
査
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（機
構
に
よ
る
情
報
の
整
理
及
び
調
査
）

第
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「機
構
」
と
い
う
。
）
に
、
前
条
第
二

項
に
規
定
す
る
情
報
の
整
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
措
置
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
ヽ
機
構
に
、
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
調
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
機
構
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
整
理
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
情
報
の
整
理
又
は
調

査
の
結
果
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
　
定
期
の
予
防
接
種
等
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
措
置

（健
康
被
害
の
救
済
措
置
）

第
十
五
条
　
市
町
村
長
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
す
る
間
に
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
者
が
、
疾
病
に
か
か
り
、
障
害
の
状
態
と

な
り
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
が
当
該
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
厚

生
労
働
大
臣
が
認
定
し
た
と
き
は
、
次
条
及
び
第
十
七
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
給
付
を
行
う
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
審
議
会
等

（国
家
行
政
組
織
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
人
条

に
規
定
す
る
機
関
を
い
う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（給
付
の
範
囲
）

第
十
六
条
　
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
又
は
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
臨
時
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に

つ
い
て
行
う
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お

，
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
て
行
う

一　
医
療
費
及
び
医
療
手
当
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
医
療
を
受
け
る
者

一
一　
障
害
児
養
育
年
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
人
歳
未
満
の
者
を
養
育
す
る
者

〓
一　
障
害
年
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
人
歳
以
上
の
者

四
　
死
亡

一
時
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
政
令
で
定
め
る
遺
族

五
　
葬
祭
料
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
葬
祭
を
行
う
者

２
　
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
つ
い
て
行
う
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
て
行
う
。

一　
医
療
費
及
び
医
療
手
当
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
ょ
る
疾
病
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
程
度
の
医
療
を
受
け
る
者

一
一　
障
害
児
養
育
年
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
未
満
の
者
を
養
育
す
る
者

〓
一　
障
害
年
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
以
上
の
者

四
　
遺
族
年
金
又
は
遺
族

一
時
金
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
政
令
で
定
め
る
遺
族

五
　
葬
祭
料
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
葬
祭
を
行
う
者

（政
令

へ
の
委
任
等
）

第
十
七
条
　
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付

（以
下

「給
付
」
と
い
う
。
）
の
額
、
支
給
方
法
そ
の
他
給
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付
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２
　
前
条
第
二
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
政
令
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
係
る
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
は
、
独
立
行
政
法
人
医

薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五
条
第

一
項
第

一
号
イ
に
規
定
す
る
副
作
用
救
済
給
付
に
係
る
同
法

第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
政
令
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
参
酌
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（損
害
賠
償
と
の
調
整
）

第
十
八
条
　
市
町
村
長
は
、
給
付
を
受
け
る
べ
き
者
が
同

一
の
事
由
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
価
額
の
限
度
に
お
い
て
、
給

付
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

２
　
市
町
村
長
は
、
給
付
を
受
け
た
者
が
同

一
の
事
由
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
価
額
の
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
受
け
た
給

付
の
額
に
相
当
す
る
金
額
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（不
工
利
得
の
徴
収
）

第
十
九
条
　
市
町
村
長
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
給
付
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
徴
収
の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
、
そ

の
受
け
た
給
付
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も
の
と
す
る
。

（受
給
権
の
保
護
）

第
二
十
条
　
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（公
課
の
禁
止
）

第
二
十

一
条
　
租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
給
付
と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
一

（保
健
福
祉
事
業
の
推
進
）

第
二
十
二
条
　
国
は
、
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
又
は
同
条
第
二
項
第

一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
給
付
の
支
給
に
係
る

者
で
ぁ
っ
て
居
宅
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
も
の
の
医
療
、
介
護
等
に
関
し
、
そ
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
ず
る
事
業
そ
の
他
の
保
健
福
祉
事

業
の
推
進
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章
　
雑
則

（国
等
の
責
務
）

第
二
十
三
条
　
国
は
、
国
民
が
正
し
い
理
解
の
下
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
、
予
防
接
種
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
を
図
る
も
の
と
す

Ｚ
つ
。

２
　
国
は
、
予
防
接
種
の
円
滑
か
つ
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
予
防
接
種
の
研
究
開
発
の
推
進
及
び
ワ
タ
チ
ン
の
供
給
の
確
保
等
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
国
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種
事
業
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
等
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

４
　
国
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
免
疫
の
獲
得
の
状
況
に
関
す
る
調
査
、
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
発
生
状
況
に
関
す
る
調
査
そ
の
他
予
防
接

種
の
有
効
性
及
び
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
調
査
及
び
研
究
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
、
医
師
、
フ
ク
チ
ン
製
造
販
売
業
者
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
前
各

項
の
国
の
責
務
の
遂
行
に
必
要
な
協
力
を
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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（厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
の
聴
取
）

第
二
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
第
二
条
第
二
項
第
十
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
五
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
政
令
の
制
定
又
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る

と

き

。

一
一　
予
防
接
種
基
本
計
画
及
び
個
別
予
防
接
種
推
進
指
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

〓
一　
第
六
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
疾
病
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

四
　
第
六
条
第
二
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五
　
第
七
条
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
者
を
定
め
る
厚
生
労
働
省
令
、
第
十

一
条
の
厚
生
労
働
省
令

（医
学
的
知
見
に
基
づ

き
定
め
る
べ
き
事
項
に
限
る
。
）
及
び
第
十
二
条
第

一
項
の
定
期
の
予
防
接
種
等
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
を
定
め
る

厚
生
労
働
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

（予
防
接
種
等
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
）

第
二
十
五
条
　
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
予
防
接
種
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
は
、
市
町
村

（第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防

接
種
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
）
の
支
弁
と
す
る
。

２
　
給
付
に
要
す
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

（都
道
府
県
の
負
担
）

第
二
十
六
条
　
都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
支
弁
す
る
額

（第
六
条
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
三
分
の
二
を
負
担
す
る
。

２
　
都
道
府
県
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
支
弁
す
る
額

（第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予

防
接
種
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
の
支
弁
す
る
額
の
四
分
の
三
を
負
担
す
る
。

（国
庫
の
負
担
）

第
二
十
七
条
　
国
庫
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
支
弁
す
る
額
及
び
前
条
第

一
項
の

規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
負
担
す
る
額
の
三
分
の
一
を
負
担
す
る
。

２
　
国
庫
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
負
担
す
る
額
の
三
分
の
二
を
負
担
す
る
。

（実
費
の
徴
収
）

第
二
十
八
条
　
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
っ
た
者
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら

、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
実
費
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
そ
の
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（事
務
の
区
分
）

第
二
十
九
条
　
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
並
び
に
同
条
第

一
項
及
び
第
二
項
、
第
十
五
条
第

一
項

、
第
十
八
条
並
び
に
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

附
　
則
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（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
二
十
三
年
七
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
施
行
の
期
日
は
、

昭
和
二
十
四
年
六
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
各
規
定
に
つ
き
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
二
条
　
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
生
後
三
十
六
月
以
上
の
者
で
、
腸
チ
フ
ス
又
は
パ
ラ
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者
は
、
第
十

二
条
第

一
項
第

一
号
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
生
後
四
十
人
月
か
ら
六
十
才
に
至
る
ま
で
の
者
で
、
腸
チ
フ
ス
又
は
パ
ラ
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
者
は
、
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
腸
チ
フ
ス
又
は
パ
ラ
チ
フ
ス
の
予
防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
第

一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
条
　
第
十
二
条
施
行
の
際
、
生
後
六
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の
者
は
、
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
百
日
せ
き
の
予
防
接

種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
は
、
第
十
三
条
第

一
号
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
と
み
な
す
。

第
四
条
　
第
十
四
条
施
行
の
際
生
後
六
月
以
上
の
者
で
結
核
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者
は
、
同
条
第

一
項
第

一
号
の
予
防
接
種
を
受

け
た
者
と
み
な
す
。

２
　
第
十
四
条
施
行
の
際
、
生
後
六
月
か
ら
二
十
才
に
至
る
迄
の
者
で
結
核
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
者
は
、
省
令
の
定
む
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
結
核
の
予
防
接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
予
防
接
種
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
第

一
項
を
準
用
す
る
。

第
五
条
　
種
痘
法

（明
治
四
十
二
年
法
律
第
二
十
五
号
）
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。
但
し
、
こ
の
法
律
施
行
前
に
な
し
た
違
反
行
為
の
処
罰
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
法
律
施
行
前
種
痘
法
第

一
条
の
規
定
に
よ
り
行
つ
た
第

一
期
種
痘
は
、
こ
れ
を
第
十
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
行

つ
た
も
の
と

み
な
す
。

３
　
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
小
学
校
に
入
学
し
て
い
る
者
で
、
種
痘
法
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
第
二
期
種
痘
を
受
け
て
い
な
い
者
に
対
し
て
、
市

町
村
長
は
、
期
日
を
指
定
し
て
種
痘
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（損
失
補
償
契
約
）

第
六
条
　
政
府
は
、
予
防
接
種
法
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律

（平
成
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
五
年
間
を
限
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン

（感
染
症
法

第
六
条
第
七
項
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
世
界
的
規
模
で
需
給

が
著
し
く
ひ
っ
迫
し
、
又
は
ひ
っ
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
早
急
に
確
保
し
な
け
れ
ば
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
購
入
契
約
を
締
結
す
る
製
造
販

売
業
者

（薬
事
法
第
十
二
条
第

一
項
の
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ヮ
ク
チ
ン

の
製
造
販
売
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
四
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
四
条
の
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の

（当
該
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
に
限
る
。
）
を
相
手
方
と
し
て
、
当
該
購
入
契
約
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る

予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
に
係
る
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
損
失
そ
の
他
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
フ
ク
チ
ン
の

性
質
等
を
踏
ま
え
国
が
補
償
す
る
こ
と
が
必
要
な
損
失
を
政
府
が
補
償
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約

（以
下

「損
失
補
償
契
約
」
と
い
う
。
）
を

締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
購
入
契
約

（当
該
購
入
契
約
に
係
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
フ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
損
失
補
償
契
約
を
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締
結
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
購
入
契
約
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
閣
議
の
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
政
府
は
、
損
失
補
償
契
約
の
締
結
前
に
、
当
該
損
失
補
償
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
当
該
損
失
補
償
契
約

（次
項
の
規
定
に
ょ
る
国
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
そ

の
効
力
の
発
生
の
条
件
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
国
会
の
承
認
を
得
な
い
で
損
失
補
償
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
政
府
は
、
速
や
か
に
、
当
該
損
失
補
償

契
約
の
締
結
に
つ
き
国
会
の
承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



◎
　
予
防
接
種
法
施
行
令

（昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
九
十
七
号
）

（政
令
で
定
め
る
Ａ
類
疾
病
）

第

一
条
　
予
防
接
種
法

（以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
十
二
号
の
政
令
で
定
め
る
疾
病
は
、
痘
そ
う
と
す
る
。

（市
町
村
長
が
予
防
接
種
を
行
う
疾
病
及
び
そ
の
対
象
者
）

第

一
条
の
二
　
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
疾
病
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
疾
病
と
し
、
同
項

（予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律

（平
成
十
二
年
法
律
第
百
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第

一
項

（予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
二
十
五
年
法
律
第
　
　
　
号

）
附
則
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
者

は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
疾
病
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者

（当
該
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
者
又
は
か
か
つ
た
こ
と
の
あ
る

者

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
あ
っ
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
を
除
く
。
）
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除

く
。
）
と
す
る
。

麻
し
ん

急
性
灰
白
髄
炎

百
日
せ
き

ジ

フ
テ
リ
ア

疾

　

　

病

生
後
十
二
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

五
歳
以
上
七
歳
未
満
の
者
で
あ

っ
て
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
日
の

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

一
年
前

の
日
か
ら
当
該
始
期
に

生
後
二
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後
二
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後
二
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

十

一
歳
以
上
十
三
歳
未
満
の
者

定

期

の

予

防

接

種

の

対

象

者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る

も
の
に
限
る
。
）

Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症

結

核
破
傷
風

日
本
脳
炎

風
し
ん

六
十
五
歳
以
上
の
者

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

十
二
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の
初
日
か
ら
十
六
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
女
子

生
後
二
月
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後
二
月
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後

一
歳
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

生
後
二
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

十

一
歳
以
上
十
三
歳
未
満
の
者

生
後
六
月
か
ら
生
後
九
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

九
歳
以
上
十
三
歳
未
満
の
者

生
後
十
二
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

五
歳
以
上
七
歳
未
満
の
者
で
あ

っ
て
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
日
の

一
年
前

の
日
か
ら
当
該
始
期
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

２
　
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
疾
病

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「特
定
疾
病
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
者

（当
該
特
定
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
者
又
は
か
か
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
間
に
、
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
疾
病
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の



に
か
か
っ
た
こ
と
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
疾
病
に
係
る
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に

よ
る
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
別
の
事
情
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間

（厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
定
疾
病
に
あ
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
年
齢
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
あ

る
場
合
に
限
る
。
）
、
当
該
特
定
疾
病
に
係
る
同
項
の
政
令
で
定
め
る
者
と
す
る
。

（市
町
村
長
が
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
を
要
し
な
い
疾
病
）

第
二
条
　
法
第
五
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
疾
病
は
、
日
本
脳
炎
と
す
る
。

（厚
生
労
働
大
臣
が
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一　
法
第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
疾
病

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「疾
病
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
、
若
し
く
は
流
行
し
、
又
は
そ
の
お
そ

れ
が
あ
っ
て
、
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
っ
て
同
時
に
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
き
。

一
一　
日
本
と
の
交
通
が
密
接
で
あ
る
地
域
で
疾
病
が
流
行
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
病
毒
が
日
本
に
侵
入
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
。

〓
一　
災
害
そ
の
他
に
よ
り
疾
病
が
流
行
す
る
お
そ
れ
が
著
し
い
と
き
。

２
　
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
場
合
で
あ
っ
て
、
予

防
接
種
の
対
象
者
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に

予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
場
合
は
、
疾
病
が
発
生
し
た
場
合
に
直
ち
に
そ
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
に
従
事
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
者
で
あ
っ
て
当
該
疾
病
に
感
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
も

の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
予
防
接
種
の
対
象
者
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
で
あ
つ
て
、
現
に
日
本
で
疾
病
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ

と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
に
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指

示
す
る
場
合
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
及
び
当
該
疾
病
の
病
毒
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
当
該
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
者

（疑
似
症
を
呈

し
て
い
る
者
を
含
む
。
）
に
接
触
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
予
防
接
種
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（予
防
接
種
を
行
う
医
師
）

第
四
条
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
、
当
該
市

町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
の
要
請
に
応
じ
て
予
防
接
種
の
実
施
に
関
し
協
力
す
る
旨
を
承
諾
し
た
医
師
に
よ
り
行
う
と
き
は
、
当
該
予
防
接
ヽ

種
を
行
う
医
師
に
つ
い
て
、
そ
の
氏
名
及
び
予
防
接
種
を
行
う
主
た
る
場
所
を
公
告
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
ら
市
町
村
長
又
は
都
道

府
県
知
事
が
自
ら
設
け
る
場
所
に
お
い
て
実
施
す
る
予
防
接
種
を
行
う
医
師
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
同
項
の
医
師
の
承
諾
が
撤
回
さ
れ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（予
防
接
種
の
公
告
）

第
五
条
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
場
合

に
は
、
予
防
接
種
の
種
類
、
予
防
接
種
の
対
象
者
の
範
囲
、
予
防
接
種
を
行
う
期
日
又
は
期
間
及
び
場
所
、
予
防
接
種
を
受
け
る
に
当
た
つ
て

注
意
す
べ
き
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（対
象
者
等

へ
の
周
知
）

第
六
条
　
市
町
村
長
は
、
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
う
ほ
か
、
当
該
予
防

-2--3-



接
種
の
対
象
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
予
防
接
種
の
種
類
、
予
防
接
種
を
受
け
る
期
日
又
は
期
間
及
び
場
所
、
予
防
接

種
を
受
け
る
に
当
た
つ
て
注
意
す
べ
き
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（予
防
接
種
に
関
す
る
記
録
）

第
六
条
の
二
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
っ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
予
防
接
種
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
当
該
予
防
接
種
を
行
っ
た
と

き
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
予
防
接
種
を
受
け
た
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別

一
一　
実
施
の
年
月
日

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

２
　
市
町
村
長
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
記
録
の
開
示
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

（市
町
村
長
の
報
告
）

第
七
条
　
市
町
村
長
は
、
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
っ
た
と
き
は
、
予
防
接
種
を

受
け
た
者
の
数
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ヶ
、
保
健
所
長

（特
別
区
及
び
地
域
保
健
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

一
号
）

第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
星
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
の
長
に
あ

っ
て
は
都
道
府
県
知
事
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（定
期
の
予
防
接
種
等
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
措
置
）

第
八
条
　
法
第
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は

、
予
防
接
種
が
Ａ
類
疾
病
又
は
Ｂ
類
疾
病
か
ら
の
社
会
の
防
衛

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
が
医
学
上
の
特
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
経
済
的
社

会
的
諸
事
情
の
変
動
及
び
医
学
の
進
歩
に
即
応
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
）

第
九
条
　
法
第
十
五
条
第
二
項
の
審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
疾
病

・
障
害
認
定
審
査
会
と
す
る
。

（Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
医
療
費
）

第
十
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
医
療
に
要
し
た
費
用
の
額
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
予

防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
医
療
を
受
け
る
者
が
、
当
該
疾
病
に
つ
き
、
健
康
保
険
法

（大
二
十

一
年
法
律
第
七
十
号
）
、

船
員
保
険
法

（昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
）
、
国
民
健
康
保
険
法

（昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律

（昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
二
十
八
号
。
他
の
法
律
に
お
い
て

準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

（昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）

（以
下
こ
の
条

に
お
い
て

「社
会
保
険
各
法
」
と
い
う
。
）
、
介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
、
労
働
基
準
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四

十
九
号
）
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
、
船
員
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
、
国
家
公
務
員
災
害

補
償
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十

一
号
。
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償

法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十

一
号
）
若
し
く
は
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法

律

（昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り
医
療
に
関
す
る
給
付
を
受
け
、
若
し
く
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
又
は
当

該
医
療
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
給
付
と
し
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
に
要

し
た
費
用
の
額
か
ら
当
該
医
療
に
関
す
る
給
付
の
額
を
控
除
し
た
額

（そ
の
者
が
社
会
保
険
各
法
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
き
は
、
当
該
療
養
の
給
付
に
関
す
る
当
該
社
会
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
一
部
負
担
金
に
相
当
す
る
額
と
し
、
当
該
医
療
が
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法
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
の
現
物
給
付
と
し
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
に
関
す
る
給
付
に
つ
い

て
行
わ
れ
た
実
費
徴
収
の
額
と
す
る
。
）
を
限
度
と
す
る
。

一　
診
察

薬
剤
又
は
治
療
材
料
の
支
給

医
学
的
処
置
、
手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
並
び
に
施
術

居
宅
に
お
け
る
療
養
上
の
管
理
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

病
院
又
は
診
療
所

へ
の
人
院
及
び
そ
の
療
養
に
伴
う
世
話
そ
の
他
の
看
護

移
送

２
　
前
項
の
医
療
に
要
し
た
費
用
の
額
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
現
に
要
し
た
費
用
の

額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
医
療
手
当
）

第
十

一
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
手
当
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、　
一
月
に
つ
き
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　

そ
の
月
に
お
い
て
前
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
医
療

（同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
医
療
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
以

下
同
じ
。
）
を
受
け
た
Ｅ
数
が
三
日
以
上
の
場
合
　
一二
万
五
千
六
百
円

一
一　
そ
の
月
に
お
い
て
前
号
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
日
数
が
三
日
未
満
の
場
合
　
一二
万
三
千
六
百
円

〓
一　
そ
の
月
に
お
い
て
前
条
第

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
口
数
が
八
日
以
上
の
場
合
　
一二
万
五
千
六
百
円

四
　
そ
の
月
に
お
い
て
前
号
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
日
数
が
八
日
未
満
の
場
合
　
一二
万
三
千
六
百
円

２
　
同

一
の
月
に
お
い
て
前
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
医
療
と
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
医
療
と
を
受
け
た
場
合
に
あ

っ

て
は
、
そ
の
月
分
の
医
療
手
当
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
万
五
千
六
百
円
と
す
る
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
障
害
児
養
育
年
金
）

第
十
二
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
別
表
第

一
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

フ
つ

。一　
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
臨
時
の
予
防
接
種

（法
第
六
条
第
二
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下

「第
二
項
臨
時
予
防
接
種
」
ど
い
う
。

）
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ

イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
別
表
第

一
に
定
め
る

一
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
人
歳
未
満
の
者

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
一
級
障
害
児
」
と
い
う
。
）
を
養
育

す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
百
十
八
万
三
千
三
百
円

口
　
別
表
第

一
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
未
満
の
者

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
二
級
障
害
児
」
と
い
う
。
）
を
養
育

す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
九
十
四
万
五
千
六
百
円

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
一
級
障
害
児
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
百
五
十
二
万
四
百
円

口
　
二
級
障
害
児
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
百
二
十

一
万
五
千
六
百
円

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
は
、
別
表
第

一
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
未
満
の
者

（以
下

「障
害
児
」
と
い
う
。

）
で
あ
っ
て
児
童
福
祉
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
い
う
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
で
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
入
所
又
は
入
院
を
し
て
い
な
い
も
の
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に

規
定
す
る
額
に
介
護
加
算
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

六 五 四 三 二
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４
　
前
項
に
規
定
す
る
介
護
加
算
額
は
、　
一
級
障
害
児
を
養
育
す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
は
八
十
二
万
四
千
二
百
円
と
し
、
二
級
障
害
児
を
養
育

す
る
者
に
支
給
す
る
場
合
は
五
十
五
万
六
千
二
百
円
と
す
る
。

５
　
障
害
児
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
障
害
に
関
し
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律

（昭
和
三
十
九
年
法

律
第
百
三
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童
扶
養
手
当
又
は
障
害
児
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
る
と
き
は
、
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規

定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
同
号
の
規
定
に
よ
る
障
害

児
養
育
年
金
の
支
給
期
間
中
の
各
年
に
支
給
さ
れ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
又
は
障
害
児
福
祉
手
当
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
障
害
年
金
）

第
十
二
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
と
お

，
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
第
二
項
臨
時
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

・
―こ
よ
り
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い

、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
別
表
第
二
に
定
め
る

一
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
人
歳
以
上
の
者

（以
下

「
一
級
障
害
者
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
場
合
　
一二
百

七
十
八
万
円

口
　
別
表
第
二
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
以
上
の
者

（以
下

「二
級
障
害
者
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
場
合
　
一二
百

二
万
四
千
円

ハ
　
別
表
第
二
に
定
め
る
三
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
十
八
歳
以
上
の
者

（次
号
ハ
に
お
い
て

「三
級
障
害
者
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る

場
合
　
一
一百
二
十
六
万
人
千
円

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

イ
　
一
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
　
四
百
八
十
六
万
円

口
　
二
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
　
一二
百
八
十
人
万
人
千
円

ハ
　
三
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
　
一
一百
九
十

一
万
六
千
円

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
は
、　
一
級
障
害
者
又
は
二
級
障
害
者
で
あ
っ
て
、
児
童
福
祉
法
に
い
う
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
で
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
入
所
又
は
入
院
を
し
て
い
な
い
も
の
に
支
給
す
る
場
合
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
額
に
介
護
加
算
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

４
　
前
項
に
規
定
す
る
介
護
加
算
額
は
、　
一
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
は
八
十
三
万
四
千
二
百
円
と
し
、
二
級
障
害
者
に
支
給
す
る
場
合
は
五

十
五
万
六
千
二
百
円
と
す
る
。

５
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
を
受
け
る
者
に
つ
い
て
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
障
害
に
関
し
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特
別
障
害
者
手
当
が
支
給
さ
れ
る

と
き
、
国
民
年
金
法

等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

（昭
和
六
十
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
九
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
手
当

が
支
給
さ
れ
る
と
き
、
又
は
国
民
年
金
法

（昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
二
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
る
と
き
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
同
号
の

規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
期
間
中
の
各
年
に
支
給
さ
れ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特
別
障
害
者
手
当
の
額
若

し
く
は
福
祉
手
当
の
額
又
は
障
害
基
礎
年
金
の
額
の
百
分
の
四
十
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

（Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
の
支
給
期
間
等
）

第
十
四
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金

（以
下

「
Ａ
類
疾
病
に

係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
」
と
い
う
。
）
の
支
給
は
、
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め

、
支
給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
で
終
わ
る
。

２
　
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
は
、
毎
年

一
月
、
四
月
、
七
月
及
び
十
月
の
四
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
前
月
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分
ま
で
を
支
払
う
。
た
だ
し
、
前
支
払
期
月
に
支
払
う
べ
き
で
あ
つ
た
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
又
は
支

給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
期
の
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
は
、
そ
の
支
払
期
月
で

な
い
月
で
ぁ
っ
て
も
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

（
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
の
額
の
変
更
）

第
十
五
条
　
障
害
児
又
は
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ
っ
た
た

め
、
新
た
に
別
表
第

一
又
は
別
表
第
二
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
新
た
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
等

級
に
応
ず
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
従
前
の
給
付
は
行
わ
な
い
。

（Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
に
係
る
診
断
及
び
報
告
）

第
十
六
条
　
市
町
村
長
は
、
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
の
支
給
に
関
し
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
Ａ
類
疾
　
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
を
受
け
て
い
る
者
に
対
し
て
、
医
師
の
診
断
を
受
け
る
べ
き
こ
と
若
し
く

は
そ
の
養
育
す
る
障
害
児
に
つ
い
て
医
師
の
診
断
を
受
け
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
を
受
け
て
い
る
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に

従
わ
ず
、
又
は
報
告
を
し
な
い
と
き
は
、
市
町
村
長
は
、
Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
年
金
た
る
給
付
の
支
給
を

一
時
差
し

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（死
亡

一
時
金
）

第
十
七
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
遺
族
は
、
配
偶
者

（届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
っ
た
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
と
す
る
。
た
だ
し
、
配
偶
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
に
限
る
。

２
　
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
順
位
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
順
序
と
す
る
。

一　
第
二
項
臨
時
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
支
給
す
る
場
合
　
次
の
イ
及
び
口
の
順
序

（イ
及
び
口
に
掲
げ
る

者
の
う
ち
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
及
び
口
に
掲
げ
る
順
序
）

イ
　
第
二
項
臨
時
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

ロ
　
イ
に
該
当
し
な
い
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹

一
一　
前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
前
項
に
規
定
す
る
順
序

３
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
前
に
そ
の
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
又
は

同
順
位
と
な
る
べ
き
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ
た
者
及
び
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
又
は
同
順
位
の
者
を
故
意
に
死
亡
さ
せ

た
者
は
、
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
と
し
な
い
。

４
　
死
亡

一
時
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
場
合
　
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
額

イ
　
第
二
項
第

一
号
イ
に
掲
げ
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
一二
千
三
百
十
万
円

口
　
第
二
項
第

一
号
口
に
掲
げ
る
者
に
支
給
す
る
場
合
　
一
一千
四
百
八
十
万
円

一
一　
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
　
四
千
二
百
五
十
万
円

５
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
死
亡
一
時
金
の
額
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
が
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る

障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
額
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
号
の

規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
た
期
間
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
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十
七
年
以
上

十
五
年
以
上
十
七
年
未
満

十
二
年
以
上
十
五
年
未
満

十

一
年
以
上
十
二
年
未
満

九
年
以
上
十

一
年
未
満

七
年
以
上
九
年
未
満

五
年
以
上
七
年
未
満

三
年
以
上
五
年
未
満

一
年
以
上
三
年
未
満

一
年
未
満

○

。
〇
五

○

・
一
〇

〇

・
ニ
ニ

〇

・
三
二

〇

・
四
四

〇

・
五
六

〇

・
六
七

〇

・
七
八

〇

・
八
九

〇

・
九
八

６
　
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
遺
族
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
け
る
各
人
の
死
亡

一
時
金
の
額
は
、
第
四
項
の
額

（前

項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
を
そ
の
人
数
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

（Ａ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
等
に
係
る
葬
祭
料
）

第
十
人
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
額
は
、
二
十
万
千
円
と
す
る
。

（
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
医
療
費
）

第
十
九
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
医
療
は
、
病
携
又
は
診
療
所
へ
の
入
院
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
必

要
な
程
度
の
医
療
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
支
給
の
請
求
は
、
当
該
医
療
費
の
支
給
の
対
象
と
な
る
費
用
の
支
払
が
行
わ
れ
た
時

か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３
　
第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
医
療
手
当
）

第
二
十
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
手
当
は
、
月
を
単
位
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
第
十

一
条
に
規

定
す
る
金
額
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
手
当
の
支
給
の
請
求
は
、
そ
の
請
求
に
係
る
医
療
が
行
わ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の

初
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年
金
）

第
二
十

一
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
別
表
第
二

（三
級
の
項
を
除
く
。
）
に
定
め
る
と
お
り

と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
別
表
第
二
に
定
め
る
一
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
　
一
一百
七
十
万
円

二
　
別
表
第
二
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
　
一
一百
十
六
万
円

（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年
金
の
額
の
変
更
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ
つ
た
た
め
、
新
た

に
別
表
第
二
に
定
め
る
他
の
等
級

（三
級
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
新
た
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
等
級
に

応
ず
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
し
、
従
前
の
給
付
は
行
わ
な
い
。
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（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年
金
の
給
付
に
係
る
診
断
及
び
報
告
）

第
二
十
二
条
　
第
十
六
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
給
付
に
係
る
診
断
及
び
報
告
に
つ
い
て
準
用
す

Ｚ
つ
。（遺

族
年
金
）

第
二
十
四
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

，祖
父

母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
も
の

と
す
る
。

２
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
が
出
生
し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
将
来
に
向
か
っ
て
、
そ
の
子
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た

子
と
み
な
す
。

３
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
順
位
は
、
第

一
項
に
規
定
す
る
順
序
に
よ
る
。

４
　
遺
族
年
金
は
、
十
年
を
限
度
と
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
が
当
該
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
障
害
に
つ
い
て
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
十

年
か
ら
そ
の
支
給
を
受
け
た
期
間

（そ
の
期
間
が
七
年
を
超
え
る
と
き
は
、
七
年
と
す
る
。
）
を
控
除
し
て
得
た
期
間
を
限
度
と
し
て
支
給
す

る
も
の
と
す
る
。

５
　
遺
族
年
金
の
額
は
、
二
百
三
十
六
万
千
六
百
円
と
す
る
。

６
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
道
族
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
け
る
各
人
の
遺
族
年
金
の
額
は
、
前
項
の
額
を
そ
の
人
数

で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

７
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
の
遺
族
の
数
に
増
減
を
生
じ
た
と
き
は
、
遺
族
年
金
の
額
を
改
定
す
る
。

８
　
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
者
が
そ
の
請
求
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
次
順
位
者
が
遺
族
年
金
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
者
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
お
い

て
、
同
順
位
者
が
な
く
て
後
順
位
者
が
あ
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

９
　
遺
族
年
金
の
支
給
の
請
求
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

・と
に
よ
る
疾
病
又
は
障
害
に

つ
い
て
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
若
し
く
は
医
療
手
当
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
の
決
定

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
死
亡
の
時
か
ら
二
年
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
、
そ
の
死
亡
の
時
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き

（前
項
後
段
の
規

定
に
よ
る
請
求
に
よ
り
支
給
す
る
遺
族
年
金
に
あ
っ
て
は
、
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
先
順
位
者
の
死
亡
の
時
か
ら
二
年
を
経
過
し

た
と
き
）
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
障
害
年
金
等
の
支
給
期
間
等
）

第
二
十
五
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
又
は
同
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
遺
族
年
金

（次
項
に
お
い
て

「障
害
年

金
等
」
と
総
称
す
る
一
）
の
支
給
は
、
そ
の
請
求
が
あ

っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
始
め
、
支
給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
日
の
属
す
る

月
で
終
わ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

２
　
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
障
害
年
金
等
の
支
払
期
月
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（遺
族

一
時
金
）

第
二
十
六
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
は
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖

父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
と
す
る
。
た
だ
し
、
配
偶
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ

の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者
に
限
る
。
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２
　
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
順
位
は
、
前
項
に
規
定
す
る
順
序
に
よ
る
。

３
　
遺
族

一
時
金
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族

（当
該
死
亡
０
当
時
胎
児
で
あ

る
子
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
当
時
胎
児
で
あ
つ
た
子
が
出
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
子
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
な

い
と
き
、
又
は
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
が
遺
族
年
金
の
支
給
の
請
求
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
他
に
同
順

位
若
し
く
は
後
順
位
の
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遣
族
が
な
い
と
き
　
七
百
八
万
四
千
人
百
円

一
一　
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
た
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
他
に
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
が
な
く
、
か
つ
、
当
該
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
遺
族
年
金
の
額
の
合
計
額
が
前
号
に
定
め
る
額
に
満
た
な
い
と
き

同
号
に
定
め
る
額
か
ら
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
遺
族
年
金
の
額
の
合
計
額
を
控
除

し
た
額

４
　
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
遺
族

一
時
金
の
支
給
の
請
求
は
、
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
た
者
が
死
亡
し
た
時
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５
　
第
二
十
四
条
第
六
項
及
び
第
九
項
の
規
定
は
、
遺
族

一
時
金
の
額
及
び
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
遺
族

一
時
金
の
支
給
の
請
求
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

（遺
族
年
金
等
の
支
給
の
制
限
）

第
二
十
七
条
　
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
遺
族
年
金
又
は
遺
族

一
時
金
の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（Ｂ
類
疾
病
に
係
る
定
期
の
予
防
接
種
に
係
る
葬
祭
料
）

第
二
十
人
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
額
は
、
第
十
八
条
に
規
定
す
る
金
額
と
す
る
。

２
　
第
二
十
四
条
第
九
項
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
支
給
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（未
支
給
の
給
付
）

第
二
十
九
条
　
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
死
亡
し
た
者
に
支
給
す
べ
き
給
付
で
ま
だ
そ
の
者
に
支
給

し
て
い
な
か
つ
た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
そ
の
者
の
死
亡
の
当
時
そ

の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
も
の
に
支
給
す
る
。

２
　
未
支
給
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
順
位
は
、

３
　
未
支
給
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
順
位
者
が
一

と
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

一
人
に
し
た
支
給
は
、

前
項
に
規
定
す
る
順
序
に
よ
る
。

一人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
額
を
そ
の

一
人
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

全
員
に
対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（厚
生
労
働
省
令

へ
の
委
任
）

第
二
十
条
　
こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
給
付
の
請
求
の
手
続
そ
の
他
給
付
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

（都
道
府
県
の
負
担
）

第
二
十

一
条
　
法
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町

村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
算
定
し
た
医
師
の
報
酬
、
薬
品
、
材
料
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
の
額

（そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

（そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寄
附
金
の
額
を
控
除
す

る
も
の
と
す
る
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。
）
に
つ
い
て
行
う
。

２
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
行
う
。

一　
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用

（法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
も
の
に
限
る
。
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）
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
医
師
の
報
酬
、
薬
品
、
材
料
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
の
額

（そ
の
額

が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

（そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寄
附
金
の
額
を
控
除
す
る
も
の

と
す
る
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。
）
か
ら
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
に
係
る
法
第
二
十
人
条
の

規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
額

（そ
の
額
が
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
満
た
な
い
と
き
は
、
当
該
基
準
に
よ
つ
て

算
定
し
た
額
と
す
る
。
）
を
控
除
し
た
額

一
一　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
っ
て
算
定
し
た
額

（そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

（そ
の
費
用
の
た
め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寄
附
金
の
額
を
控
除

す
る
も
の
と
す
る
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。
）

３
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
総
務
大
臣
及
び
財
務
大
臣
と
協
議
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（国
庫
の
負
担
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
の
負
担
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
行
う
。

一　
法
第
二
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
つ
て
算
定
し
た

医
師
の
報
酬
、
薬
品
、
材
料
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
の
額

（そ
の
額
が
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

（そ
の
費
用
の
た

め
の
寄
附
金
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
寄
附
金
の
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。
）
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
費
用
の
額
と
す
る
。
）

一
一　
法
第
二
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
負
担
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
に
お
い
て
現
に
要
し
た
当
該
費
用
の
額

２
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

（実
費
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
八
条
の
実
費
と
は
、
薬
品
費
、
材
料
費
及
び
予
防
接
種
を
行
う
た
め
臨
時
に
雇
わ
れ
た
者
に
支
払
う
経
費
を
い
う
。

２
　
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
で
あ

っ
て
Ａ
類
疾
病
に
係
る
も
の
を
行

っ
た
者
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
保
護
者

の
負
担
能
力
、
地
域
の
実
情
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
八
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
実
費
を
徴
収
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
徴
収
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
徴
収
す
る
者

の
基
準
及
び
徴
収
す
る
額
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（事
務

の
区
分
）

第
二
十
四
条
　
第
四
条
、
第
五
条
及
び
第
六
条

の
二

（法
第
六
条
第

一
項

の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
七
条

（

法
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
事
務
は
、
地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第

一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

２
　
第
四
条
、
第
五
条
、
第
六
条
の
二
及
び
第
七
条

（法
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び

に
第
十
六
条

（第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
市
町
村

が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方

自
治
法
第
二
条
第
九
項
第

一
号
に
規
定
す
る
第

一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
し
、
昭
和
二
十
三
年
七
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

（市
町
村
長
が
行

‐
う
予
防
接
種
の
対
象
者
の
特
例
）
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２
　
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
に
つ
い

二
第

一

日
か
ら
当
該
始
期
に
達
す

項
の
表
麻
し
ん
の
項
及
び
風
し
ん
の
項
中

学 問 著者者の
の に
始 あ
期 る
に 者
達
す

る
日
の
前
日
ま
で
の

と
あ
る
の
は
、　
Ｃ

　

生
後
十
二
月
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の

」　
　
　
　
　
　
　
一
一　
五
歳
以
上
七
歳
未
満

の
者
で
あ

っ
て
、
小
学
校
就

る
日
の

一
年
前

の
日
か
ら
当
該
始
期
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
」

と
す
る
。

３
　
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「十
八

歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の
初
日
か
ら
当
該
」
と
あ
る
の
は
、

「十
七
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度
の
五
月
二
十
日
か
ら
十
八
歳
と
な
る
日

の
属
す
る
」
と
す
る
。

４
　
平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
に
対
す
る
日
本
脳
炎
に
係
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
第

一
条
の

二
第

一
項
の
表
日
本
脳
炎
の
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
　
一
一　
赳
議
嚇
劇
ぃ
一
議
秘
両
け
制
に
至
る
ま

ヽ で
の
間
に
あ
る
者

」

あ
る
の

は
、

「四
歳
以
上
二
十
歳
未
満
の
者
」
と
す
る
。

５
　
東
日
本
大
震
災

（平
成
二
十
三
年
二
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
う
災

害
を
い
う
。
）
の
発
生
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
同
日
に
お
い
て
第

一
条
の
二
第

一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
疾
病

（結
核
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
者

（当
該
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
者
又

は
か
か
つ
た
こ
と
の
あ
る
者
そ
の
他
同
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
者
で
な
く
な
っ
た
日
か

ら
同
年
八
月
二
十

一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
疾
病
に
係
る
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
と
す
る
。

別
表
第

一
（第
十
二
条
、
第
十
五
条
関
係
）

二
級

一
級

等
級

両
眼
の
視
力
の
和
が
〇

・
〇
八
以
下
の
も
の

両
耳
の
聴
力
が
、
耳
殻
に
接
し
て
大
声
に
よ
る
話
を
し
た
場
合
に
お
い
て
の
み
こ
れ
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
も

の
一
　
両
眼
の
視
力
の
和
が
〇

・
〇
二
以
下
の
も
の

一
一　
両
耳
の
聴
力
が
、
耳
殻
に
接
し
て
大
声
に
よ
る
話
を
し
て
も
こ
れ
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の

〓
一　
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

四
　
両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

五
　
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

一ハ
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
つ
て
、
日
常
生
活
の
■
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
る
程
度
の
も
の

七
　
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

人
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

障

害

の

状

態

間   ¬ て
に  四='一 は

る  十十T牛 平
も  人三歳後 成
の  歳歳以十 二

とと上二 十
なな七月 年
るる歳か 四

′

日日未ら 月
のの満生 一

炉新調α耗癸 日
すす者二 か
るるで十 ら
年年あ四 平
度度つ月 成
ののてに 二
初初

｀
至 十

日日/Jヽる 五
カ勁ギ ま 年
らら校で 三
当当就の 月
該該学問 三
年年のに 十
度度始あ 一
のの期る 日
林 lご昔 ま
日日達  で
まます  の
ででる  間
のの日  ｀

間間の  第
にに―   一
ああ年  条
るる前  の
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〓
一　
平
衡
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

四
　
咀
唱
又
は
言
語
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

五
　
一
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

一ハ
　
一
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

七
　
体
幹
の
機
能
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

人
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
か
、
又
は
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加
え

る
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

九
　
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

十
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
締
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

備
考
　
視
力
の
測
定
は
、
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
る
も
の
と
し
、
屈
折
以
上
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
矯
正
視
力
に
よ
っ
て
測
定
す
る
。

別
表
第
二

（第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十

す
条
、
第
二
十
二
条
関
係
）

一
級

一
　

両
眼
の
視
力
が
〇

・
〇
二
以
下
の
も
の

一　
両
上
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

一一　
両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体

の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ

っ
て
、
労
働
す
る
こ
と
を
不
能
な
ら
し
め
、
か
つ
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の

も
の

五
　
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

一ハ
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ

っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

一　
両
眼
の
視
力
が
〇

。
一
以
下
の
も
の

一　
両
耳
の
聴
力
が
、
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
は
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の

一一　
咀
囀
又
は
言
語
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

障

害

状

態

二
級

一
　
両
眼
の
視
力
が
〇

・
〇
四
以
下
の
も
の

一
一　
一
眼
の
視
力
が
○

。
〇
二
以
下
で
、
か
つ
、
他
眼
の
視
力
が
〇

・
〇
六
以
下
の
も
の

〓
一　
両
耳
の
聴
力
が
、
耳
殻
に
接
し
て
大
声
に
よ
る
話
を
し
て
も
こ
れ
を
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の

四
　
咀
畷
又
は
言
語
の
機
能
を
廃
し
た
も
の

五
　
一
上
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

一ハ
　
一
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

七
　
体
幹
の
機
能
に
高
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の

人
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
労
働
が
高
度
の
制
限
を
受
け
る
か
、
又
は
労
働
に
高
度
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

九
　
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

十
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の
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四
　
一
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

五
　
一
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

エハ
　
体
幹
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有
す
る
も
の

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
身
体
の
機
能
の
障
害
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程

度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、
労
働
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
か
、
又
は
労
働
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

八
　
精
神
の
障
害
で
あ
っ
て
、
前
各
号
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

九
　
身
体
の
機
能
の
障
害
若
し
く
は
病
状
又
は
精
神
の
障
害
が
重
複
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度
以

上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

備
考
　
視
力
の
測
定
は
、
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
る
も
の
と
し
、
屈
折
以
上
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
矯
正
視
力
に
よ
っ
て
測
定
す
る
。
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◎
　
予
防
接
種
法
施
行
規
則

（昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）

（予
防
接
種
の
推
進
を
図
る
た
め
の
指
針
を
定
め
る
疾
病
）

第

一
条
　
予
防
接
種
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

疾
病
は
、
麻
し
ん
、
結
核
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
す
る
。

（保
健
所
長
等
の
指
示
）

第

一
条
の
二
　
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
に
対
す
る
保
健
所
長

（特
別
区
及
び
地
域
保
健
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号

）
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市
に
あ
っ
て
は
都
道
府
県
知
事
。
以
下
同
じ
。
）
の
指
示
は
、
予
防
接
種
施
行
の
時
期
、

予
防
接
種
の
対
象
者
の
範
囲
、
予
防
接
種
の
技
術
的
な
実
施
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
。

（予
防
接
種
の
対
象
者
か
ら
除
か
れ
る
者
）

第
二
条
　
予
防
接
種
法
施
行
令

（昭
和
二
十
二
年
政
令
第
百
九
十
七
号
。
以
下

「令
」
と
い
う
。
）
第

一
条
の
二
第

一
項
本
文
及
び
第
二
項
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
当
該
予
防
接
種
に
相
当
す
る
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
者
で
当
該
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

一
一　
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
者

〓
一　
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

四
　
当
該
疾
病
に
係
る
予
防
接
種
の
接
種
液
の
成
分
に
よ
つ
て
ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー
を
呈
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

五
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
係
る
予
防
接
種
の
対
象
者
に
あ
つ
て
は
、
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

一ハ
　
結
核
に
係
る
予
防
接
種
の
対
象
者
に
あ
つ
て
は
、
結
核
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防
接
種
、
外
傷
等
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
の
認
め
ら
れ
る
者

七
　
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
者

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
対
象
者
）

第
二
条
の
二
　
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
表
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
項
第
二
号

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
心
臓
、
じ
ん
臓
又

は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
者
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
者
と
す
る
。

（長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
疾
病
）

第
二
条
の
三
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　
重
症
複
合
免
疫
不
全
症
、
無
ガ
ン
マ
グ
ロ
プ
リ
ン
血
症
そ
の
他
免
疫
の
機
能
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
重
篤
な
疾
病

一
一　
自
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
重
症
筋
無
力
症
、
若
年
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
症
候
群
そ
の
他
免
疫
の
機
能
を
抑
制
す
る
治
療
を
必
要
と
す
る
重
篤
な
疾
病

〓
一　
そ
の
他
の
こ
れ
ら
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（特
別
の
事
情
）

第
二
条
の
四
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
前
条
に
規
定
す
る
疾
病
に
か
か
っ
た
こ
と

（こ
れ
に
よ
り
や
む
を
得
ず
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
つ
た
場
合
に
限
る
。
）

一
一　
臓
器
の
移
植
術

（臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律

（平
成
九
年
法
律
第
百
四
号
）
第

一
条
に
規
定
す
る
移
植
術
を
い
う
。
）
を
受
け
た
後
、

免
疫
の
機
能
を
抑
制
す
る
治
療
を
受
け
た
こ
と

（
こ
れ
に
よ
り
や
む
を
得
ず
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
受
る
こ
と
が
で



き
な
か
っ
た
場
合
に
限
る
。
）

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
こ
れ
ら
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（特
定
疾
病
）

第
二
条
の
五
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
定
疾
病
は
、
ジ
フ
テ

，
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
自
髄
炎
、
破

傷
風
、
結
核
、
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
ヒ
ト
パ
ビ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
し
、
同

項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
年
齢
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
疾
病
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
桐
に
掲
げ
る
年
齢
と

す
る
。

結
核

破
傷
風

急
性
灰
白
髄
炎

百
日
せ
き

ジ

フ
テ
リ
ア

特
　
　
　
定
　
　
　
疾

病

四
歳

十
五
歳

（予
防
接
種
法
実
施
規
則
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

十
五
歳

（予
防
接
種
法
実
施
規
則
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

十
五
歳

（予
防
接
種
法
実
施
規
則
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

十
五
歳

（予
防
接
種
法
実
施
規
則

（昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
七

号
）
第
九
条
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ

ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン

（以
下
こ
の
表
に
お
い
て

「四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
う
。
）
を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）

年

齢

肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）

-2--3-

（予
防
接
種
に
関
す
る
記
録
）

第
二
条
の
六
　
令
第
六
条
の
二
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
予
防
接
種
の
種
類

一
一　
令
第
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
医
師
に
よ
り
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
医
師
の
氏
名

〓
一　
接
種
液
の
接
種
量

四
　
接
種
液
の
製
造
番
号
そ
の
他
当
該
接
種
液
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
予
防
接
種
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（市
町
村
長
の
報
告
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

第
二
条
　
令
第
七
条

の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
の
数
を
、
疾
病
別
並
び
に
定
期
臨
時
の
別
及
び
定
期
に
つ
い
て
は
そ
の

定
期
別
に
計
算
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
結
核
に
係
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、　
一
月
ご
と
に
前
項
の
計
算
を
行
い
、
翌
月
十
日
ま
で
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（予
防
接
種
済
証
の
様
式
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
四
条
　
法
第
五
条
第

一
項
又
は
法
第
六
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
っ
た
者
は
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
に
対

し
て
、
予
防
接
種
済
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

２
　
前
項
の
予
防
接
種
済
証
の
様
式
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
予
防
接
種
の
種
類
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
様
式
と
す
る
。



一　
法
第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
　
様
式
第

一

一
一　
法
第
六
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
　
様
式
第
二

３
　
母
子
保
健
法

（昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
母
子
健
康
手
帳
に
係
る
乳
児
又
は
幼
児

に
つ
い
て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
予
防
接
種
済
証
の
交
付
に
代
え
て
、
母
子
健
康
手
帳
に
証
明
す
べ
き
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（報
告
す
べ
き
症
状
）

第
五
条
　
法
第
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
疾
病
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
症
状
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
接
種
か
ら
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
内
に
確
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

麻
し
ん
、
風
し
ん

ジ

フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き

、
急
性
灰
白
髄
炎
、
破
傷

風

対

象

疾

病

け
い
れ
ん

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ

っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 脳
炎
又
は
脳
症

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

け
い
れ
ん

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

症

状

二
十

一
日

二
十
八
日

四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

二
十
八
日

二
十
八
日

七

日
四
時
間

期

間

結
核

日
本
脳
炎

皮
膚
結
核
様
病
変

Ｂ
Ｃ
Ｃ
骨
炎

（骨
髄
炎
、
骨
膜
炎
）

全
身
播
種
性
Ｂ
Ｃ
Ｇ
感
染
症

化
膿
性
リ
ン
パ
節
炎

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ

っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 脳
炎
又
は
脳
症

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

け
い
れ
ん

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ
っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 脳
炎
又
は
脳
症

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

二
月

二
年

一
年

四

月
四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

二
十
八
日

二
十
八
日

七

日
二
十
八
日

四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

二
十
八
日

二
十
人
日

-4--5-



ヒ
ト
パ
ピ
ュ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症

Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
肺
炎
球

菌
感
染
症

（小
児
が
か
る

も
の
に
限
る
。
）

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ
っ
て

ｆ
小
板
減
少
性
紫
斑
病

血
管
迷
走
神
経
反
射

（失
神
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）

ギ
ラ
ン
・
バ
レ
症
候
群

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ

っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

け
い
れ
ん

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い
と
認
め
る
症
状
で
あ
っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

二
十
八
日

七
日

四
時
間

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
い

と
医
師
が
認
め
る
期
間

十
八
日

十

分
十
八
日

十
八
日

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高
お
ど
認
め
る
症
状
で
あ
っ
て

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の 皮
膚
粘
膜
眼
症
候
群

脳
炎
又
は
脳
症

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

喘
息
発
作

血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

血
管
炎

け
い
れ
ん

ギ
ラ
ン

・
パ
レ
症
候
群

急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎

間
質
性
肺
炎

肝
機
能
障
害

ア
ナ
フ
イ
ラ
キ
シ
ー

、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
も
の
、
死
亡
、
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る

も
の
又
は
死
亡
若
し
く
は
身
体
の
機
能
の
障
害
に
至
る
お
そ
れ
の
あ
る
も

の

予
防
接
種
と
の
関
連
性
が
高

い
と
医
師
が
認
め
る
期
間

七

日
四
時
間

と
医
師
が
認
め
る
期
間

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
四
時
間

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日
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（厚
生
労
働
大
臣

へ
の
報
告
）

第
六
条
　
法
第
十
二
条
第

一
項
に
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一　
被
接
種
者
の
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
接
種
時
の
年
齢
及
び
住
所

一
一　
報
告
者
の
氏
名
並
び
に
報
告
者
が
所
属
し
、
又
は
開
設
し
た
医
療
機
関
の
名
称
、
住
所
及
び
電
話
番
号

〓
一　
被
接
種
者
が
報
告
に
係
る
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

四
　
報
告
に
係
る
予
防
接
種
に
使
用
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
、
製
造
番
号
又
は
製
造
記
号
、
製
造
販
売
業
者
の
名
称
及
び
接
種
回
数

五
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
症
状
並
び
に
当
該
症
状
の
発
症
時
刻
及
び
概
要

エハ
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

（厚
生
労
働
大
臣
か
ら
市
町
村
長
等

へ
の
通
知
）

第
七
条
　
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
か
ら
厚
生
労
働
大
臣

へ
の
通
知
）

第
八
条
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

一　
法
第
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
情
報
の
整
理
を
行
っ
た
件
数
及
び
当
該
情
報
の
整
理
の
結
果

二
　
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果

〓
一　
そ
の
他
必
要
な
事
項

（医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
に
類
す
る
施
設
）

第
九
条
　
令
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
児
童
福
祉
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
規
定
す
る
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
又
は
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

一
一　
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
と
同
様
な
治
療
等
を
行
う
同
法
に
規
定
す
る
指
定
医
療
機
関

〓
一　
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
に
規
定
す
る
障
害
者
支

援
施
設

四
　
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法

（平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
り
独
立
行
政
法
人

国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す
る
施
設

第
九
条
の
二
　
令
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　
前
条
各
号
に
掲
げ
る
施
設

一
一　
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
独
立
行
政
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法
人
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行

政
法
人
国
立
精
神

。
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
独
立
行
政
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
す
る
医
療
機
関
又
は
社
会
福
祉
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十

五
号
）
第
二
条
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
施
設
で
あ
っ
て
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
者
が
入
所
又
は
入
院
を
し
、
必
要
な
治
療
、

訓
練
及
び
生
活
指
導
を
行
う
も
の

〓
一　
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
　
（平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第

一
号
）
に
基
づ
く
国
立
保
養
所

四
　
生
活
保
護
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律

（平
成
六
年
法
律
第
二
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
　
（中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
救
護
施
設
又
は
更
生
施
設

五
　
老
人
福
祉
法

（昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
に
規
定
す
る
養
護
者
人
ホ
ー
ム
又
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
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（医
療
費
の
支
給
に
係
る
請
求
書
）

第
十
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
ハ
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市

町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
医
療
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
医
療
を
受
け
た
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

〓
一　
医
療
を
受
け
た
病
院
、
診
療
所
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

（健
康
保
険
法

（大
正
十

一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
八
十
八
条
第

一
項
に
規

定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
、
介
護
保
険
法

（平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者

（同
法
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
を
行
う
者
に
限
る
。
）
又
は
同
法
第
五
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
者

（同
法
第
人
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
行
う
者
に
限
る
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
薬

局

（以
下

「医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
医
療
機
関
が
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
で
あ
る
と
き
は
当
該
指
定

に
係
る
訪
問
看
護
事
業
、
居
宅
サ
ト
ビ
ス
事
業
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

（以
下

「訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
」
と

い
う
。
）
の
名
称
及
び
所
在
地

四
・
医
療
に
要
し
た
費
用
の
額

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
同
項
第
四
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
医
療
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十

一
条
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
手
当
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
第
十
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
各
月
分
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一　
医
療
を
受
け
た
者
の
氏
名
ヽ
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
医
療
を
受
け
た
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

〓
一　
医
療
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月

四
　
そ
の
月
に
お
い
て
令
第
十
条
第

一
項
第

一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
規
定
す
る
医
療

（同
項
第
五
号

に
規
定
す
る
医
療
に
伴
う
も
の
を
除

く
。
）
を
受
け
た
日
数
又
は
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
医
療
を
受
け
た
日
数

五
　
医
療
を
受
け
た
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
並
び
に
当
該
医
療
機
関
が
訪
問
看
護
事
業
者
等
で
あ
る
と
き
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
名
称
及
び
所
在
地

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
当
該
医
療
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
を
添

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
二
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
障
害
児
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

〓
一　
障
害
児
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

四
　
障
害
児
が
令
別
表
第

一
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
年
月
日

五
　
障
害
児
に
つ
い
て
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
　
（昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童

扶
養
手
当
又
は
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
額
及
び
そ
の
支
給
を
受
け
た
期
間

エハ
　
障
害
児
が
令
第
十
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
又
は
人
院
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
施
設
名
及
び
そ
の
入
所
又
は
入
院
を
し
た

期
間
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前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
障
害
児
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
、
前
項
第
四
号
の
事
実
及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
障
害
の
状
態
と
な
つ
た

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
並
び
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
資
料

一
一　
障
害
児
を
養
育
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
三
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
、
そ
の
養
育
す
る
障
害
児
の
障
害

の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
受
け
て
い
る
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
の
額
の
変
更
を
請
求

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

障
害
児
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

〓
一　
障
害
児
が
令
別
表
第

一
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
に
至

っ
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
障
害
児
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師

の
診
断
書
及
び
同
項
第
二
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添

え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条

の
四
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

請
求
者

の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場

〓
一　
請
求
者
が
令
別
表
第
二
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
に
至

っ
た
年
月
日

四
　
請
求
者
に

つ
い
て
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す

る
法
律

の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
を
受
け
た
と
き
、
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（昭
和
六
十
年
法
律
第
二
十
四
号
）
附
則
第
九
十
七

条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
手
当
の
支
給
を
受
け
た
と
き
、
又
は
国
民
年
金
法

（昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
二
十
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
額
及
び
そ
の
支
給
を
受
け
た
期
間

五
　
請
求
者
が
令
第
十
三
条
第
二
項

に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
又
は
入
院
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
施
設
名
及
び
そ
の
入
所
又
は
入
院
を
し
た

期
間

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
並
び
に
同
項
第
二
号
の
事
実
及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
五
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
受
け
て
い
る
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
額
の
変
更
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
が
現
に
支
給
を
受
け
て
い
る
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
に
係
る
令
別
表
第
二
に
定
め
る
等
級

〓
一　
請
求
者
が
令
別
表
第
二
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
年
　
　
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
蒲
求
者
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
及
び
同
項
第
二
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添

え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
七
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て

い
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至

っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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一
　
氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

一
一　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
要
件
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
と
き

〓
一　
障
害
児
又
は
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、

新
た
に
令
別
表
第

一
又
は
令
別
表
第
二
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き

四
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
若
し
く
は
特
別
障
害
者
手
当
の

支
給
を
受
け
、
国
民
年
金
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
九
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
手
当
の
支
給
を
受
け
、
若
し
く
は

国
民
年
金
法
第
二
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

（以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「障
害
基
礎
年
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
と
き
、
若
し
く
は
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
又
は
支
給
を
受
け
て
い
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
若
し
く
は
障
害
基
礎

年
金
の
額
の
改
定
が
あ
っ
た
と
き

五
　
障
害
児
又
は
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
が
令
第
十
二
条
第
二
項
若
し
く
は
令
第
十

三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
施
設
に
入
所
若
し
く
は
入
院
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
、
又
は
入
所
若
し
く
は
入
院
を
す
る
こ
と
が
な
く
な

っ

た
と
き

第
十

一
条
の
人
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
養
育
年
金
又
は
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て

い
る
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
戸
籍
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
死
亡
の
届
出
義
務
者
は
、
速
や
か
に
、
そ

の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
九
　
死
亡

一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
、た

請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

請
求
者
及
び
請
求
者
以
外
の
死
亡

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
死
亡
し
た
者
と
の
身
分

関
係死

亡
し
た
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

死
亡
し
た
者
の
死
亡
年
月
日

死
亡
し
た
者
が
法
第
十
六
条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
期

間

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

一
一　
請
求
者
と
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

〓
一　
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
請
求
者
が
令
第
十
七
条
第
二
項
第

一
号
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ

の
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五
　
請
求
者
が
令
第
十
七
条
第
二
項
第

一
号

イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
者

（配
偶
者
を
除
く
。

）
が
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
十
　
法
第
十
六
条
第

一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
支
給
を
受
け
よ
う
之
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

五 四 三
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一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
死
亡
し
た
者
と
の
関
係

〓
一　
死
亡
し
た
者
が
受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
を
受
け
た
期
目
及
び
場
所

四
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
年
月
日

前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

一
一　
請
求
者
が
死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
葬
祭
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
十

一　
第
十
条
及
び
第
十

一
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
及
び
医
療
手
当
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十

一
条
の
十
二
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
の
障
害
の
原
因
と
み
ら
れ
る
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

〓
一　
請
求
者
が
令
別
表
第
二

（三
級
の
項
を
除
く
。
）
に
定
め
る
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
並
び
に
同
項
第
二
号
の
事
実
及
び
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添
え
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
十
三
　
令
別
表
第
二
に
定
め
る
二
級
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
で
あ
っ
て
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の

支
給
を
受
け
て
い
る
も
の
が
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
受
け
て
い
る
障
害
年
金
の
額
の
変
更
を
請
求
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

一
一　
請
求
者
が
令
別
表
第
二
に
定
め
る

一
級
の
障
害
の
状
態
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
の
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
及
び
同
項
第
二
号
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
添

え
、
必
要
が
あ
る
ど
き
は
、
障
害
の
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
十
四
　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

に
至
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き

一
一　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

〓
一　
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
障
害
の
状
態
に
変
更
が
あ
っ
た
た
め
、
令
別
表
第
二

（三
級
の
項
を
除
く
。
）
に
定
め
る
他
の
等
級
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き

第
十

一
条
の
十
五
　
第
十

一
条
の
九

（第
二
項
第
五
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

（次
条
第

一
項
又
は

第
十

一
条
の
十
七
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

・
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十

一
条
の
九
第

一
項
第
二
号
中

「受

け
た
予
防
接
種
の
種
類
並
び
に
当
該
予
防
接
種
」
と
あ
る
の
は

「そ
の
死
亡
の
原
因
と
み
ら
れ
る
予
防
接
種
」
と
し
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中

一請
求
者
が
令
第
十
七
条
第
二
項
第

一
号
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
者
」
と
あ
る
の
は

「請
求
者

（死
亡
し

た
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

第
十

一
条
の
十
六
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
は
、
当
該
死
亡
し
た
者
の
死
亡
に
係
る
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
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そ
の
他
の
遺
族
が
既
に
遺
族
年
金
の
支
給
の
決
定
を
受
け
た
後
に
遺
族
年
金
の
支
給
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

二
　
請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係

〓
一　
死
亡
し
た
者
に
係
る
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
請
求
者
と
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
十
七
　
令
第
二
十
四
条
第
人
項
後
段
の
規
定
に
よ

，
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

一
一　
請
求
者
及
び
請
求
者
以
外
の
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関

係
〓
一　
死
亡
し
た
者
に
係
る
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
先
順
位
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
当
該
先
順
位
者
が
そ
の
死
亡
の
当

時
有
し
て
い
た
住
所
並
び
に
当
該
先
順
位
者
が
死
亡
し
た
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
と
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

一
一　
請
求
者

（死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
っ
た
子
を
除
く
。
）
が
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
十
八
　
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
は
、
そ
の
氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届

書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
十
九
　
第
十

一
条
の
人
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
障
害
年
金
又
は
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る

者
が
死
亡
し
た
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十

一
条
の
二
十
　
令
第
二
十
六
条
第
二
項
第

一
号

の
規
定
に
よ
り
遺
族

一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

一
一　
請
求
者
及
び
請
求
者
以
外
の
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係

〓
一　
死
亡
し
た
者
が
そ
の
死
亡
の
原
因
と
み
ら
れ
る
予
防
接
種
を
受
け
た
期
日
及
び
場
所

四
　
死
亡
し
た
者
の
死
亡
年
月
日
　
′

２
　
第
十

一
条
の
九
第
二
項

（第
四
号
を
除
ぐ
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
請
求
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十

一
条
の
二
十

一　
令
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号

の
規
定
に
よ
り
遣
族

一
時
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
死
亡
し
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
死
亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所

二
　
請
求
者
及
び
請
求
者
以
外
の
遺
族

一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所
並
び
に
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係
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〓
一　
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
に
係
る
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
そ
の
者
が
そ
の
死

亡
の
当
時
有
し
て
い
た
住
所
並
び
に
そ
の
者
が
死
亡
し
た
年
月
日

前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
請
求
者
と
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

一
一　
請
求
者
が
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た

者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

〓
一　
請
求
者

（配
偶
者
を
除
く
。
）
が
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
十

一
条
の
二
十
二
　
第
十

一
条
の
十
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
葬
祭
料
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十

一
条
の
十
第

一
項
第
二
号
中

「受
け
た
予
防
接
種
の
種
類
」
と
あ
る
の
は

「そ
の
死
亡
の
原
因
と

み
ら
れ
る
予
防
接
種
」
と
す
る
。

第
十

一
条
の
二
十
二
　
未
支
給
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
者
で
死
亡
し
た
も
の

（以
下

「支
給
前
死
亡
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

一
一　
請
求
者
の
氏
名
、
住
所
及
び
支
給
前
死
亡
者
と
の
身
分
関
係

〓
一　
未
支
給
の
給
付
の
種
類

四
　
支
給
前
死
亡
者
の
死
亡
年
月
日

２
　
前
項
の
請
求
書
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
と
支
給
前
死
亡
者
と
の
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

一
一　
請
求
者
が
支
給
前
死
亡
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
つ
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実

を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

〓
一　
請
求
者
が
支
給
前
死
亡
者
の
死
亡
の
当
時
そ
の
者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四
　
支
給
前
死
亡
者
が
給
付
を
受
け
よ
う
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
書
類
そ
の
他
の
資
料
で
ま
だ
提
出
し
て
い
な
か
つ

た
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
書
類
そ
の
他
の
資
料

３
　
第

一
項
の
請
求
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
支
給
前
死
亡
者
が
死
亡
前
に
当
該
給
付
に
係
る
請
求
書
を
提
出
し
て
い
な
か
つ
た
と
き
は

、
未
支
給
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
未
支
給
の
給
付
の
種
類
に
応
じ
て
第
十
条
か
ら
第
十

一
条
の
五
ま
で
、
第
十

一
条
の
九
か

ら
第
十

一
条
の
十
四
ま
で
又
は
前
三
条
の
例
に
よ
る
請
求
書
及
び
こ
れ
に
添
え
る
べ
き
書
類
等
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
十

一
条
の
二
十
四
　
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
受
け
た
者
が
、
同

一
の
事
由
に
つ
い
て
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ

の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
二
十
五
　
市
町
村
長
は
、
給
付
に
関
す
る
処
分
を
行

っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
文
書
で
そ
の
内
容
を
、
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
、
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
又
は
給
付
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
っ
た
も
の
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
二
十
六
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
同
時
に
二
以
上
の
請
求
書
又
は
届
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、　
一
の
請
求
書
又
は
届
書
に

添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
に
よ
り
、
他
の
請
求
書
又
は
届
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
に
係
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
き
は
、
他
の
請
求
書
又
は
届
書
の
余
白
に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
、
他
の
請
求
書
又
は
届
書
に
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
当
該
書
類
は
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同

一
の
世
帯
に
属
す
る
二
人
以
上
の
者
が
同
時
に
請
求
書
又
は
届
書
を
提
出
す
る
場
合
に
お
け
る
他
方
の
請
求
書
又



は
届
書
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク
等
に
よ
る
手
続
）

第
十

一
条
の
二
十
七
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

ス
ク
並
び
に
請
求
者
又
は
届
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
請
求
又
は
届
出
の
趣
旨
及
び
そ
の
年
月
日
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一　
第
十
条
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

一
一　
第
十

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

三
　
第
十

一
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

四
　
第
十

一
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

五
　
第
十

一
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

一ハ
　
第
十

一
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

七
　
第
十

一
条
の
七
に
規
定
す
る
届
書

人
　
第
十

一
条
の
人
に
規
定
す
る
届
書

九
　
第
十

一
条
の
九
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
　
第
十

一
条
の
十
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十

一　
第
十

一
条
の
十

一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
第

一
項
及
び
第
十

一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
二
　
第
十

一
条
の
十
二
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
二
　
第
十

一
条
の
十
三
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
四
　
第
十

一
条
の
十
四
第

一
項
に
規
定
す
る
届
書

十
五
　
第
十

一
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

一
条
の
九
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
六
　
第
十

一
条
の
十
六
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
七
　
第
十

一
条
の
十
七
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

十
人
　
第
十

一
条
の
十
人
に
規
定
す
る
届
書

十
九
　
第
十

一
条
の
十
九
に
規
定
す
る
届
書

二
十
　
第
十

一
条
の
二
十
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

二
十

一　

第
十

一
条

の
二
十

一
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

二
十
二
　
第
十

一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

一
条
の
十
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

二
十
三
　
第
十

一
条
の
二
十
二
第

一
項
に
規
定
す
る
請
求
書

二
十
四
　
第
十

一
条
の
二
十
四
に
規
定
す
る
届
書

第
十

一
条
の
二
十
人
　
前
条
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ

イ
ス
ク
は
、
工
業
標
準
化
法

（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
に
基
づ
ぐ
日
本
工
業
規

格

（以
下

「日
本
工
業
規
格
」
と
い
う
。
）
Ｘ
六
三
二
三
号
に
適
合
す
る
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ツ
ジ
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十

一
条
の
二
十
九
　
第
十

一
条
の
二
十
七
の
フ
ル
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク
ヘ
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
方
式
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
ト
ラ
ッ
ク
フ
オ
ー
マ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
三
二
四
号
又
は
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
三
二
五
号
に
規
定
す
る
方
式

ニ
　
ボ
リ
ュ
ー
ム
及
び
フ
ア
イ
ル
構
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
工
業
規
格
Ｘ
Ｏ
六
〇
五
号
に
規
定
す
る
方
式

第
十

一
条
の
二
十
　
第
十

一
条
の
二
十
七
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
イ
ス
ク
に
は
、
日
本
工
業
規
格
ｘ
六
二
二
三
号
に
規
定
す
る
ラ
ベ
ル
領
域
に
、
次
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に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
は
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
請
求
者
又
は
届
出
者
の
氏
名

一
一　
請
求
年
月
日
又
は
届
出
年
月
日

（住
民
票
等
の
届
出
）

第
十

一
条
の
二
十

一　
市
町
村
長
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

（昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十

一
号
）
第
二
十
条
の
七
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に

よ
り
、
第
十

一
条
の
二
、
第
十

一
条
の
九

（第
十

一
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
十

一
条
の
十

（第
十

一
条
の
二
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
十

一
条
の
二
十
又
は
第
十

一
条

の
二
十
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
同
法
第
二
十
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
本
人
確
認
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
第

十

一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
請
求
を
行
う
者
に
対
し
、
障
害
児
の
属
す
る
世
帯
の
全
員
の
住
民
票
の
写
し
を
、
第
十

一
条
の
九
、
第
十

一
条
の

十
、
第
十

一
条
の
二
十
又
は
第
十

一
条
の
二
十
二
の
規
定
に
よ
り
請
求
を
行
う
者
に
対
し
、
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
事
実
及
び
死
亡
年
月
日
を

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
を
、
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（第
四
条
第
二
項
第

一
号
関
係
）

様
式
第
二

（第
四
条
第
二
項
第
二
号
関
係
）

（省
略
）

附
　
則

第
十
四
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
し
、
昭
和
二
十
二
年
七
月

一
日
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

第
十
五
条
　
種
痘
法
施
行
規
則
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

様
⌒ 式
省 第
略 一
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◎
　
予
防
接
種
実
施
規
則

（昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）

目
次

第

一
章
　
総
則

（第

一
条
―
第
八
条
）

第
二
章
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
個
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
の
予
防

第
二
章
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種

（第
十
二
条

。
第
十
三
条
）

第
四
章
　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

（第
十
四
条

。
第
十
五
条
）

第
五
章
　
結
核
の
予
防
接
種

（第
十
六
条
）

第
六
章
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種

（第
十
七
条
）

第
七
章
　
小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種

（第
十
八
条
）

第
八
章
　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種

（第
十
九
条
）

第
九
章
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

（第
二
十
条
）

附
則

接
種

（第
九
条
―
第
十

一
条
）

（通
則
）

第

一
条
　
予
防
接
種
法
　
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。
）
に
基
い
て
行
う
予
防
接
種
の
実
施
方
法
は
、
こ
の
規

則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（使
用
接
種
液
）

第
二
条
　
予
防
接
種
に
は
、
薬
事
法
　
（昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
三
条
第

一
項

に
規
定
す
る
検
定
に
合
格
し
、
か

つ
、
同

法
第
四
十
二
条
第

一
項

の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
現
に
適
合
し
て
い
る
接
種
液
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（接
種
用
器
具
の
滅
菌
等
）

第
二
条
　
接
種
用
器
具
は
、
乾
熱
、
高
圧
蒸
気
、
煮
沸
ヽ

エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
ガ
ス
又
は
コ
バ
ル
ト
六
〇
か
ら
放
出
さ
れ
る
ガ
ン
マ
線
に
よ
っ

て
滅
菌
ざ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
注
射
筒
、
注
射
針
及
び
多
圧
針
は
、
被
接
種
者
ご
と
に
取
り
換
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（健
康
状
態
を
診
断
す
る
方
法
）

第
四
条
　
法
第
七
条

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
間
診
、
検
温
及
び
診
察
と
す
る
。

（母
子
健
康
手
帳
の
提
示
）

第
五
条
　
法
第
五
条
第

一
項
又
は
第
六
条
第

一
項
著
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
予
防
接
種
を
行
う
者
は
、
そ
の
対
象
者
が
母
子
保
健
法

（昭

和
四
十
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
母
子
健
康
手
帳
に
係
る
乳
児
又
は
幼
児
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
母
子
健
康
手
帳
の
提
示
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（説
明
と
同
意
の
取
得
）

第
五
条
の
二
　
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
被
接
種
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
予
防
接
種
の
有
効
性
及
び
安
全
性
並

び
に
副
反
応
に
つ
い
て
当
該
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
、
適
切
な
説
明
を
行
い
、
文
書
に
よ
り
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
者
）
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第
六
条
　
法
第
七
条

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
予
防
接
種
法
施
行
規
則

（昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
六
号
）
第
二

条
第
二
号

か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

（接
種
後
の
注
意
事
項
の
通
知
）

第
七
条
　
予
防
接
種
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
被
接
種
者
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
次
の
事
項
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　
高
熱
、
け
い
れ
ん
等
の
症
状
を
呈
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
。

一
一　
医
師
の
診
察
を
受
け
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
当
該
予
防
接
種
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
又
は
市
長
尊
重
に
通
報
す
る
こ
と
。

〓
一　
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
接
種
後
の
安
静
そ
の
他
接
種
後
に
特
に
注
意
す
べ
き
事
項

（臨
時
の
予
防
接
種
）

第
八
条
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
、
破
傷
風
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
、
結
核
、
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
、
肺
炎
球
菌
感
染

症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
又
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
臨
時
の
予
防
接
種
に
係
る
接
種
方
法

及
び
接
種
量
は
、
次
章
か
ら
第
九
章
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
を
標
準
と
し
、
被
接
種
者
の
年
齢
、
身
体
の
状
況
、
既
に
受
け
た
当
該
予
防
接
種

の
回
数
等
に
応
じ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
の
予
防
接
種

（第

一
期
予
防
接
種
の
初
回
接
種
）

第
九
条
　
ジ
フ
テ
リ
ア
又
は
破
傷
風
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ

ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
二
十
日
か
ら
五
十
六
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す

る
か
、
又
は
、
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を
二
十
日
か
ら
五
十
六
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と

し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
「

２
　
百
日
せ
き
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精

製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
前
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回

〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
急
性
灰
白
髄
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
フ
ク
チ
ン
を
第

一

項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
か
、
又
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ
フ
ク
チ
ン
を
二
十
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に

注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

４
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ

き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は

、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

５
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破

傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
フ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
及
び
急
性

灰
自
髄
炎
に
つ
い
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
又
は
百
日
せ
き
、
急
性
灰
自
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時

に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
口
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す

る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
○

「
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

６
　
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化

ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注

射
す
る
か
、
又
は
、
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を
同
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接

種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。　
　
　
　
　
・
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７
　
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
百
日
せ
き
に
つ
い
て
又
は
百
日
せ
き
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精

製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
ジ
フ
テ

リ
ア
及
び
急
性
灰
自
髄
炎
に
つ
い
て
、
百
日
せ
き
及
び
急
性
灰
白
髄
炎
に
つ
い
て
又
は
急
性
灰
自
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を

お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

８
　
前
各
項
の
規
定
に
基
づ
き
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
こ
と
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
予
防
接
種
法
施

行
令

（昭
和
二
十
二
年
政
令
第
百
九
十
七
号
。
以
下

「令
」
と
い
う
。
）
第

一
条
の
二
の
表
ジ
フ
テ
リ
ア
者
し
く
は
破
傷
風
の
項
の
予
防
接
種

の
対
象
者
欄
第

一
号
に
規
定
す
る
も
の
又
は
百
日
せ
き
若
し
く
は
急
性
灰
白
髄
炎
の
予
防
接
種
の
対
象
者
で
あ
つ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後

速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
、
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（第

一
期
予
防
接
種
の
追
加
接
種
）

第
十
条
　
ジ
フ
テ
リ
ア
又
は
破
傷
風
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ

ク
チ
ン
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を
、
百
日
せ
き
の
第

一

期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ

リ
ア
破
傷
風
混
合
フ
ク
チ
ン
を
、
急
性
灰
白
髄
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化

ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
不
活
化
ポ
リ
オ
フ
ク
チ
ン
を
前
条
の
初
回
接
種
終
了
後
六
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の

と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
．

２
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ

き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
フ
ク
チ
ン
を
前
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、

〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
口
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破

傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
及
び
急
性

灰
白
髄
炎
に
つ
い
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
又
は
百
日
せ
き
、
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時

に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
タ
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す

る
間
隔
を
お
い
て

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

。
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

４
　
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化

ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を
、
ジ

フ
テ
リ
ア
及
び
百
日
せ
き
に
つ
い
て
又
は
百
日
せ
き
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百

日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
又
は
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
、
ジ
フ
テ
リ
ア

及
び
急
性
灰
白
髄
炎
に
つ
い
て
、
百
日
せ
き
及
び
急
性
灰
自
髄
炎
に
つ
い
て
又
は
急
性
灰
白
髄
炎
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第

一
期

の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
沈
降
精
製
百
日
せ
き
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
不
活
化
ポ
リ
オ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第

一
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い

て

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

（第
二
期
予
防
接
種
）

第
十

一
条
　
ジ
フ
テ
リ
ア
又
は
破
傷
風
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の

と
し
、
接
種
量
は
、
〇

。
一
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
ジ
フ
テ
リ
ア
及
び
破
傷
風
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ
イ
ド
を

一
回
皮
下
に
注

射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

。
一
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

ヽ
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第
二
章
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（第

一
期
予
防
接
種
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
十
二
条
　
麻
し
ん
の
第

一
期
の
予
防
接
種
は
、′
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
フ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下

に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
風
し
ん
の
第

一
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射

す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
一
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す

る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

（第
二
期
予
防
接
種
）

第
十
二
条
　
麻
し
ん
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下

に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
風
し
ん
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射

す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す

る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

第
四
章
　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

（第

一
期
予
防
接
種
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
十
四
条
　
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
フ
ク
チ
ン
を
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
隔
を
お

い
て
二
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
○

「
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
接
種
量
は
、
三
歳
未
満
の
者
に
あ
つ

て
は
〇

・
二
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
第

一
期
予
防
接
種
の
初
回
接
種
終
了
後
お
お
む
ね

一
年
を
経
過
し
た
時
期
に
乾
燥
細
胞

培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
接
種
量
は
、
三
歳

未
満
の
者
に
あ
っ
て
は
〇

・
二
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
接
種
の
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
ヽ
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ

と
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
第

一
条
の
二
の
表
日
本
脳

炎
の
項
の
対
象
者
の
欄
第

一
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
接

種
の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（第
二
期
予
防
接
種
）

第
十
五
条
　
日
本
脳
炎
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
Ｏ

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

第
五
章
　
結
核
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）

第
十
六
条
　
結
核
の
定
期
の
予
防
接
種
は
、
経
皮
接
種
用
乾
燥
Ｂ
Ｃ
Ｇ
フ
ク
チ
ン
の
懸
濁
液
を
上
腕
外
側
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
滴
下
し
、
管
針
法
に
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よ
り

一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
管
針
法
は
、
接
種
部
位
の
皮
膚
を
緊
張
さ
せ
、
懸
濁
液
を
塗
つ
た
後
、
九
本
針
植
付
け
の
管
針
を
接
種
皮
膚
面
に
対
し
て
ほ
ぼ
垂
直
に
保
ち

、
こ
れ
を
強
く
圧
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
接
種
数
は
二
箇
と
し
、
管
針
の
円
跡
は
相
互
に
接
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）

第
十
七
条
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、

で
行
う
も
の
と
す
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
者
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法

初
回
接
種

の
開
始
時
に
生
後
十
二
月
に
至
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間

に
あ
る
者

初
回
接
種

の
開
始
時
に
生
後
七
月
に
至

っ
た
日

の
翌
日
か
ら
生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に

あ
る
者

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
月
か
ら
生
後
七

月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

対

象

者

乾
燥

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量

は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

乾
燥

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
を
二
十
七
日

（医
師
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は

、
二
十
日
）
か
ら
五
十
六
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と

し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

乾
燥

ヘ
モ
フ
イ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
を
二
十
七
日

（医
師
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は

、
二
十
日
）
か
ら
五
十
六
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と

し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

方

法

２
　
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症

の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
月
か
ら
生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ

っ
た
者
に
対
し

、
前
項
の
初
回
接
種
終
了
後
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
、
乾
燥

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
ｂ
型
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の

と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
前
二
項
に
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か

つ
て
い
る
こ
と
等

の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
第

一
条
の
二

第

一
項

の
表
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ

っ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
（
前
二
項
の
規
定
に

よ
る
接
種

の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

４
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
Ｈ
ｉ
ｂ
感
染
症
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

つ
た
と
認
め
ら
れ
、
Ｈ
ｉ

ｂ
感
染
症
に
係
る
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
十
二
月
に
至
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
と
み
な
し
、
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
七
章
　
小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）

第
十
八
条
　
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
の
予
防
接
種
種
の
初
回
接
種
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
者
ご
と
に

、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

初
回
接
種

の
開
始
時
に
生
後
二
月
か
ら
生
後
七

月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者

対

象

者

生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
を
二
十

七
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回

○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

方

法
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初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
十
四
月
に
至

っ

た
日
の
翌
日
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の

間
に
あ
る
者

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
十
二
月
に
至
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
生
後
二
十
四
月
に
至
る
ま
で
の

間
に
あ
る
者

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
七
月
に
至

っ
た
日

の
翌
日
か
ら
生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に

あ
る
者

沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
を

量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種

沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ツ
ク
チ
ン
を
六
十
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
三
回
皮
下

に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
フ
ク
チ
ン
を
二
十

七
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回

〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
の
予
防
接
種
の
追
加
接
種
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
対
象
者
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
方
法
で
行
う
も
の
と
す
る
。

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
七
月
に
至

っ
た
日

の
翌
日
か
ら
生
後
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
間
に

あ

っ
た
者

初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
月
か
ら
生
後
七

月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ

っ
た
者

対

象

者

前
項
の
初
回
接
種
に
係
る
最
後
の
注
射
終
了
後
六
十
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
た
後
で

あ

っ
て
、
生
後
十
二
月
に
至
っ
た
日
以
降
に
お
い
て
、
沈
降
七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型

ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ

ツ
ト

ル
と
す
る
。

前
項
の
初
回
接
種
に
係
る
最
後
の
注
射
終
了
後
六
十
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
沈
降

七
価
肺
炎
球
菌
結
合
型
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は

、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

方

法

３
　
令
第

一
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
肺
炎
球
菌
感
染
症

（小
児
が
か
か
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
者
と
さ

れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
初
回
接
種
の
開
始
時
に
生
後
二
十
四
月
に
至

っ
た
日
の
翌
日
か
ら
生
後
六
十
月
に
至
る
ま
で
の
間
に
あ
る
者
と
み
な
し

、
第

一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
八
章
　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）

第
十
九
条
　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
接
種
の
初
回
接
種
は
、
組
換
え
沈
降
二
価
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
様
粒
子
ワ
ク
チ

ン
を

一
月
か
ら
二
月
半
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
筋
肉
内
に
注
射
し
た
後
、　
一
回
目
の
注
射
か
ら
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て

一
回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
か
、
又
は
、
組
換
え
沈
降
四
価
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
様
粒
子
ワ
ク
チ
ン
を

一
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
二
回

筋
肉
内
に
注
射
し
た
後
、
一ご
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
一
回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す

２
つ

。

２
　
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
項
ｔ
規
定
す
る
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か
つ
て

い
る
こ
と
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
第

一
条
の
二
第

一

項
の
表
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
る
接
種
の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

第
九
章
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

（接
種
の
方
法
）
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第
二
十
条
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
期
の
予
防
接
種
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｈ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
を
毎
年
度

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種

量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

附
　
則

（施
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
第
二
期
予
防
接
種
）

第
二
条
　
令
附
則
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第

一
条
の
二
第

一
項

（以
下

「読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
」
と
い
う
。

）
の
規
定
に
よ
る
麻
し
ん
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一

回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
風
し
ん
の
第
二
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
二
期
の
予
防
接
種
は
「
乾
燥
弱
毒
生
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

（麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
第
四
期
予
防
接
種
）

第
二
条
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
麻
ｔ
ん
の
第
四
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱

毒
生
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

２
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
風
し
ん
の
第
四
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
乾
燥
弱
毒
生

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
Ｌ
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
読
替
え
後
の
令
第

一
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
麻
し
ん
及
び
風
し
ん
に
つ
い
て
同
時
に
行
う
第
四
期
の
予
防
接
種
は
、
乾
燥
弱
毒
生
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を

一
回
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

（日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
係
る
特
例
）

第
四
条
　
当
分
の
間
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
に
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
の
う
ち
三
回
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
者

（接

種
を
全
く
受
け
て
，い
な
い
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
令
第

一
条
の
二
の
表
日
本
脳
炎
の
項
の
予
防
接
種
の
対
象
者
の
欄
第

一
号
又
は
第
二
号
に

規
定
す
る
も
の
が
、
六
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
残
り
の
接
種
を
受
け
た
と
き
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
日

本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
当
分
の
間
、
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
に
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
を
全
く
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
令
第

一
条
の
二

の
表
日
本
脳
炎
の
項
の
予
防
接
種
の
対
象
者
の
欄
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
が
、
第
十
四
条
の
例
に
よ
り
接
種
を
受
け
た
と
き
は
、
同
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
に
規
定
す
る
日
本
脳
炎
の
第

一
期
の
予
防
接
種
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

第
五
条
　
平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
九
年
四
月

一
月
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者

（以
下

「特
例
対
象
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
の
う
ち
四
回
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
も
の

（接
種
を
全
く
受
け
て
い
な
い
者
を
除
く
。
）
に
係
る
残
り
の
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
は
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
並
び
に
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
六
日
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
九
歳
以
上

の
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
特
例
対
象
者
で
あ
っ
て
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
全
く
受
け
て
い
な
い
も
の

（以
下

「特
例
対
象
未
接
種
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
日
本
脳
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炎
の
予
防
接
種
の
第

一
回
目
の
接
種
は
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
並
び
に
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
を
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

３
　
特
例
対
象
未
接
種
者
に
係
る
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
第
二
回
目
の
接
種
は
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
並
び
に
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
第

一
回
目
の
接
種
後
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、

接
種
量
は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

４
　
特
例
対
象
未
接
種
者
に
係
る
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
第
二
回
目
の
接
種
は
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
並
び
に
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
第
二
回
目
の
接
種
後
お
お
む
ね

一
年
を
経
過
し
た
時
期
に
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
皮
下
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量

は
、
〇

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

５
　
特
例
対
象
未
接
種
者
に
係
る
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
第
四
回
目
の
接
種
は
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
並
び
に
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
九
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
第
二
回
日
の
接
種
後
六
日
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
皮
下
に
注
射
す
る
も

の
と
し
、
接
種
量
は
、
○

・
五
ミ
リ
リ
ツ
ト
ル
と
す
る
。

６
　
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
接
種
の
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
明
ら
か
な
発
熱
を
呈
し
て
い
る
こ
と
又
は
急
性
の
疾
患
に
か
か

つ
て
い
る
こ
と
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
附
則
第
四
項

に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
令
第

一
条
の
二
の
表
日
本
脳
炎
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
当
該
事
由
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接

種
し
た
と
き
は
、
当
該
接
種
の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（東
日
本
大
震
災
に
よ
る
特
例
）

第
六
条
　
第
九
条
第

一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
接
種
の
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
東
日
本
大
震
災

（

平
成
二
十
二
年
三
几
十

一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
発
生
に
よ
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
第

一
条
の

二
の
表
ジ
フ
テ
リ
ア
の
項
若
し
く
は
破
傷
風
の
項
の
予
防
接
種
の
対
象
者
欄
第

一
号
に
規
定
す
る
者
又
は
百
日
せ
き
の
予
防
接
種
の
対
象
者
で

あ
つ
て
当
該
事
情
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
、
当
該
接
種
の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

２
　
第
十
四
条
第

一
項
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
接
種
の
間
隔
を
お
い
て
い
る
間
に
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
る
や
む
を
得
な
い

事
情
に
よ
り
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
令
第

一
条
の
二
の
表
日
本
脳
炎
の
項
の
予
防
接
種
の

対
象
者
欄
第

一
号
に
規
定
す
る
者

（当
該
者
が
特
例
対
象
者
で
あ
る
場
合
は
、
令
附
則
第
四
項
に
よ
る
読
替
後
の
同
欄
に
規
定
す
る
者
）
で
あ

っ
て
当
該
事
情
が
消
滅
し
た
後
速
や
か
に
接
種
し
た
と
き
は
、
当
該
接
種
の
間
隔
を
お
い
た
も
の
と
み
な
す
。

（急
性
灰
白
髄
炎
の
臨
時
の
予
防
接
種
の
特
例
）

第
七
条
　
急
性
灰
自
髄
炎
の
臨
時
の
予
防
接
種
は
、
当
分
の
間
、
第
人
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
口
生
ポ
リ
オ
フ
ク
チ
ン
を
経
口
投
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
そ
の
場
合
の
接
種
方
法
及
び
接
種
量
は
、
別
に
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
二
項
中

「及
び
多
圧

針
」
と
あ
る
の
は
、

「、
多
圧
針
及
び
経
口
投
与
器
具
」
と
す
る
。
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謗

籍

蒲

覇

裏

平

鍵

爆

歪

学

計

計

轟

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一　
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
分
科
会
予
防
接
種
部
会
が
七
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
医
学
的
・
科
学
的
観
点
か
ら
広
く
機
種
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
を
提
言

し
た
こ
と
を
磨
ま
え
、
七
フ
ク
チ
ン
の
う
ち
本
法
で
追
加
さ
れ
る
二
疾
病
に
係
る
ワ
タ
チ
ン
を
除
く
求
痘
ヽ

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
成
天
Ｈ
瑞
雰
ハ球
苗
及
び
Ｂ
型
肝
炎
の
四

ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
、
安
定
的
な
フ
ク
チ
ン
供
給
体
制
や
継
続
的
な
機
種
に
要
す
る
財
源
を
確
保
し
た
上
で
、
平
成
二
十
五
年
度
末
ま
で
に
定
期
接
種
化
の
結
論
を
得

る
よ
う
に
努
あ
る
こ
と
ヽ

一
一　
他
の
新
規
ワ
タ
チ
ン
が
薬
事
法
上
の
手
続
を
経
て
承
認
さ
れ
た
際
に
は
、
遠
ギ
ガ、
に
当
該
ワ
ク
チ
ン
を

予
防
接
種
法
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
ど

”フ
か
の
検
討
を
桁
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
ド
て
必
要
な
法
制
上
、
財
政
上
の
措
置
を
離
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
ヽ

言
一　
公
衆
街
生
の
見
地
か
ら
予
防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
で
国
民
の
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
を
達
蔵
す
る
た
め
に
、
接
董
事

の
向
上
、
安
全
穫
栢
報

の

収
集
、
副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
予
防
接
種
の
意
義
や
リ
ス
ク
に
関
し
て
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

一
人

ひ
と
り
が
予
防
接
■
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
轟
五
）、
予
防
接
種
が
円
滑
か

つ
適
正
に
実
施
さ
れ
る
体
制
が
一整
備
す
る
こ
と
。

平

成

二
十

二

年

二

月

十

九

日
衆

議
院

厚
生

労

働

委

員

会



予
防
接
種
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
八
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、　
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
分
科
会
予
防
接
種
部
会
が
七
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
医
学
的

・
科
学
的
観
点
か
ら
広
く
接
種
を

促
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提
言
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
七
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
本
法
で
追
加
さ
れ
る
三
疾
病
に
係

る
ワ
ク
チ
ン
を
除
く
四
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
、
平
成
二
十
五
年
度
末
ま
で
に
結

論
を
得
る
こ
と
。

二
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
・
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施
中
の
専
門
家
に
よ
る
評
価

。
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
予
防
接
種

法
上
の
定
期
接
種
の
対
象
と
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
早
期
に
結
論
を
得
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
新
規
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
薬
事
法
上
の
手
続
き
を
経
て
製
造
販
売
の
承
認
が
な
さ
れ
た
際
に
は
、
速
や
か
に
、
当
該
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
法
上
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必

要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四
、
予
防
接
種
基
本
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
を
通
じ
て
集
積
す
る
安
全

性
情
報
と
国
立
感
染
症
研
究
所
で
集
積
す
る
疾
患
の
発
症
率
等
の
疫
学
情
報
を
機
能
的
に
活
用
し
て
予
防
接
種
の
安
全
性
、

有
効
性
の
評
価
を
行
う
こ
と
、
医
療
経
済
的
な
分
析
を
踏
ま
え
た
施
策
の
推
進
を
確
保
す
る
た
め
に
予
防
接
種
導
入
前
後

の
医
療
費
及
び
社
会
的
損
失
に
対
す
る
影
響
を
比
較
評
価
す
る
こ
と
等
の
事
項
を
盛
り
込
む
こ
と
。

五
、
予
防
接
種
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種
実
施
に
関
す
る
諸
外
国
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
可
能
な

疾
患
は
適
正
に
予
防
接
種
で
予
防
す
る
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
予
防
接
種
基
本
計
画
に

定
め
ら
れ
た
施
策
等
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
厚
生
科
学
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
一
年
ご
と
の
評
価
を
行
い
、
五

年
の
見
直
し
を
待
た
ず
に
必
要
に
応
し
た
措
置
セ
随
時
講
ず
る
こ
と
。

六
、
里
帰
り
出
産
等
に
よ
り
住
所
地
以
外
で
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制
度
等
が
異
な
る
こ
と
に

起
因
す
る
い
わ
ゆ
る

「
里
帰
り
問
題
」
に
つ
い
て
、
被
接
種
者
及
び
そ
の
保
護
者
の
負
担
の
軽
減
や
自
治
体
間
の
格
差
是
正

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

七
、
公
衆
衛
生
の
見
地
か
ら
予
防
接
種
を
実
施
し
国
民
の
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
接
種

率
の
向
上
、
安
全
性
情
報
の
収
集
、
副
反
応
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
を
図
る
と
と
も
に
、
予
防
接
種
の
意
義
や
リ
ス
ク
に

関
し
て
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
接
種
が
円
滑
か
つ
適
正
に
実
施
さ
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
こ

レ
Ｃ
。

右
決
議
す
る
。　
　
　
　
　
．



平成 25年 3月 30日

健 発 0330第 2号

各都道府県知事 殿

厚生 労働省健 康局長

(公 印 省 略 )

予防接種法第5条第1項の規定による予防接種の実施について

予防接種法 (昭和 23年法律 68号)第5条第1項の規定により市町村長が行う予防接種につい

ては、下記事項のとおりその具体的運営を図ることとしたので、貴ll■におかれては、黄管内市町

村(保健所を設置する市及び特別区を含む。)及び関係機関等へ周知を図るとともに、その実施

に遺漏なきを期されたい。

なお、本通知は、地方自治法 (昭和 22年法律第 67号)第 245条の4第 1項に規定する技術的

な助言とし、平成 25年4月 1日 から適用する。

記

1 定期接種実施要領

予防接種法第5条第1項の規定による予防接種の実施に当たっては、予防接種法等関係法

令を遵守するとともに、別添「定期接種実施要領」によること。

2通知の廃止

本通知の適用に伴い、「定期の予防接種の実施についてJ(平成 17年 1月 17日 付健発第

0127005号厚生労働省健康局長通知)、「定期のインフルエンザ予防接種の実施について」

(平成 17年 6月 16日 付健発第0616002号厚生労働省健康局長通知)及び「日本脳炎の定期

の予防接種について」(平成 22年4月 1日 付健発 0401第 19号、薬食発 0401第 25号厚生労

働省健康局長、医薬食品局長連名通知)は、平成 25年 3月 31日 をもつて廃止する。

(別 添 )

定期接種実施要領

第1 総論

1 予防接種台帳

市町村長 (特別区の長を含む。以下同じ。)は、予防接種法 (昭和 23年法律第 68号。

以下「法」という。)第 5条第 1項の規定による予防接種 (以下「定期接種」という。)

の対象者にろぃて、あらかじめ住民基本台帳その他の法令に基づく適■な居住の事実を

証する資料等に基づき様式第一の予防接種台帳を参考に作成し、予防接種法施行令 (昭

和 23年政令第 197号。以下「政令」という。)第 6条の2や文書管理規程等に従い、

少なくとも5年間は適正に管理・保存すること。

また、予防接種台帳を未接種者の把握等に有効活用するため、電子的な管理を行うこ

とが望ましい。

2 対象者等に対する周知

(1)定期接種を行う際は、政令第 5条の規定による公告を行い、政令第 6条の規定によ

り定期接種の対象者又はその保護者に対して、あらかじめ、予防接種の種類、予防接

種を受ける期 日又は期間及び場所、予防接種を受けるに当たって注意すべき事項、予

防接種を受けることが適当でない者、接種に協力する医師その他必要な事項が十分周

知されること。その周知方法については、やむを得ない事情がある場合を除き、個別

通知とし、確実な周知に努めること。

ヒトパピローマウイルス感染症の定期接種を行う際は、使用するワクチンについて、

子官頸がんそのものを予防する効果は現段階で証明されていないものの、子官頸がん

の原因となるがんに移行する前段階の病変の発生を予防する効果は確認されており、

定期接種が子官頸がんの予防を主眼としたものであることが適切に伝わるよう努める

ものとし、また、B類疾病 (イ ンフルエンザ)の定期接種を行う際は、接種を受ける

法律上の義務はなく、かつ、自らの意思で接種を希望する者のみに接種を行うもので

あることを明示した上で、上記内容が十分周知されること。

(2)予防接種の対象者又はその保護者に対する周知を行う際は、必要に応じて、母子健

康手帳の持参、費用等も併せて周知すること。なお、母子健康手帳の持参は必ずしも

求めるものではないが(接種を受けだ記録を本人が確認できるような措置を講じるこ

と。

(3)近年、定期接種の対象者に外国籍の者が増えていることから、英文等による周知等

に努めること。    、

(4)麻 しんの定期接種については、「麻しんに関する特定感染症予防指針」 (平成 19

年厚生労働省告示第442号)において、第 1期及び第 2期の接種率目標を95%以上

と定めていることから、予防接種を受けやすい環境を整え、接種率の向上を図るこ

と。

3 予防接種実施状況の把握

1



(1)既接種者及び未接種者の確認

予防接種台帳等の活用により、「7 予防接種の実施計画」で設定した接種予定時

期を前提として、接種時期に応 じた既接種者及び未接種者の数を早期のうちに確認 し、

管内における予防接種の実施状況について的確に把握すること。

(2)未接種者への再度の接種勧奨

A類疾病の定期接種の対象者について、本実施要領における実施時期を過ぎてもな
お、接種を行つていない未接種者については、疾病罹患予防の重要性、当該予防接種
の有効性、発生しうる目1反応及び接種対象である期間について改めて周知した上で、
本人及びその保護者への個別通知等を活用して、引き続き接種勧奨を行うこと。

(3)定期的な健診の機会を利用した接種状況の確認            ,
母子保健法 (昭和 40年法律第 141号)に規定する健康診査 (1歳 6か月児健康診

奪)及び学校保健安全法 (昭和 33年法律第 56号)に規定する健康診断 (就学時の健

康診断)の機会を提え、市町村長は、定期接種の対象となっている手し幼児の接種状況
について、保健所又は教育委員会と積極的に連携することにより、その状況を把握し、
未接種者に対しては、引き続き接種勧奨を行うこと。

4 予防接種に関する周知    .
市町村長は、予防接種制度の概要、予防接種の有効性・安全性及び副反応その他接種

に関する注意事項等について、十分な周知を図ること。

5 接種の場所

定期接種については、適正かつ円滑な予防接種の実施のため、市町村長の要請に応じ
て予防接種に協力する旨を承諾した医師が医療機関で行う個別接種を原則とすること。
ただし、予防接種の実施に適した施設において集団を対象にして行うこと (集 団接種)

も差し支えない。

また、インフルエンザの定期接種の対象者について、接種を希望する者が寝たきり等
の理由から、当該医療機関において接種を受けることが困難な場合においては、予防接
種を実施する際の事故防止対策、副反応対策等の十分な準備がなされた場合に限り、当
該医師による接種を希望する者が生活の根拠を有する自宅や入院施設等において実施し

ても差し支えない。これらの場合においては、「13 A類 疾病の定期接種を集団接種

で実施する際の注意事項Jに留意すること。         、
なお、市町村長は、学校等施設を利用して予防接種を行 う場合は、管内の教育委員会

等関係機関と緊密な連携を図り実施すること。

6 接種液

(1)接種液の使用に当たつては、標示された接種液の種類、有効期限内であること及び
異常な混濁、着色、異物の混入その他の異常がない旨を確認すること。

(2)接種液の貯蔵は、生物学的製剤基準の定めるところによるほか、所定の温度が保た

れていることを温度計によって確認できる冷蔵庫等を使用する方法によること。
また、凍結させないことなど、ワクチンによつて留意事項があるので、それぞれ添

付文書を確認の上、適切に貯蔵すること。

7 予防接種の実施計画

(1)予防接種の実施計画の策定については、次に掲げる事項に留意すること。

ア 実施計画の策定に当たつては、地域医師会等の医療関係団体と十分協議するもの

とし、個々の予防接種が時間的余裕をもつて行われるよう計画を策定すること。

また、インフルエンザの定期接種については、接種希望者がインフルエンザの流

行時期に入る前 (通常は 12月 中旬頃まで)に接種を受けられるよう計画を策定す

ること。

イ 接種医療機関において、予防接種め対象者が他の患者から感染を受けることのな

いよう、十分配慮すること。

ウ 予防接種の判断を行うに際して注意を要する者 ((ア )から(力 )までに掲げる者を

いう。以下同じ。)にっいて、接種を行うことができるか否か疑義があぅ場合は、

慎重な判断を行うため、予防接種に関する相談に応じ、専門性の高い医療機関を紹

介する等、一般的な対処方法等について、あらかじめ決定しておくこと。

(ア )心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疼患、発育障害等の基礎疾患を有

する者

(イ )予防接種で接種後2日 以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギー

を疑 う症状を呈したことがある者

(ウ)過去にけいれんの既往のある者

(工)過去に免疫不全の診断がされている者及び近親者に先天性免疫不全症の者がい

る者

(オ)接種 しようとする接種液の成分に対してアレルギーを呈するおそれのある者

(力 )結核の予防接種にあつては、過去に結核患者との長期の接触がある者その他の

結核感染の疑いのある者

(2)市町村長は、予防接種の実施に当たっては、あらかじめ、予防接種を行う医師に対

し実施計画の概要、予防接種の種類、接種対象者等について説明すること。

(3)接種医療機関及び接種施設には、予防接種直後の即時性全身反応等の発生に対応す

るために必要な薬品及び用具等を備え、又は携行すること。

8 対象者の確認

接種前に、予防接種の通知書その他本人確認書類の提示を求める等の方法により、接

種の対象者であることを慎重に確認すること。

なお、「子官頸がん等ワクチン接種緊急促進事業の実施について」 (平成 22年 11月

26日 厚生労働省健康局長、医薬食品局長連名通知)に基づき過去に一部接種した回数に

っぃては、これを踏まえて、残りの接種回数を決定すること。

9 予診票

(1)亭L幼児や主に小学生が接種対象となっている定期接種 (ジ フテリア、百日せき、破

傷風、急性灰白髄炎、麻しん、風しん、日本脳炎、結核、Hib感 染症又は小児の肺



炎求菌感染症)については様式第二予防接種予診票 (乳幼児・小学生対象)を、ヒト
パピローマウイルス感染症の定期接種のうち、接種を受ける者に保護者が同伴する場

合及び接種を受ける者が既婚者の場合については様式第ニヒトパピローマウイルス予

防接種予診票 (保護者が同伴する場合、受ける人が既婚の場合)を、接種を受ける者
に保護者が同伴しない場合については様式第四ヒトパピローマウイルス感染症予防接

種予診票 (保護者が同伴しない場合)を 、インフルエンザの定期接種については様式

第五予防接種予診票を参考にして予診票を作成すること。

なお、予診票については、予防接種の種類により異なる紙色のものを使用すること

等により予防接種の実施に際して混同を来さないよう配慮すること。

(2)作成した予診票については、あらかじめ保護者に配布し、各項目について記入する

よう求めること。

(3)市町村長は、接種後に予診票を回収し、文書管理規程等に従い、少なくとも5年間

は適正に管理・保存すること。

10 予診並びに予防接種不適当者及び予防接種要注意者

(1)接種医療機関及び接種施設において、間診、検温、視診、聴診等の診察を接種前に

行い、予防接種を受けることが適当でない者又は予防接種の判断を行うに際して注意

を要する者に該当するか否かを調べること (以 下「予診」という。)。

(2)個別接種については、原則、保護者の同伴が必要であること。

ただし、政令第 1条の 2第 2項の規定による対象者に対して行う予防接種、政令附

則第 4項による日本脳炎の定期接種及びヒトパピローマウイルス感染症の定期接種 (

いずれも 13歳以上の者に接種する場合に限る。)において、あらかじめ、接種する

ことの保護者の同意を予診票上の保護者自署欄にて確認できた者については、保護者
の同伴を要しないものとする。

また、接種の実施に当たっては、被接種者本人が予防接種不適当者又は予防接種要

注意者か否かを確認するために、予診票に記載されている質問事項に対する回答に関

する本人への問診を通じ、診察等を実施したうえで、必要に応じて保護者に連絡する

などして接種への不適当要件の事実関係等を確認するための予診に努めること。

なお、被接種者が既婚者である場合は、この限りではない。

(3)乳幼児に対して定期接種を行う場合は、保護者に対し、接種前に母子健康手帳め提

示を求めること。

(4)イ ンフルエンザの定期接種の実施に際しては、接種を受ける法律上の義務がないこ

とから、対象者が自らの意思で接種を希望していることを確認すること。対象者の意

思の確認が容易でない場合は、家族又はかかりつけ医の協力を得て、その意思を確認

することも差し支えないが、明確に対象者の意思を確認できない場合は、接種しては

ならないこと。

(5)予診の結果、異常が認められ、予防接種実施規則 (昭和 33年厚生省令第 27号以下
「実施規則」という。)第 6条に規定する者に該当する疑いのある者と判断される者

に対しては、当日は接種を行わず、必要があるときは、精密検査を受けるよう指示す

ること。この場合、インフルエンザの定期接種については、法の趣旨を踏まえ、積極

的な接種勧奨とならないよう特に留意すること。なお、インフルエンザの定期接種で

接種後 2日 以内に発熱のみられた者及び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状を呈し

たことがある者は、予防接種法施行規則 (昭和 23年厚生省令第 36号。以下「施行規

則」という。)第 2条第 7号に該当することに留意すること。

(6)予防接種の判断を行うに際して注意を要する者については、被接種者の健康状態及

び体質を勘案し、慎重に予防接種の適否を判断するとともに、説明に基づく同意を確

実に得ること。

11 予防接種後副反応等に関する説明及び同意

予診の際は、予防接種の有効性 。安全性、予防接種後の通常起こり得る副反応及びま

れに生じる重い副反応並びに予防接種健康被害救済制度について、定期接種の対象者又

はその保護者がその内容を理解し得るよう適切な説明を行い、予防接種の実施に関して

文書により同意を得た場合に限り接種を行うものとすること。

ただし、政令第1条 の2第 2項の規定による対象者に対して行う予防接種、鵞令附則

第4項による日本脳炎の定期接極及びヒトパピロ‐マウイルス感染症の定期接種 (いず

れも 13歳 以上の者に接種する場合に限る。)において、保護者が接種の場に同伴しな

い場合には、予防接種の有効性 。安全性、予防接種後の通常起こり得る副反応及びまれ

に生じる重い副反応並びに予防接種健康被害救済制度についての説明を事前に理解する

必要があるため、様式第四予診票を参考に、説明に関する情報を含有している予診票を

作成した上で、事前に保護者に配布し、保護者がその内容に関する適切な説明を理解し

たこと及び予防接種の実施に同意することを当該予診票により確認できた場合に限り接

種を行 うものとすること。

なお、児童福祉施設等において、接種の機会ごとに保護者の文書による同意を得るこ

とが困難であることが想定される場合には、当該施設等において、保護者の包括的な同

意文書を事前に取得しておくことも差し支えなく、また、被接種者が既婚者である場合

は、被接種者本人の同意にて足りるものとする。

12 接種時の注意

(1)予防接種を行うに当たつては、次に掲げる事項を遵守すること。

ア 予防接種に従事する者は、手指を消毒すること。

イ 接種液の使用に当たつては、有効期限内のものを均質にして使用すること。

ウ バイアル入りの接種液は、栓及びその周囲をアルコール消毒した後、栓を取り外

さないで吸引すること。

工 接種液が入つているアンプルを開口するときは、開口する部分をあらかじめアル

コール消毒すること。

オ 結核及びヒトパピローマウイルス感染症以外の予防接種にあつては、原則として

上腕伸側に皮下接種により行う。接種前には接種部位をアルコール消毒し、接種に

際しては注射針の先端が血管内に入つていないことを確認すること。同一部位への

反復しての接種は避けること。

力 結核の予防接種にあつては、接種前に接種部位をアルコール消毒し、接種に際し



ては接種部位の皮膚を緊張させ、ワクチンの懸濁液を上腕外側のほぼ中央部に滴下

塗布し、9本針植付けの経皮用接種針 (管針)を接種皮膚面に対してほぼ垂直に保

ちこれを強く圧して行うこと。接種数は2箇 とし、管針の円跡は相互に接するもの

とすること,。

キ ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種にあつては、ワクチンの添付文書の記

載に従つて、原則として上腕の三角筋部又は大腿四頭筋に筋肉内注射する。接種前

に接種部位をアルコール消毒し、接種に際しては注射針の先端が血管内に入つてい

ないことを確認すること。同一部位への反復しての接種は避けること。

ク 接種用具等の消毒薬は、十分な濃度のものを使用すること。

(2)被接種者及び保護者に対して、次に掲げる事項を要請すること。

ァ 接種後は、接種部位を清潔に保ち、接種当日は過激な運動を避けるよう注意し、

又は注意させること。

イ 接種後、接種局所の異常反応や体調の変化を訴える場合は、速やかに医師の診察

を受け、又は受けさせること。

ウ 被接種者又は保護者は、イの場合において、被接種者が医師の診察を受けたとき
、は、速やかに当該予防接種を行つた市町村 (特別区を含む。以下同じ。)の担当部

局に連絡すること。

13 A類 疾病の定期接種を集団接種で実施する際の注意事項

(1)実施計画の策定

予防接種の実施計画の策定に当たつては、予防接種を受けることが適当でない者を

確実に把握するため、特に十分な予診の時間を確保できるよう留意すること。   ′

(2)接種会場

ア 冷蔵庫等の接種液の貯蔵設備を有するか、又は接種液の貯蔵場所から短時間で搬
入できる位置にあること。

イ 2種類以上の予防接種を同時に行う場合は、それぞれの予防接種の場所が明確に

区別され、適正な実施が確保されるよう配慮すること。

(3)接種用具等の整備

ア 接種用具等、特に注射針、体温計等多数必要とするものは、市町村が準備してお

くこと。

イ 注射器は、2ミ リリットル以下のものを使用すること。

ウ 接種用具等を滅菌する場合は、煮沸以外の方法によること。

(4)予防接種の実施に従事する者       ・

ア 予防接種を行 う際は、予診を行う医師 1名 及び接種を行う医師 1名 を中心とし、
これに看護師、保健師等の補助者 2名 以上及び事務従事者若干名を配して班を編制
し、各班員が行 う業務の範囲をあらかじめ明確に定めておくこと。

イ 班の中心となる医師は、あらかじめ班員の分担する業務について必要な指示及び

注意を行い、各班員はこれを遵守すること。                 ｀

(5)安全基準の遵守

市町村長は、医療機関以外での予防接種の実施においては、被接種者に副反応が起

こつた際に応急対応が可能なように下記における安全基準を確実に遵守すること。

ア 経過観察措置

市町村長は、予防接種が終了した後に、短時間のうちに、被接種者め体調に異変

が起きても、その場で応急治療等の迅速な対応ができるよう、接種が終わつた者の

身体を落ち着かせ、本人、接種に関わつた医療従事者又は実施市町村の職員が接種

が終わつた者の身体の症状を観察できるように、接種後ある程度の時間は接種会場

に止まらせること。

イ 応急治療措置

市町村長は、予防接種後、被接種者にアナフィラキシーショックやけいれん等の

重篤な副反応がみられたとしても、応急治療ができるよう救急処置物品 (血圧計、

静脈路確保用品、輸液、エピネフリン・抗ヒスタミン剤・抜けいれん剤・副腎皮質

ステロイ ド剤等の薬液、喉頭鏡、気管チユーブ、蘇生バッグ等)を準備すること。

ウ 救急搬送措置

市町村長は、被接種者に重篤な副反応がみられた場合、速やかに医療機関におけ
・  る適切な治療が受けられるよう、医療機関への搬送手段を確保するため、市町村に

て保有する車両を活用すること又は、事前に緊急車両を保有する消防署及び近隣医

療機関等と接種実施日等に関して、情報共有し、連携を図ること。

(6)保護者の同伴要件

集団接種については、原則、保護者の同伴が必要であること。

ただし、政令第 1条の2第 2項の規定による対象者に対して行 う予防接種、政令附

則第4項による日本脳炎の定期接種及びヒトパピローマウイルス感染症の定期接種 (

いずれも 13歳以上の者に接種する場合に限る。)において、あらかじめ、接種する

ことの保護者の同意を予診票上の保護者自署IFnに て確認できた者については(保護者

の同伴を要しないものとする。

また、接種の実施に当たつては、被接種者本人が予防接種不適当者又は予防接種要

注意者か否かを確認するために、予診票に記載されている質問事項に対する回答内容

に関する本人への間診を通じ、診察等を実施したうえで、必要に応 じて保護者に連絡

するなどして接種への不適当要件の事実関係等を確認するための予診に努めること。

なお、被接種者が既婚者である場合は、この限りではない。

(7)予防接種を受けることが適当でない状態の者への注意事項

予診を行う際は、接種場所に予防接種を受けることが適当でない状態等の注意事項

を掲示し、又は印刷物を配布して、保護者等から予防接種の対象者の健康状態、既往

症等の申出をさせる等の措置をとり、接種を受けることが不適当な者の発見を確実に

すること。

(8)女性に対する接種の注意事項

政令第 1条の2第 2項の規定による対象者に対して行う予防接種、政令附則第 4項

で定める日本脳炎の定期接種及びヒトパピローマウイルス感染症の定期接種対象者の

うち、13歳以上の女性への接種に当たっては、妊娠中若しくは妊娠している可能性が

ある場合には原則接種しないこととし、予防接種の有益性が危険性を上回ると判断し

た場合のみ接種できる。このため、接種医は、入念な予診が尽 くされるよう、予診票



に記載された内容だけで判断せず、必ず被接種者本人に、口頭で記載事実の確認を行

うこと。また、その際、被接種者本人が事実を話 しやすいような環境づくりに努める

とともに、本人のプライバシーに十分配慮すること。

14 予防接種に関する記録及び予防接種済証の交付

(1)予防接種を行った際は、施行規則に定める様式による予防接種済証を交付すること。

(2)予防接種を行った際、母子健康手帳に係る浮L児又は幼児については、 (1)に代え

て、母子健康手帳に予防接種の種類、接種年月 日その他の証明すべき事項を記載する

こと。

15 予防接種の実施の報告

市町村長は、定期接種を行つたときは、政令第 7条の規定による報告を 「地域保健・

老人保健事業報告」 (厚生労働省大臣官房統計情報部作成)の作成要領に従って行 うこ

と。

16 都道府県の麻 しん対策の会議への報告

「麻 しんに関する特定感染症予防指針」 (平成 19年厚生労働省告示第 442号)に基

づき、都道府県知事は、管内市町村長 と連携 し、管内における麻 しんの予防接種実施状

況等を適宜把握 し、都道府県を単位 として設置される麻 しん対策の会議に速やかに報告

すること。

17 他の予防接種 との関係

(1)乾燥弱毒生麻 しん風 しん混合ワクチン、乾燥弱毒生麻 しんワクチン、乾燥弱毒生風

しんワクチン又は、経皮接種用乾燥 BCGワ クチンを接種 した日から別の種類の予防

接種を行 うまでの間隔は、27日 以上おくこと。沈降精製百 日せきジフテ リア破傷風不

活化ポ リオ混合ワクチン、沈降精製百日せきジフテ リア破傷風混合ワクチン、不活化

ポリオワクチン、乾燥細胞培養 日本脳炎ワクチン、沈降ジフテ リア破傷風混合 トキソ

イ ド、乾燥ヘモフィアレス b型 ワクチン、沈降 7価肺炎球菌結合型 7ク チン及び組換え

沈降 2価 (4価)ヒ トパピローマウイルス様粒子ワクチンを接種 した日から別の種類

の予防接種を行 うまでの間隔は、6日 以上おくこと。

(2)2種類以上の予防接種を同時に同一の接種対象者に対 して行 う同時接種 (混合ワク

チンを使用す る場合を除く。)は 、医師が特に必要と認めた場合に行 うことができる

_ こと。

18 長期にわた り療養を必要とする疾病にかかった者等の定期接種の機会の確保

(1)イ ンフルエンザを除 く法の対象疾病 (以下 「特定疾病」という。)について、それ

ぞれ政令で定める予防接種の対象者であつた者 (当 該特定疾病にかかつている者又は

かかったことのある者その他施行規則第 2条各号に規定する者を除く。)であって、

当該予防接種の対象者であった間に、 (2)の特別の事情があることにより予防接種

を受けることができなかったと認められる者については、当該特別の事情がなくなっ

た日から起算して2年を経過する日までの間 ((3)の場合を除く。)、 当該特定疾

病の定期接種の対象者とすること。

(2)特別の事情     ・

ア 次の (ア )か ら (ウ )ま でに掲げる疾病にかかづたこと (やむを得ず定期接種を

受けることができなかつた場合に限る。)

(ア )重症複合免疫不全症、無ガンマグロブリン血症その他免疫の機能に支障を生じ

させる重篤な疾病

(イ )白血病、再生不良性貧血、重症筋無力症、若年性関節ソウマチ、全身性エリテ

マ トーデス、潰瘍性大腸炎、ネフローゼ症候群その他免疫の機能を抑制する治泰

を必要とする重篤な疾病

(ウ )(ア )又は (イ )の疾病に準ずると認められるもの

(注)上記に該当する疾病の例は、別表に掲げるとおりである。ただし、これは、

別表に掲げる疾病にかかつたことのある者又はかかつている者が一律に予防接

種不適当者であるということを意味するものではなく、予防接種実施の可否の

判断は、あくまで予診を行う医師の診断の下、行われるべきものである。

イ 臓器の移植を受けた後、免疫の機能を抑制する治療を受けたこと (やむを得ず定

期接種をうけることができなかつた場合に限る。)

ウ 医学的知見に基づきア又はイに準ずると認められるもの

(3)対象期間の特例

ア ジフテリア、百日せき、急性灰白髄炎及び破傷風については、15歳 (沈降精製百

日せきジフテリア破傷風不活化ポリオ混合ワクチンを使用する場合に限る。)に達

するまでの間

イ 結核については、4歳に達するまでの間

ゥ Hib感 染症及び小児の肺炎球菌感染症については、10歳 に達するまでの間

(4)留意事項

市町村は、 (2)の 「特別の事情」があることにより定期接種を受けることができ

なかつたかどうかについては、被接種者が疾病にかかっていたことや、やむを得ず定

期接種を受けることができなかつたと判断した理由等を記載した医師の診断書や当該

者の接種歴等により総合的に判断すること。

(5)厚生労働省への報告

上記に基づき予防接種を行つた市町村長は、被接種者の接種時の年齢、当該者がか

かっていた疾病の名称等特別の事情の内容、予防接種を行つた疾病、接種回数等を、

任意の様式により速やかに厚生労働省結核感染症課に報告すること。

19保
嚢馨票堕循丁曇勇理言電ょり、居住地以外の市町村で定期接種を受けることを希望

する場合:予防接種を受ける機会を確保する観点から、居住地以外の医療機関と委託契

約を行う、居住地の市町村長,か ら里帰り先の市町村長へ予防接種の実施を依頼する等の

配慮をすること。



20 予防接種時の事故の報告

市町村長は、定期接種を実施する際、予防接種に係る事故の発生防止に努めるととも
に、事故の発生を迅速に把握できる体制をとり、万が一、誤ゎた用法用量でワクチンを
接種 した、有効期限の切れたワクチンを接種した等の重大な健康被害につながるおそれ
のある事故を把握した場合には、以下の①から③までの内容を任意の様式に記載し、都
道府県を経由して、厚生労働省健康局結核感染症課に速やかに報告すること。

なお、接種間隔の誤 りなど、直ちに重大な健康被害につながる可能性が低い事故につ
いては、都道府県が管内の市町村で毎年4月 1日 ～翌年 3月 31日 までに発生した事故
をとりまとめの上、その事故の態様毎の件数のみを毎年4月 30日 までに厚生労働省健
康局結核感染症課に報告すること。

① 予防接種を実施した機関

② ワクチンの種類、メーカー、ロット番号

③ 予防接種を実施した年月日 (事故発生日)

④ 事故に係る被接種者数

⑤ 事故の概要と原因

⑥ 市町村長の講じた事故への対応 (公表の有無を含む。)

⑦ 健康被害発生の有無 (健康被害が発生した場合は、その内容)

③ 今後の再発防止策

21 副反応報告

法の規定による副反応報告については、 「定期の予防接種等による副反応の報告等の

取扱いについて」 (平成 25年 3月 30日 付健発 0330第 3号、薬食発 0330第 1号厚生労

働省健康局長、医薬食品局長連名通知)を参照すること。

第 2 各論

1 ジフテ リア、百 日せき、急性灰自髄炎及び破傷風の定期接種

(1)ジ フテ リア、百日せき、急性灰 白髄炎及び破傷風について同時に行 う第 1期 の予防

接種は、沈降精製百 日せきジフテ リア破傷風不活化ポリオ混合 ワクチンを使用し、初
回接種については生後3月 に達した時から生後 12月 に達するまでの期間を標準的な
接種期間として 20日 から56日 までの間隔をおいて3回、追加接種については初回接
種終了後 12月 に達した時から 18月 に達するまでの期間を標準的な接種期間として 1

回行 うこと。

(2)ジフテリア、百日せき及び急性灰白髄炎について、ジフテリア、急性灰白髄炎及び
破傷風につぃて又は百日せき、急性灰白髄炎及び破傷風について同時に行う第1期 の
予防接種は、 (1)と 同様とすること。

(3)ジフテリア、百日せき及び破傷風について同時に行う第 1期の予防接種は、沈降精
製百 日せきジフテ リア破傷風不活化ポリオ混合ワクチン又は沈降精製百日せきジフテ

リア破傷風混合 ワクチンを使用 し、初回接種については生後 3月 に達 した時から生後
12月 に達するまでの期間を標準的な接種期間として 20日 から56日 までの間隔をおい

て 3回、追加接種については初回接種終了後 12月 に達した時から 18月 に達するまで

の期間を標準的な接種期間として 1回行 うこと。

(4)ジ フテ リア及び百日せきについて又は百日せき及び破傷風について同時に行 う第 1

期の予防接種は、 (3)と 同様 とすること。

(5)ジ フテ リア及び急性灰 白髄炎について、百日せき及び急性灰 白髄炎について又は急

性灰 白髄炎及び破傷風について同時に行 う第 1期の予防接種は、 (1)と 同様 とする

こと。

(6)ジ フテ リア及び破傷風について同時に行 う第 1期の予防接種は、沈降精製百 日せき

ジフテ リア破傷風不活化ポリオ混合 ワクチン又は沈降精製百日せきジフテ リア破傷風

混合ワクチンを使用 した時は、初回接種については生後 3月 に達 した時から生後 12

月に達するまでの期間を標準的な接種期間として 20日 から 56日 までの間隔をおいて

3回、追加接種については初回接種終了後 12月 に達した時から 18月 に達するまでの

期間を標準的な接種期間として 1回行 うこと。

また、沈降ジフテ リア破傷風混合 トキソイ ドを使用 した時は、初回接種については

生後 3月 に達 した時から生後 12月 に達するまでの期間を標準的な接種期間として 20

日から56日 まその間隔をおいて2回、追カロ接種については初回接種終了後 12月 に達

した時から 18月 に達するまでの期間を標準的な接種期間として 1回行 うこと。

(7)ジフテリア又は破傷風の第 1期 の予防接種は、 (6)と 同様とすること。

(8)百 日せきの第1期 の予防接種は、 (3)と 同様とすること。

(9)急性灰白髄炎の予防接種は、沈降精製百日せきジフテリア破傷風不活化ポリオ混合

ヮクチンを使用した時は、初回接種については生後 3月 に達した時から生後 12月 に

達するまでの期間を標準的な接種期間として 20日 から56日 までの間隔をおいて3回、

追カロ接種については初回接種終了後 12月 に達した時から 18月 に達するまでの期間を

標準的な接種期間として 1回行うこと。

また、不活化ポリオフクチンを使用したときは、初回接種:|つ いては、生後 3月 に

達した時から生後 12月 に達するまでの期間を標準的な接種期間として、20日 以上の

間隔をおいて 3回、追加接種については初回接種終了後 12月 に達した時から 18月 に

達するまでの期間を標準的な接種期間として 1回行うことし

(10)第 1期の予防接種の初回接種においては、沈降精製百日せきジフテリア破傷風不活

化ポリオ混合ワクチン、沈降精製百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン又は沈降ジ

フテリア破傷風混合トキソイドのうちから、使用するワタチンを選択することが可能

な場合であつても、原則として、同一種類のワクチンを必要回数接種すること。

(11)第 1期の予防接種の初回接種においては、発熱や急性疾患等のやむを得ない事情に

より、20日 から 56日 までの間隔で、接種が実施できなかつた者については、その要

因が解消された後、政令で定める接種の期間内に、速やかに実施した場合、当該接種

間隔を超えて接種したとしても、接種間隔内における接種とみなすこととしており、

定期予防接種として取り扱うものとする。

(12)ジ フテリア及び破傷風について同時に行う第 2期 の予防接種は、沈降ジフテリア破

傷風混合 トキソイドを使用し、11歳に達した時から 12歳に達するまでの期間を標準

的な接種期間として1回行うこと。



(13)ジフテリア又は破傷風の第 2期の予防接種は、 (12)と 同様とすること。

(14)ジ フテ リア、百 日せき、急性灰 白髄炎又は破傷風のいずれかの既罹患者においては、

既罹患疾病以外の疾病に係る予防接種のために既罹患疾病に対応するワクチン成分を

含有する混合ワクチンを使用することを可能とする。

ただ し、第 2期 の予防接種に使用するワクチンは沈降ジフテリア破傷風混合 トキソ

イ ドのみとする。

(15)急性灰自髄炎の予防接種については、次のことに留意すること。

ア 急性灰 白髄炎の予防接種の対象者については、原則 として、平成 24年 9月 1日

より前の接種歴に応 じた接種回数 とすることから、予防接種台帳による確認や保護

者か らの聞き取 り等を十分に行い、接種歴の把握に努める必要があること。

イ 平成 24年 9月 1日 より前に経 口生ポリオワクチンを 1回接種 した者については、

平成 24年 9月 1日 以降は、急性灰 自髄炎の初回接種を 1回受けたものとみなす。

なお、平成 24年 9月 1日 より前に経 口生ポリオワクチンを 2回接種 した者は、定

期接種として受けることはできないこと。

ウ 平成 24年 9月 1日 より前に海外等で不活化ポリオワクチンの接種を受けた者は、

医師の判断と保護者の同意に基づき、既に接種 した回数分の急性灰 白髄炎の初回接

種を受けたものとしてみなすことができること。
工 不活化ポ リオフクチンの接種方法については、平成 24年 9月 から一定期間 (3

年程度)経過後は、20日 から 56日 までの間隔を置いて接種することとする予定で

あること。

2 麻 しん又は風 しんの定期接種

(1)対象者

ア 麻 しん又は風 しんの第 1期の予防接種は、乾燥弱毒生麻 しんワクチン又は乾燥弱

毒生風 しんワクチン若 しくは乾燥弱毒生麻しん風 しん混合ワクチンにより、生後 12

月から生後 24月 に至るまでの間にある者に対し、 1回行 うこと。 この場合におい

ては、早期の接種機会を確保すること。

イ 麻 しん又は風 しんの第 2期の予防接種は、乾燥弱毒生麻しんワクチン又は乾燥弱

毒生風 しんワクチン若 しくは乾燥弱毒生麻 しん風 しん混合ワクチンにより、 5歳以

上 7歳未満の者であつて、小学校就学の始期に達する日の 1年前の 日から当該始期

に達する日の前 日までの間にあるもの (小学校就学前の 1年間にある者)に対し、

1回行 うこと。

(2)混合 ワクチンの使用

麻 しん及び風 しんの第 1期又は第 2期の予防接種において、麻しん及び風 しんの予

防接種を同時に行 う場合は、乾燥弱毒生麻しん風 しん混合ワクチンを使用すること。

(3)接種液の用法

乾燥弱毒生麻 しんワクチン、乾燥弱毒生風 しんワクチン及び乾燥弱毒生麻しん風し

ん混合ワクチンは、溶解後にウイルスカ価が急速に低下することから、溶解後速やか

に接種すること。

(4)一部の疾病に既罹患である場合の混合 ワクチン接種

麻しん又は風しんの既罹患者においては、既罹患疾病以外の疾病に係る予防接種

のために既罹患疾病に対応するワクチン成分を含有する混合ワクチンを使用すること

を可能とする。

3 日本脳炎の定期接種

(1)日 本脳炎の第 1期 の予防接種は、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンにより、初回接種

については3歳に達した時から4歳に達するまでの期間を標準的な接種期間として6

日から 28日 までの間隔をおいて2回、追加接種については、初回接種終了後おおむ

ね1年を経過 した時期に、4歳に達した時から5歳に達するまでの期間を標準的な接

種期間として 1回行うこと。

(2)第 2期 の予防接種は、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンにより、 9歳に達した時から

10歳に達するまでの期間を標準的な接種期間として 1回行うこと。

(3)予防接種の特例

ア 実施規則附則第4条の対象者 (平成 19年 4月 2日 から平成 21年 10月 1日 に生

まれた者で、平成 22年 3月 31日 までに日本脳炎の第 1期の予防接種が終了してい

ない者で、生後 6月 から90月 又は9歳以上 13歳未満にある者)

(ア )実施規則附則第4条第 1項により、残り2回の日本脳炎の予防接種を行 う場合

は、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンにより、6日 以上の間隔をおいて 2回接種す

ること。なお、既に接種済みの 1回 と今回の接種間隔については、 6日 以上の間

隔をおくこと。

(イ )実施規則附則第4条第 1項により、残り1回の日本脳炎の予防接種を行 う場合

は、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンにより、 1回接種すること。なお、既に接種

済みの 2回 と今回の接種間隔については、6日 以上の間隔をおくこと。

(ウ)実施規則附則第4条第 2項による日本脳炎の予防接種は、乾燥細胞培養 日本脳

炎ワクチンにより、6日 から 28日 までの間隔をおいて2回、追カロ接種について

は2回接種後概ね 1年を経過した時期に 1回接種すること。

イ 実施規則附則第 5条の対象者 (平成 7年 4月 2日 から平成 19年 4月 1日 に生ま

れた者で、20歳未満にある者 :平成 17年 5月 30日 の積極的勧奨の差し控えによ

って第 1期、第 2期の接種が行われていない可能性がある者)

(ア )実施規貝J附則第 5条第 1項により、残り3回 の日本脳炎の予防接種を行 う場合

(第 1期の初回接種を1回受けた者)は、乾燥細胞培養日本脳炎ワタチンにより、

6日 以上の間隔をおいて残り2回の第 1期接種を行うこととし、第 2期接種は、

9歳以上の者に対して、第1期終了後6日 以上の間隔をおいて行うこと。

(イ )実施規貝U附則第 5条第 1項により:残 り2回の日本脳炎の予防接種を行 う場合

(第 1期の初回接種が終了した者)は、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンにより、

6日 以上の間隔をおいて第 1期追加接種を行うこととし、第 2期接種は、 9歳以

上の者に対して、第1期終了後 6日 以上の間隔をおいて行うこと。

(ウ)実施規則附則第 5条第 1項により、残 り1回の日本脳炎の予防接種を行 う場合

(第 1期の予防接種が終了した者)は、乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンにより、

第 2期接種として、9歳以上の者に対して、第 1期接種終了後 6日 以上の間隔を



おいて行 うこと。

(工)実施規貝」附則第 5条第 2項から第 5項による日本脳炎の予防接種は、乾燥細胞

培養 日本脳炎ワクチンにより、第 1期の初回接種として 6日 から 28日 までの間
隔をおいて 2回、追加接種については初回接種後おおむね 1年を経過した時期に
1回接種すること。第 2期接種は、9歳以上の者に対して第1期接種終了後、6

日以上の間隔をおいて 1回接種すること。

(4)平成 25年度における予防接種の特例に係る積極的な勧奨
ア 対象者

平成 17年 5月 30日 から平成 22年 3月 31日 までの積極的な勧奨の差し控えによ

り、平成 25年度に7歳 となる者 (平成 18年 4月 2日 から平成 19年 4月 1日 まで
に生まれた者)及び8歳 となる者 (平成 17年 4月 2日 から平成 18年 4月 1日 まで
に生まれた者)にっいては、第 1期の初回接種が、 9歳 (平成 16年 4月 2日 から
平成 17年 4月 1日 までに生まれた者)及び 10歳 (平成 15年 4月 2日 から平成 16

年4月 1日 までに生まれた者)については、第 1期 の追カロ接種が、18歳 となる者 (

平成 7年 4月 2日 から平成 8年 4月 1日 までに生まれた者)については、第 2期の

接種が、それぞれ十分に行われていないことから、 (3)の接種方法に沿つて、平
成 25年度中に予防接種の積極的な勧奨を行うこと。

イ 積極的な勧奨に当たつて、個別通知を行う際には、予防接種台帳を確認して予防
接種を完了していない者にのみ通知を行う方法又は対象年齢の全員に通知した上で、
接種時に母子健康手帳等により残 りの接種すべき回数を確認する方法のいずれの方
法でも差し支えない。

ウ 積極的勧奨の差し警えが行われていた期間に、定期接種の対象者であった者のう
ち、第 1期接種 (初回接種及び追カロ接種)を完了していた者に対しては、市町村長
等が実施可能な範囲で、第 2期接種の積極的勧奨を行つても差し支えない。
なお、上記以外の者に対する第2期接種の積極的勧奨については、ワクチンの供

給量等を踏まえつつ、平成 26年度以降、年齢の高い者から順に、できるだけ早期
に積極的な勧奨を実施することとしている。

(5)厚生労働省においては、厚生労働省ホームページ等を通じて、日本脳炎の予防接種
の対応等に係る情報を提供することとしている。

これらの情報を活用して、保護者等に対し、疾患の特性及び感染のリスクが高い者
等に関すること羊びに平成 25年度の予防接種シーズンにおいて予定されているワク
チンの供給量では、

´
積極的な勧奨の差し控えにより接種機会を逸した全ての者に対す

る十分な接種機会の提供が困難な場合があること■ついて、情報提供を行うこと。
(6)第 1期の初回接種及び追加接種並びに実施規則附則第4条第2項、第5条第3項及

び第4項の規定による接種においては、発熱や急性疾患等のやむを得ない事情により、
6日 か ら 28日 までの間隔又はおおむね 1年が経過 した時期で接種が実施できなから

た者については、その要因等が解消された後、政令で定める接種の期間内に、速やか

に実施 した場合、当該接種間隔を超えて接種 したとしても、接種間隔内における接種
とみなすこととしており、定期接種として取り扱うものとする。

4 結核の定期接種

(1)結核の予防接種は、経皮接種用乾燥BCGワ クチンを使用 し、生後 5月 に達 した時

から生後 8月 に達するまでの期間を標準的な接種期間として 1回行 うこと。

ただし、結核の発生状況等市町村の実情に応 じて、上記の標準的な接種期間以外の

期間に行 うことも差し支えない。

(2)コ ッホ現象にっいて

健常者がBCGを初めて接種 した場合は、接種後 10日 頃に針痕部位に発赤が生じ、

接種後 1月 から2月 までの頃に化膿巣が出現する。

一方、結核既感染者にあつては、接種後 10日 以内に接種局所の発赤 。腫脹及び針

痕部位の化膿等を来たし、通常 2週間から4週間後に消炎、療痕化 し、治癒する一連

の反応が起こることがあり、これをコッホ現象という。これは、BCG再 接種におい

てみられる反応と同一の性質のものが結核感染後の接種において比較的強く出現 した

ものである。

(3)コ ッホ現象出現時の対応

ア 保護者に対する周知

市町村は、予防接種の実施に当たつて、コッホ現象に関する情報提供及び説明を

行い、次の事項を保護者に周知 しておくこと。

(ア )コ ッホ現象と思われる反応が被接種者にみられた場合は、速やかに接種医療

機関を受診させること。

(イ )コ ッホ現象が出現 した場合は、接種局所を清潔に保つ以外の特別の処置は不

要である。反応が起こつてから、びらんや潰瘍が消退するまでの経過がおおむね

4週間を超える等治癒が遷延する場合は、混合感染の可能性 もあることから、接

種医療機関を受診させること。

イ 市町村長におけるコッホ現象事例報告書の取扱い

市町村長は、あらかじめ様式第六のコッホ翠象事例報告書を管内の医療機関に配

布 し、医師がコッホ現象を診断した場合に、保護者の同意を得て、直ちに当該被接

種者が予防接種を受けた際の居住区域を管轄する市町村長へ報告するよう協力を求

めること。

また、市町村長は、医師からコッホ現象の報告を受けた場合は、保護者の同意を

得て、コッホ現象事例報告書を都道府県知事に提出すること。

ウ 都道府県知事のコッホ現象事例報告書の取扱い

都道府県知事は、市町村長からコッホ現象の報告を受けた場合は、厚生労働大臣

あてにコッホ現象事例報告書の写 し (個人情報に係 る部分を除く。)を提出するこ

と。

エ コッホ現象事例報告書等における個人情報のユ扱い

イにおいて、保護者の同意が得られない場合は、個人情報を除く事項をそれぞれ

報告及び提出すること。‐

5 Hib感 染症の定期接種

Hib感染症の予防接種は、初回接種の開始時の月齢ごとに以下の方法により行うこ



ととし、 (1)の方法を標準的な接種方法とすること。

(1)初回接種開始時に生後 2月 から生後 7月 に至るまでの間にある者

乾燥ヘモフィルスb型 ワクチンを使用し、初回接種については 27日 (医師が必要

と認めた場合には 20日 )か ら56日 までの間隔をおいて3回、追加接種については初

回接種終了後 7月 から13月 までの間隔をおいて 1回行うこと。

(2)初回接種開始時に生後 7月 に至つた日の翌日から生後 12月 に至るまでの間にある

者

乾燥ヘモフィルスb型 ワクチンを使用し、初回接種については 27日 (医師が必要

と認めた場合には、20日 )か ら 56日 までの間隔をおいて 2回、追加接種については

初回接種終了後 7月 から13月 までの間隔をおいて1回行うこと。

(3)初回接種開始時に生後 12月 に至つた日の翌日から生後 60月 に至るまでの間にある

者

乾燥ヘモフィルス b型 ワクチンを使用し、 1回行うこと。なお、政令第 1条の2第

2項の規定による対象者に対しても同様とすること。

(4)(1)及 び (2)の初回接種及び追加接種において、発熱や急性疾患等のやむを得

ない事情により、27日 (医師が必要と認めた場合には20日 )か ら56日 までの間隔又

は 7月 から 13月 までの間隔で接種が実施できなかった者については、その要因が解

消された後、政令で定める接種の期間内に、速やかに実施 した場合、当該接種間隔を

超えて接種したとしても、接種間隔内における接種とみなすこととしており、定期接

種として取り扱 うものとする。

6 小児の肺炎球菌感染症の定期接種

小児の肺炎球菌感染症の予防接種は、初回接種の開始時の月齢ごとに以下の方法によ

り行 うこととし、 (1)の方法を標準的な接種方法とすること。

(1)初回接種開始時に生後 2月 から生後 7月 に至るまでの間にある者

沈降 7価肺炎球菌結合型ワクチンを使用し、初回接種については 27日 以上の間隔

をおいて3回、追加接種については生後 12月 から生後 15月 に至るまでの間を標準的

な接種期間として、初回接種終了後 60日 以上の間隔をおいて 1回行うこと。ただし、

初回 2回 目及び 3回 目の接種は、生後 12月 に至るまでに行うこととし、それを超え

た場合は行わないこと (追加接種は実施可能)。

(2)初回接種開始時に生後 7月 に至つた日の翌日から生後 12月 に至るまでの間にある

者

沈降7価肺炎球菌結合型ワクチンを使用し、初回接種については 27日 以上の間隔
をおいて 2回、追加接種については生後 12月 以降に、初回接種終了後 60日 以上の間

隔をおいて 1回行 うこと。ただし、初回 2回 目の接種は、生後 12月 に至るまでに行

うこととし、それを超えた場合は行わないこと (追カロ接種は実施可能)。

(3)初回接種開始時に生後 12月 に至つた日の翌日から生後 24月 に至るまでの間にある

者

沈降 7価肺炎球菌結合型ワクチンを使用 し、60日 以上の間隔をおいて 2回行うこと。

(4)初 回接種開始時に生後 24月 に至つた 日の翌日から生後 60月 に至るまでの間にある

者

沈降 7価肺炎球菌結合型ワクチンを使用し、 1回行うこと。なお、政令第 1条の 2

第 2項の規定による対象者に対 1/て も同様とすること。

7 ヒトパピローマウイルス感染症の定期接種

(1)ヒ トパピローマウイルス感染症の予防接種に、組換え沈降 2価 ヒトパピローマウイ

ルス様粒子ワクチンを使用する場合には、13歳 となる日の属する年度の初日から当該

年度の末日までの間を標準的な接種期間とし、標準的な接種方法として、 1月 の間隔

をおいて 2回行つた後、初回 1回 日の接種から6月 の間隔をおいて 1回行うこと。た

だし、やむを得ず接種間隔の変更が必要な場合は、 1月 から2月 半までの間隔をおい

て 2回行つた後、初回1回 目の接種から5月 から 12月 の間隔をおいて 1回行うこと。

(2)ヒ トパピロニマウイルス感染症の予防接種に、組換え沈降4価 ヒトパピローマウイ

ルス様粒子ワクチンを使用する場合には、13歳 となる日の属する年度の初日から当該

年度の末日までの間を標準的な接種期間とし、標準的な接種方法として、 2月 の間隔

をおいて2回行つた後、初回 1回 日の接種から6月 の間隔をおいて 1回行うこと。た

だし、当該方法をとることができない場合は、 1月 以上の間隔をおいて 2回行つた後、

初回2回 目の接種から3月 以上の間隔をおいて1回行うこと。

(3)(1)の 場合、発熱や急性疾患等のやむを得ない事情により、上記に定める間隔の

間に接種が実施できなかつた者については、その要因が解消された後、政令で定める

接種の期間内に、速やかに実施した場合、当該接種間隔を超えて接種したとしても、

接種間隔内における接種とみなすこととしており、定期接種として取り扱うものとす

る。

(4)組換え沈降 2価 ヒトパピローマウイノィス様粒子ワクチンと組換え沈降4価 ヒトパピ

ローマウイルス様粒子ワクチンの互換性に関する安全性、免疫原性、有効性に関する

データはないことから、同

「

の者に両ワクチンを使用せず、同一のワクチンを使用す

ること。

(5)ヒ トパピローマウイルス感染症の予防接種後に血管迷走神経反射として失神があら

われることがあるので、失神による転倒等をF/t止するため、注射後の移動の際には、

保護者又は医療従事者が腕を持つなどして付き添うようにし、接種後 30分程度、体

重を預けられるような場所で座らせるなどした上で、なるべく立ち上がらないように

指導し、被接種者の状態を観察する必要があること。

(6)やむを得ず集団接種を行う場合には、 (5)を遵守するとともに、ヒトパピローマ

ウイルス感染症は性感染症であること等から、特段の西1慮を行うこと。



ラングルハンス (細胞)組織球症(Histiocytosis X)

ウィルムス(Wilms)腫瘍

―イング(Ewing)肉腫

EBウイルス感染症
(Graft Versus Host disease、 移植片対宿主病)

再生不良性貧血
自己免疫性溶血性貧血

先天性細胞性免疫不全症
無ガンマグロプリン血症
重症複合免疫不全症
パリアプル・イムノデフイシエンシー(variable
inllnunOdeficiency)

ディジョージ (DiCeorte)症 候群
ウィスコット・アル ドリッチ(Wiskott― Aldrich)症 候群
後天性免疫不全症候群 (AIDS、 HIV感染症)

レノックス・ガス トウ(Lennox― Gastaut)症候群
重症乳児ミオクロニーてんかん
コントロール不良な「てんかん」
Verdnig HOffmann病
先天性ミオパチー
先天性筋ジス トロフィー
ミトコンドリア病
ミニコア病

リー (Leigh)脳症
レット(Rett)症候群

重症筋無力症
ギラン・パレー症候群

神経線維腫症 I型 (レ ックリングハウゼン病)

管異形成症候群
肝内胆管閉鎖症
原発性硬化性胆管炎

先天性胆道拡張症 (先天性総胆管拡張症)

胆道閉鎖症 (先天性胆道閉鎖症)

門脈圧克進症
潰瘍性大腸炎
クローン病
自己免疫性肝炎
原発性胆汁性肝硬変

症肝炎

シェーグレン

年性関節リウマチ
チル (Still)病

ベーチェット病
全身性エリテマ トーデス

多発性筋炎・皮膚筋炎
サルコイ ドーシス

急速進行性糸球体腎炎
グッドパスチャー(Goodpasture)症 候群

又は心室の細動
又は心室の粗動
全庁候群

ロマノ・ フル ド(Romano― Ward)症候群

右室低形成症

損症 (一次口欠損症、共通房室弁口症)

心房中隔欠損症 (二次口欠損症、静脈洞欠損症)

単心室症
単心房症

両大血管右室起始症

下垂体機能低下症
アジソン(Addison)病
クッシング(Cushing)症候群
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診察前の体温 度 分

住 所

受ける人の氏名 男

女

年

日

生

月

平成 年    月    日生

歳   力月)(潤保 護 者 の 氏 名

様式第二

]予防接種予診票 (乳幼児。小学生対象)

医師の診察・説明を受け、予防接種の効果や目的、重篇な副反応の可能性、予防接種健康被害救済詢度などについて理解した上で、

接種することに  ( 同意 します 。同意しません )※かつこの中のどちらかを0で囲んでください。

この予診票は、予防接種の安全性の確保を目的としています。このことを理解の上、本予診票が市FrHに 提出されることに同意します。

フクチン名

Lot No

(注)有効期限が切れていないか要確認

※ (皮下接種 )

ml

実施場所         医 師 名

接積年月日    平 成    年    月    日

(注)ガンマグロプリンは、血液製剤の一種で、A型肝炎などの感染症の予防目的や菫症の感染症の治療目的などで注射されることがあ

り、この注射を3～ 6カ 月以内に受けた方は、麻しんなどの予防接種の効果が十分に出ないことがあります。

※BCGの 予防接種については、「規定量をBCC用 管針を用いて経政接種J等 と記載すること。

様式第二

医師の診棗・説明を受け、予防接種の効果や目的、■■な副反応の可能性、予防接種健康被害救済制度などについて理解した上で、横

穂することに  ( 同意 します・同意 しません )※ かつこの中のどちらかを○で囲んでください。

この予診票は、予防接租の安全性の確保を目的としています。このことを理解の上、本予診栗が市町村に提出されることに同意 します。

保護者 (機種を受ける者が既婚者の場合は本人)自 署

翻 ■

ワクチン名

Lot   No

(D有 効期限がきれていない力雛 日

筋内内機種

0  5 1n i

実施場所         医 師 名

接積年月 日    平 成    年    月    日

※ 接種を受ける人が既婚の場合には、当腋部分への記載は必要ありません.

ヒレくピローマウイルス感染症予防接種予診

診嘉前の体担 慶 分

住 所

受ける人の氏名
男

女

年

ロ

生

月

平成    年    月    日生

(満   歳   力月)保護者の氏名※

質 間 事 項 回  答  相 医師記入欄

今 日受ける予防捜種について市町村か ら配 られている説明書を読みましたか いいえ

あなたのお子 さんの発育歴についておたずねします

出生体重 (     )8        分娩時に異常がありましたか

出生後に異常がありましたか

現 児偉 診でユ 鶯 が あ る といわれ た rン が あ り菫十 か

あつた

あつた

なかつた

なかつた

今 日体に具合の悪いところがありますか

具体的な症状を書いてください (                    )
は い いいえ

最近 1カ 月以内に病気にかか りましたか

病名 (                                )
は い いいえ

1カ 月以内に家族や燿び仲間に麻 しん、風しん、水疫、おたふくカゼ などの病気の方が

いましたか (痛名                                 )
Itい いいえ

生まれてか ら今までに家族など身のまわりに結核にかかつた方がいましたか いいえ

1カ 月以内に予防接種を受けましたか

予防格細の稲編 (

いいえ

生まれてから今までに先天性異常、心瞭、腎臓、肝諄、脳神経、免疫不全症その他の病気
にかかり、医師の診察を受けていますか 病名 (          )

いいえ

その病気を診てもらつている医師に今日の予防接種を受けてよいといわれましたか

ひきつけ (け いれん)をおこしたことがありますか    (    )歳 頃 いいえ

そのとき熱が出ましたか

薬や食 品で皮膚に発疹や じんましんが出た り、体の具合が悪 くなったことがありますか

近親者に先天性免疫不全と診断されている方はいますか
によい いいえ

これまでに予防接種を受けて具合が悪くなつたことはありますか

予防接種の種類 (                            )

あ る ない

近規者に予防接種を受けて具合が悪くなつた人はいますか いいえ

6カ月以内に輸血あるいはガンマグロプ リンの注射 を受けましたか は い いいえ

今日の予防接種について質問がありますか いいえ

医師記入欄

以上の間惨及び診察の結果、今日の予防接租は ( 実施できる・見合わせた方がよい )と 判断します。

保饉者に対 して、予防接種の効果、副反応及び予防接積健康被害救済制度について、説明をしました。

医師署名又は記‰押印

質 問 事 項 回  答  lR 医師記入相

今 日受ける予防機種について市町村から配 られている説明書を読みま したか いいえ

今日体に具合の悪いところがありますか

日供齢力壼絆を彗いて
`″

さい (

いいえ

最近 1カ月以内に病気にかか りましたか

歯ム  `

いいえ

1カ 月以内に予防接種を受けましたか

予防接種の種類 (                             )
いいえ

生まれてから今までに先天性異常、心臓、腎日、肝日、鵬神経、免疫不全症その他の病気

にかかり、医師の診察を受けていますか 病名 (          )
いいえ

その病気を診てもらっている医師に今 日の予防接種 を受けてよい といわれましたか

ひきつけ (けいれん)をおこしたことがありますか    (    )歳 頃 いいえ

そのとき熱が出ま したか

薬や食品で皮膚に発疹や じルましんが出たり、体の具合が悪くなつたことがありますか いいえ

近親者に先天性免疫不全 と鬱断されている方はいますか いいえ

これまでに予防機種を受けて具合が悪 くなつたことはありますか あ る な い

近規者に予防接租を受けて具合が悪くなつた人はいますか           _ いいえ

現在妊娠 している可能性 (生理が予定より遅れているなど)はあ りますか

(湖 姓眠 している方への機種にL注 意が必要です。

いいえ

今日の予防横種について質問がありますか いいえ

医師記入欄

以上の間診及び診察の結果、今日の予防機種は ( 実施できる 。見合わせた方がよい )と判断 します。

保護者 (接種を受ける者が既婚者の場合は本人)に対して、予防接l■の効果、副反応及び予防機種健康被害救済制度について、脱明を

しました。

医師署名又は記名押印            _ ________



様式第四

ヒトパピローマウイルス感染症予防接種予診票 (保護者が同伴しない場合 )

ヒトパピローマウイルス感染症の予防機種を受けるに当たつての説明

1 ヒ トパ ピローマウイルス (HPV)感 染症の症状について

ヒ トパ ピロ~マ ウイルスは皮膚や粘膜に感染するウイルスで、100以上の租額に分類されていますЪ これ らの うち主に粘膜に感染す

る種類は、性行為を介 して生 じる表皮の徹少なキズから、生殖器粘膜に侵入 して感染するウイルスであり、海外においては性活動を行

う女性の 50%以上が、生涯で一度は感染すると推定されていま九

粘膜に感染するHWの うち少なくとも15種類は子宮頭がんから検出され、「高リスク型 WVJと 呼ばれてぃます。高リスク型 HPVの

中でも 16型、18型 とよばれる 2種類は特にHIEが 高く、海外の子官頭がA/1生 の約 70%に 関わつていると推定されています。また、

子宮票がん以外にも、海外において少なくとも90%の 肛門がん、40%の腋がん 。外陰部がん 。陰茎がんに関わっていると推定されてい

ます。その他、高リスク型に属さない種類のものは、生殖器にできる良性のイボである尖圭コンジローマの原因となることが分かつて

います。

2 予防接種の効果とR反応について                             
｀

フクチンの中には、いくつかの種類のヒトパピロー■ゥイルス (llPV)の ウイルス成分が含まれており、予防接種を受けたお子様は、

これらに対する免疫を獲得することができます。体内に免疫ができると、HPVに かかることを防ぐことができます。

ただし、予防接種により、軽い副反応がみられることがあります1ま た、極めて稀ですが、重い副反応がおこることがあります^予

防接種後にみられる反応としては、下記のとおりです。

ヒトパピローマウイルスワクチンの主な副反応

主な副反応は、発熱や、局所反応 (疼痛、発赤、腫眼)です。

があらわれることがあります。失神による転倒を通けるため、接租後30分程度は体重を預けることのできる背もたれのあるソファに座

上記の内容をよく読み、十分理解し、納得された上でお子様に接租することを決めてください。接mさ せることを決定した場合は、

下記の保護者自署欄に署名してください。

接種を希望しない場合には、自署棚には何も記餓しないてください。

ヒ雨 ビ`ローマウイルス感染葉の予防接租を受けるに当たつての説明

性及び予防接種救済制度などについて理解したうえて、子供に接租させることに同意します。

なお、本説明書は、保ll者 の方に予防接租に対する理解を深める目的のために作成されたことを理解の上、本株式が市町村に提

出されることに同意します。

堅螢の種

“

牛

X 本様式は、ヒトパピローマウイルス感染症の予防接租において、保護者が同伴しない場合に必要となるものです。お子様が 1人で

予防接種を受ける場合は必ずこの予診票を提出させるようにしてください。

予診票に保韻者の署名がないと予防機種は受けられません。

3 予防機種による健康被書救済制度について

〇定期の予防接種によつて引き起こされた副反応により、医療機関での治療が必要になった り、生活に支障がでるような障害を残すな

どの健康被害が生 した場合には、予防接種法に基づく補償を受けることができます。

○健康技害の程薩等に応 して、医療費、医療手当、障害児養育年金、障害年金、死亡一時金、葬祭料の区分があり、法律で定められた

金額が支給 されます。死亡一時金、葬祭料以外については、治療が終了する又は障害が治癒する期間まで支給されます。

○ただ し、その健康被書が予防接種 によって引き起こされたものか、別の要因 (予防接種をする前あるいは後に紛れ込んだ感染症ある

いは別の原因等)によるものなのかの因果関係を、予防接種・感染症医療 法律等、各分野の専門家からなる国の審査会にて審議 し、

予防接種によるもの と認定 された場合に補償を受けることができます。

また、お子様が以下の状態の場合には予防接種を受けることができません。

①明ら力ヽこ発熟 (通常37梵以上をいいます)がある場合

8量管省負讐季謗模なお曇懸裟λふム茫Tζ T寧掌

'ィ

ラキシーを起こしたことがある場合
④葉累甘裏屋T建蔭電単薇誉勢あ舞客とF醤席することに注意が必要な方ですので、かかりつけ医とよくご相談ください。

※給付申請の必要が生 した場合には、診察 した医師、保健所 お住まいの市区町村の予防接種担当課へご相談 ください。



卜 診 欄

医師記入欄

以上の問診及び惨彙鳩 果、今日の予防接種は ( 実施できる・見合わせた方がよい )と 判断します。

接種を受ける本人に対して、予防接種の効果、日反応及び予防接雹健康餃害救済制度について、説明をしました。

医師署名又は記名押印

=席
場 所・ 戻師夕 .餞籠 こ 日 n

ウクチン名

Lot No

(注 )有効期限がきれていないか要確認
筋肉内接種

0  5ml

実施場所         医 師 名

接種年月 日    平 成    年    月    日

以上の間診及び移察の結果、今 日の予防検種は (可能・見合わせ る)

医師記入相 1本人に対して、予防接種の効果、Pl反応及び予防接種健康被害救済制度について、説明した。

フクチンロット番号 IE種 量 童協 嬌所 ・医畝 ・ 移 組 年 月 日

し。t No

ml

実施場所

医師名

接種年月日       平成   年   月   日

インフルエンザ 予防接種希望書 (医師の診察の結果、接種が可能と判断された後に記入してください。)

医師の診察・説明を受け、予防接種の効果やヨl反応などについて理解した上で、接種を希望しますか。

( 接種を希望します 。接種を希望しません )

この予診東は、予防接種の安全性の確保を目的としています。

このことを理解の上、本予診票が市町村に提出されることに同意 します。

平成  年  月  日  被接種者 自暑

様式第五     :

診察前の体温 度 分

住 所

受 け る人 の 氏 名
男

女

年

日

生

月

平成 年    月    日生

歳    力月 )(清

インフルエンザ予防接種予診票

診察前の体温 度 分

住 所

氏 名 男 ・ 女

生 年 月 日 明治 , 大正 ・ 昭和      年    月 日生 (満 歳 )
質 間 事 項 回  答  欄 医師記入相

今日体に具合の悪いところがありますか

具体的な症状を書いてください (  1                 )
いいえ

最近 1カ月以内に病気にかかりましたか

痛名 (                                )
ltい いいえ

1カ 月以内に予防接種を受けましたか

予防接種の種類 (                            )
は い いいえ

生まれてから今までに先天性異常、心臓、腎l■、肝臓、脳神経、免疫不全症その他の病気
にかかり、医師の診察を受けていますか 病名 (          )

11い いいえ

その病気を診てもらつている医師に今日の予防接積を受けてよいといわれましたか
いいえ

ひきつけ (けいれん)をおこしたことがありますか    く   )歳 頃 hiい いいえ
そのとき熱が出ましたか

いいえ

薬や食品で皮膚に発疹やしんましんが出たり、体の具合が悪くなったことがありますか
は い いいえ

近親者に先天性免疫不全 と診断 されている方はいますか

これ までに予防接稿を受けて具合が悪 くなつたことはありますか

予防描種 の薇鋼 (

あ る ない

近親者 に予防接租を受けて具合が悪 くなつた人はいますか いいえ

現在妊姫 している可能性 (生理が予定より遅れているなど)はありますか

(注 )妊娠 している方への接租には注意が必要で九

ltい いいえ

あなたのお子さんの病歴・健康状況・接種当日の体調寄を考慮した上で

接種することに同意しますか ( 同意します 。 同意しません )※かoこ 内のどちらかをOで囲んでくださし、
この予診票は、予防被租の安全性の確保を目的としています。このことを理解の上、本予診粟が市町村に提出されることに同意しま丸

保護者 自署

質 問 項 回  答  欄 医師記入相

今日のインフルエンザの予防接種について市町村から配られている説明書を読みま

した力、                         、
いいえ

△ 口の 子鱗擁

“
^勧

ユや コlFまか ″につ いで月餃 し生 した力、 いいえ

現在:何か病気にかかつています力、

痛 名 (                  )
治療 (投薬など)を受けています力、

その病気の主治医には、今 日の予防接種を受けてもよいと言われましたか。

に
　
は
　
は

え
　
え
　
え

免疫不全と診断されたことがあります力、 いいえ

今 日、体に具合の悪いところがあります力、

具合の悪い症状を書いて くださし、   (               )
l,い いいえ

ニワトリあ肉や卵などにアレルギーがあります力、 は い いいえ

インフルエンザの予防接種を受けたことがありますo、

①その原に具合が悪くなつたことはありますか

②インフルエンザ以外の予防接種の原に具合が悪くなったことはありますか

いいえ

いいえ

いいえ

ひきつけ (けいれん)を起こしたことがあります力、

1カ月以内に予防接種を受けました力、

予防接種の種類    (                    )
は い いいえ

心臓病、臀■病、肝臓病、血液疾患などの慢性疾患にかかつたことがありますか。

病名 (                    )
Lまい いいえ

その病気を診てもらつていろ医師に今日の予防技種を受けてよいと言われました力、 は い いいえ

最近 lヶ 月以内に熱が出た り、病気にかかつた りしました力、

病名 (                        )
|た い いいえ

今 日の予防機種について質問があります力、 |よい いいえ

14
(※ 自署できない者は代筆者が署名 し、代筆者氏名及び被接種者 との続柄 を記載 )



コッホ現象事例報告書

都道府県  郡  市町村   保健所

氏名            生年月日 平成  年  月  日  (男 。女)

住所                 保護者氏名

接種時期 :平成  年  月  日

(ま たは生後     ヵ月)

BCCワ クチンロット

局所変化の状況 。経過 (初めて気付いた時期 :平成  年  月  日)

結核患者との接触状況

精
密

検
査

※

×
ツ反 :   

×   ( 
× )

IGm(実施の場合 :QFT,T― Spot TB)

結果 :

判定

非特異反応、結核感染、結核発病、判定保留、

その他 (               )

胸部エックス線検査所見 事後措置/転帰

終了(異常所見または症状出現時受診 )

経過観察(  力月後 )

潜在性結核感染症治療

結核治療 (診断名 :

他医療機関紹介

その他 (

CT(実施の場合)

平成  年  月  日

医療機関名

作成者医師 (署名又1調略 押印)

※医師の判断により精密検査を行つた場合のみ記入すること。

この報告書は、予防接種の安全性の確保及び結核のまん延の防止を図ることを目的とし

ています。このことを理解の上、本報告書が市町村及び都道府県 (保健所)に報告される

ことに同意 します。

保護者自署



平成 25年 3月 30日

健 発 0330第 3号

薬食発 0330第 1号

各都道府県知事 殿

厚 生 労 働 省 健 康 局長

(公 印 省 略 )

厚生労働省医薬食品局長

(公  印 省 略 )

定期の予防接種等による副反応の報告等の取扱いについて

予防接種法の一部を改正する法律 (平成 25年法律8号)が本 日公布され、4月 1日 より、病院

若しくは診療所の開設者又は医師 (以下「医師等」という。)は、定期の予防接種又は臨時の予防

接種 (以下「定期の予防接種等」とい免 )を受けた者が、厚生労働大臣が定める症状を呈してい

ることを知ったときは、厚生労働大臣に報告することが義務付けられたところである。また、併せて、

予防接種法施行規則の一部を改正する省令 (平成 25年厚生労働省令第 50号)も本 日公布され、

報告すべき症状等を定めたところである。

ついては、予防接種法 (昭和 23年法律第 68号)第 12条第1項の規定による報告 (以 下「副反

応報告Jという。)及び予防接種に係る薬事法 (昭和 35年法律第 145号)第 77条の4の2第 2項の

規定による報告について、下記のとおり取り扱うこととしたので、貴管内市町村及び関係機関等に

対する周知を図るとともに、その実施に遺漏なきを期されたい。

なお、社団法人 日本医師会等に対し、本件に係る協力を依頼していることを申し添える。

記

1副反応報告について

(1)市町村 (特別区を含む。以下同じ。)は、あらかじめ別紙様式1を管内の医療機関に配布

し、医師等が予防接種法施行規則 (昭和 23年厚生省令第 36号)第 5条に規定する症状偶リ

紙様式1の報告基準参照)を診断した場合には、速やかに厚生労働省健康局結核感染症

課へ FAX(FAX番号:0120-510-355)にて報告するよう周知すること。

(2)厚生労働省は、医師等から(1)の報告を受理した後、速やかに都道府県に当該報告を

情報提供するので、当該報告を受け取つた都道府県は、速やかに予防接種を実施した市

町村に情報提供すること。

(3)(1)の報告は、厚生労働省において、薬事法第77条の4の2第 2項の規定による報告とし

ても取り扱うこととするため、当該報告を行つた医師等は、重ねて薬事法第 77条の4の 2第

2項の規定による報告をする必要はないこと。

(4)(1)の報告は、予防接種法第 14条に基づく情報の整理。調査を行わせるため独立行政

法人医薬品医療機器総合機構 (以下「機構」という。)に、患者氏名及び生年月日を除き、

情報提供する場合があること。

(5)厚生労働省、国立感染症研究所又は機構が(1)の報告に関する調査を行うことがあるの

で、医療機関の関係者等は、予防接種法第13条第4項の規定に基づき、厚生労働省等か

ら副反応報告に関する情報収集等の協力依頼がなされた際には、これに協力すること。

(6)(1)の報告の内容についてい、厚生労働省、国立感染症研究所又は機構において調査

等を実施した後、個人情報に十分配慮した上で、公開の場で検討することとするものである

こと。

(7)厚 生労働大臣が (1)の 報告に関して検討を加えた結果については、都道府県を通じて

市町村に通知することがあるので、その際には、都道府県は、市町村に対して、速やかに

管内の関係機関へ周知するよう依頼すること。

(8)市町村が被接種者又は保護者 (以下「保護者等」という。)からの定期の予防接種後に発

生した健康被害に関し相談を受けた場合等には、必要に応じて、別紙様式2に必要事項を

記入するよう促すとともに、それを都道府県を通じて、厚生労働省健康局結核感染症課ヘ

FAX(FAX番 号:0120-510-355)にて報告すること。

この場合において、市町村は当該健康被害を診断した医師等に対し、(1)の報告の提出を

促すとともに、医師等が報告基準に該当せず因果関係もないと判断しているなどの理由によ

り、報告をしない場合には、その理由も添えて厚生労働省へ報告すること。

2任意接種における健康被害の報告

都道府県及び市町村は、定期の予防接種以外の予防接種 (以下「任意接種」という。)のみ

を行う医療機関に対しても、別紙様式 1を配布し、当該報告への協力を求めるこ|。 任意接種

における健康被害については、「医療機関等からの医薬品又は医療機器についての副作用、

感染症及び不具合報告の実施要領の改訂ついて」(平成 22年 7月 29日 付け薬食発 0729

第2号厚生労働省医薬食品局長通知)の別添「医薬品 。医療機器等安全性情報報告制度」

実施要領の「 (2)報告対象となる情報Jに該当する疾病、障害若しくは死亡の発生又は

感染症の発生であり、薬事法第 77条の4の 2第 2項の規定に基づき、薬局開設者、病院若しく

は診療所の開設者又は医師、歯科医師、薬剤師その他医薬関係者は、保健衛生上の危害の

発生又は拡大を防止するため必要があると認めるとき鰯」記①～⑨参照)は、1(1)と同様に、



別紙様式 1を 用い、速やかに厚生労働省健康局結核感染症課へ FAX(FAX番 号 :

0120-510-355)に て報告すること。

3製造販売業者等への情報提供及び製造販売業者等による情報収集への協力

厚生労働省において安全対策のため、1及び2により行われた報告の内容について患者氏

名 (イニシャルを除く。)及び生年月日を除いた情報を当該予防接種ワクチンの製造販売業者

等に対し情報提供することがあるので、医師等は、薬事法第 77条の3第2項に基づき、製造販
売業者等から副反応報告に関する情報収集等の協力依頼がなされた際には、これに協力する
こと。

また、1(8)の場合についても、ワクチンの製造販売業者等に対し同様に情報提供することが

あるので、市町村は、その旨あらかじめ保護者等に説明を行うこと。

(別記)

任意接種における報告対象となる情報は、予防接種ワクチンの使用による副作用、感染

症の発生について、保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止する観点から報告の必要があ

ると判断した情報 (症例)であり、具体的には以下の事項 (症例)を参考とすること。な

お、ワクチンとの菌果関係が必ずしも明確でない場合であつても報告の対象となり得るこ

と。

① 死亡

② 障害

③ 死亡につながるおそれのある症例

④ 障害につながるおそれのある症例

⑤ 治療のために病院又は診療所への入院又は入院期間の延長が必要とされる症状(③及

び④に掲げる症例を除く。)

⑥ ①から⑤までに掲げる症例に準じて重篤である症例

⑦ 後世代における先天性の疾病又は異常                   ・

③ 当該医薬品の使用によるものと疑われる感染症による症例等の発生

⑨ ①から③までに示す症例以外で、軽微ではなく、かつ、添付文書等から予測できない

未知の症例等の発生                     '



(別紙様式1)

予防接種後副反応報告書

(別紙様式1)

28日  1左記の「その他あ反応」を選択した場合

7日   :
28日  ! a 無呼吸

― ! b 甍昏麦けぃれん
c 急性散在性層脊髄炎lADEM)

d 多発性硬化症

e 脳分 脳症

f 脊髄炎
g けいれん

h ギランパレー症候群

i 視神経炎
j 顔面神経麻痺
k 末梢神経障害
l 知覚異常
m 血小板減少性紫斑病

n 血管炎
o 肝機能障害
p ネフローゼ症候群
q 喘息発作
r 間質性肺炎
s 皮膚粘膜眼症候群

t ぶどう膜炎
u 関節炎
v 蜂巣炎
w 血管迷走神経反射

x 8-以 外の場合は前頁の「症状名Jに記載

報
告
基
準

（該
当
す
る
も
の
の
番
号
に

「
Ｏ
」
を
記
入
）

ンフルエンザ

予防接種法上の定期接種・任意接種の別  |□  定期接種       □ 任意接種

患  者
(雄酷 )

氏名又は
イニシャル

性 別 1男 2女 舞勇『 1   歳  月

住  所
道
県

都
府

市
村

区
町

生年月 日 二  年  月  日生

報 告 者

氏  名

1接種者  2主 治医  3そ の他(                   )
医療機関名 電話番号

住  所

接種場所
医療機関名

住  所

ワクチン

ワクチンの種類
(②～④は、同時機種したものを紀颯)

ロット番号 製造販売業者名 接種回数

① )第    期 (  回 目

② 第   期(  回目

③ 第   期(  回目

④ ④ 第   期 回 目

接種の状況

接 種 日
 1平成  年  月  日 午前・午後  時  分

1出
生体重

|(n者が乳幼児の場合に奮孟F

接種前の体温 1  度  分 家族歴

予診票での留意点 (基礎疾患、アレルギー、最近 1カ 月以内のフクチン接種や病気、燿栗中の薬、過去の副作用歴、発育状況寄

:頭           〕|

状
要概

症

の

症 状

定期接種の場合で次頁の報告基準に該当する場合は、ワクチンごとに該当する症状に○をしてください。

報告基準にない症状の場合又は任意接種の場合(症状名:                  )

発生日時 平成   年   月   日   午前 ・ 午後    時    分

本剤 との
関塁閣篠

1関連あり 2関連なし 3評価不能 他要因(他の

疾患等)の可
能性の有無 : 訳概要(症状・徴侯・臨床経過・診断・検査等)

Э製造販売業者への情報提供 :1有   2無

状
度程

症

の

，

，

‐

，

‐

，

一

．

，

‐

‐

，

‐

‥

重

1死亡  2障 害  3死 亡につながるおそれ  4障 害につながるおそれ

5入院

〔
[F: 年  月   日入院 炉

師

li  年   月   日■
〕

6上記1～5に準じて重い  7後 世代における先天性の疾病又は異常

2重くない

状
帰転

症

の

転帰 日 平成    年    月   日

1回復  2軽 快  3未 回復  4後 遺症 (症状:         ) 5死 亡  6不 明

報告者意見

報告回数 1第 1報  2第 2報  3第 3報以後



(別紙様式2)

予防接種後に発生した症状に関する報告書 (保護者報告用)

思  者
(予防接種を
受けた者 )

氏  名 性別 11男 2女 lw 歳 月

住  所 生年月日 S  年  月  日生

電話番号

予防接種を
実施した者
(医師名等 )

氏  名

医療機関名 電話番号

住  所

今回報告する
症状を診断
した医師

(※ )接種者と
異なる場合

氏  名

1主治医  _2わ他〔
~~~~~一――――̈ ‐̈………‐・‐‐…………‐̈‐…

ぅ
医療機関名 電話番号

住  所

接種の状況

接 種 日
I成 年

月 日 午前・雑 時 分
1出

生体重
|(患者が乳幼児の精 に籍

接種した
ワクチンの種類

ワクチンの
ロット番号

同時接種した
ワクチン

同時接種した
ワクチンの
ロット番号

予防接種前の問診時での留意点 (アレルギー・基礎疾患・発育・最近1カ月以内のワクチン接種や病気等)

1有

2無 〕

今回報告する
症状の概要

診断名

発生時刻 平成 午 月 日   午前 ・ 午後 時 分

概要 (症状・徴候・臨床経過・診断・検査等)

予   後

1 死亡 (剖検所見                                 )
2 入院 (病院名 :         入院日  ・  ・  ・  退院日  ・  ・  ・  )
3 後遺症 (                                    )
4 その他 (                     __               )

回復状況 1回復している   2ま だ回復していない   3不 明

(別紙様式 1記入要領)

予防接種法上の定期接種・任意接種の別

定期接種か任意接種かの別について、該当する方に印を付けてください。

患者 (被接種者)

。氏名又はイニシヤル                        `
定期接種後に症状を認めた場合にはその患者の氏名を、また、任意接種後に症状を認め

た場合にはその患者のイニシャルを記入してください。

・ セ L男 11                                                                               _

患者の性別について、該当する番号にO印を記入 してください。不明の場合は記入しな

いでください。

・接種時年齢

患者の予防接種時の年齢を記入してください。0歳児については、月齢まで記入してく

ださい。       l
・住所

患者の住所を市町村名まで記入してください。

・生年月日

患者の生年月日を記入してください。

報告者                                   
‐

・氏名

副反応報告書を作成した者の氏名 (法人である場合は法人名)を記入してください。ま

た、報告者と患者との関係について、該当する番号に○印を記入してください。「その他」

の場合には、具体的に記入してください。

・医療機関名

副反応報告書を作成した者の所属 (報告者が法人である場合には、開設。以下同じ。)す

る医療機関名を記入してください。

・電話番号

副反応報告書を作成した者の所属する医療機関の電話番号を記入してくださいも

・住所

副反応報告書を作成した者の所属する医療機関の所在地を記入してください。

接種場所

・医療機関名

患者が予防接種を受けた医療機関名を記入してくださぃ。接種を受けた場所が、医療機

関ではない場合には、その具体的な場所や名称を記入してください。

・住所

患者が予防接種を受けた医療機関の所在地を記入してください。

ワクチン                             .



(別紙様式 1記入要領)(別紙様式 1記入要領 )

患者の受けた予防接種が定期接種だつた場合。ワクチンの種類                                                                               .
該当する症状名について、様式 2ページロの「報告基準」の中から該当する番号にO患者に接種 したワクチンの種類を記入 してください。

同時接種をしたワクチンがある場合には、①に報告者が最も症状と関係があると考える                  印を記入してください。この際、「その他の反応」を選択した場合には、右棚にある症状

ワクチンの種類を、②～④には、その他の同時接種をしたワ久チンの種類を記入してくだ                  の例示の中から、該当するアルファベットに○印を記入してください。(複数の症状が該

さい。なお、どのワクチンが症状と関係があるかどうか判断が付かない場合には、①～④                  当する場合には、その全てにO印 を記入してください。)重ねて本襴への記入は不要です。

なお、該当するものが無く、xを選択した場合には、症状名の欄に具体的に症状名を記に記入するワクチンの種類の順番は問いません。

余白や別紙に記載し、                  入してください。なお、同時接種をしたワクチンが5つ以上ある場合には、適宜、

患者の受けた予防接種が任意接種だった場合あわせて報告してくださぃ。

症状名の欄に具体的に症状名を記入してください。様式 2ページロに同じ症状名があ・各ワクチンのロット番号

る場合は、できる限り、様式 2入―ジロにある症状名で記載をお願いいたします。患者に接種 したワクチンのロット番号を記入してください。

,発生日時。各ワクチンの製造販売業者名

た́日時を記入してください。患者に接種したワクチンの製造販売業者名 (販売元ではない。)を記入してください。                   症状の発生ヒ

。本剤との因果関

電状との因果関係にらぃて、報告者が該当すると考える番号にO印 を記入し

。各フクチンの接種回数

患者が受けた予防接種の接種回数 (期)を記入してください。なお、患者の受けた予防                  予防接種と垢

,て ください。接種が任意接種だつた場合には、可能な限り記入をお願いします。

・同時接種するワクチンが5つ以上の場合は、様式の余白や別紙に記載の上、あわせて報告し               ・他要因 (他疾患等)の可能性の有無

今回の症状が予防接種ではなく、他疾患の可能性があるかどう力ヽ こついて、報告者が該てください。

当すると考える番号に○印を記入してください。「有」を選択した場合には、その内容を具
.体

的に記入してください。接種の状況

・概要 (症状・徴候・臨床経過・診断・検査等):詳細は別表参照・接種日

今回の症状の概要を詳しく記入してください。特に、男,表に記載した代表的な臨床所見患者が予防接種を受けた日時を記入してください。

の有無及び代表的な検査の結果を記入してください。・ 出生体重

患者の出生時の体重を記入してください。患者が乳幼児で無い場合には、記入の必要は               ・製造販売業者への情報提供

今回接種したワクチンの製造販売業者等に情報提供を行つたかどうか、該当する番号にありません。

○印を記入してください。不明の場合は、記入しないでください。・接種前の体温

患者の予診時の体温を記入してください。

症状の程度。家族歴

′る疾病がある (過去に                  今回の症状の程度について、報告者が該当すると考える番号にO印を記入してください。患者の血縁関係のある者においてゞ症状と関係があると考えらね

した場合には、その程度について該当する番号にO印を記入してください。「重い」を選択あった)場合は、記入してください。

を選択した場合には、入院した病院名、担当医の氏名、入院日及び退院日を。予診票での留意点 (基礎疾患、アレルギー、最近 1カ 月以内のワクチン接種や病気、服薬中                 なお、「入院」

記入してください。の薬、過去の副作用歴、発育状況等)

。「有」を選択した場合留意点の有無について、該当する番号にO印:を 記入してください

症状の転帰には、その内容を具体的に記入してください。

なお、「最近 lヵ 月以内のワクチン接種」については、症状の発生から1カ 月以内に接種                  今回の症状の1云帰について、報告時点で判明している場合には、転帰日を記入するとと

したワクチン (「 ワクチンの種類」欄に記載したワクチンを除く。)の種類、ロット番号、                 もに、その内容についてヽ該当する番号に○印を記入してください。

製造販売業者名、接種回数を記入してください。

報告者意見妊娠中の場合は、妊娠週数を記入してください。

今回の症状の診断、因果関係の評価又は関連があると考えられるその他の事象について、

,                         記入してください。症状の概要

・症状



(別紙様式 1記入要領)

報告回数

今回の症状を厚生労働省に報告する回数について、該当する番号に○印を記入 してくだ

さい。

(別紙様式 1記入要領)

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニユアル :小児の急性脳症

h悦o=:輛winfo omda.".ip″ uutoku/ale/1』 国l104007.ndf

けいれん 疾病概要 :

全身または一部の筋肉に生じる肇作性の不随意運動であ

る。その内容は多様であり、発生機序については不明な点が

多い。   
‐

代表的な臨床所見 :

口 意識消失

口 痙|「 (全身性、緊張性、間代性、強直間代性、弛緩性)

等

代表的な検査 :

口 検温       口 画像検査

口 血液検査     口 脳波         等

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニュアル :痙攣・てんかん

httnJんぃⅣ口Linfo omda go io/iuutoku/■ leAin0905004.pdf

7日

(麻 しん、

風 しんは、

21日 )

ギラン・パレー症

候群

基重
懸嚢童に続発して免疫異常を生じることにより起こる末梢

神経系の炎症性脱髄性疾患である。
代表的な臨床所見 (通常は単相性の臨床像):

口 両側性の筋力低下

口 腱反射の減弱

口 感覚障害                  等

代表的な検査所見 :

口 髄液検査 :蛋白細胞解離

口 電気生理検査 :末梢神経伝導速度の遅延    等

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニ■アル :ギ ラン・パレー症候群
httDγノ、ぃ

"vi」
b omda.go.iDハ uutOkuノmerlino9o5002コJf

28日

血小板減少性紫

斑病

疾病概要 :

発生機序を問わず、血小板が減少したために皮膚及び粘膜

に索斑を呈した状態の総称である。

代表的な臨床所見 :

o 紫斑

口 その他の出血傾向 (例 ;鼻出血、日腔内出血)  等

代表的な検査所見 :

口 血液検査 :血小板の減少           等

28日

肝機能障害 疾病概要 :

発生機序を問わず、肝機能に異常を来した状態の総称であ

る。

代表的な臨床所見 ;

口 全身症状 (例 :例発熱、倦怠感、黄疸)

口 腹部・消化器症状 (例 :嘔気・嘔吐、肝腫大)

o 皮膚層状 (例 ;皮疹、掻痒感)        等

代表的な検査所見 :

□ 血液検査 :AST、 ALTの変動         等

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニュアル :薬物性肝障害
httD:〃ヽ

"い
叫L」olDmda go.ioハ uutoku/■ le/1■■0804002っdf

28日

血管炎 疾病概要 : 28日

別表 各症状の概要

症 状 疾病概要・ 臨床所見。検査所見 症状発生

までの時間

アナフィラキシ 次 病 税 晏 :

即時型 (I型)ア レルギー反応を主たる発生機序とし、通
常、抗原に曝露してから 30分以内 (場合によっては数時間
後)に突然に発症し、急速な症状の進行を伴う過敏反応であ
る。

代表的な臨床所見 (複数臓器の症状を伴う):
口 皮膚文は粘膜症状
口 循環器症状
口 呼吸器症状                 等

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニュアル :アナフィラキシー

…

遇』Lmdag。・1っんuutoku/me/iho803003_odf

4時間

ADEM 疾病概要 :

自己免疫的な機序により、急性に脳・脊髄 。視神経を含む
中枢神経系に散在性に騰髄と炎症を来す疾患である。

代表的な臨床所見 (通常は単相性の臨床像):
口 中枢神経症状 (例 ;意識障害、痙攣、「 小脳失調)

口 脊髄症状 (例 ;対麻痺、病的反射)

□ 末梢神経症状 (例 ;脳神経症状)       等
代表的な検査所見 :

口 病理検査 ;中枢神経系の脱随巣、細胞浸潤
口 血液検査 :白血球増多、赤沈売進
口 髄液検査 ;リ ンパ球優位の細胞数増多
口 画像検査 ;MMに よる散在性の自質病変    等

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニュアル :急性散在性脳脊髄炎
httpV′、vⅥ

"ι
info.Dmda g。 .ioAuubku/61eAfml104009 nЯ f

28日

脳炎 。脳症 疾病概要 :                      ~
急激な脳の機能不全によって生じる症候群であり、一般に

脳実質の炎症所見を伴うものを脳炎、伴わないものを脳症と
定義する。

代表的な臨床所見 :

口 遷延する意識障害
o 脳圧充進症状                ・

口 その他中枢神経症状
(例 ;痙撃、大脳局在症状、髄膜刺激症候)   等

代表的な検査 :

口 病理検査     口 画像検査
口 血液検査     口 脳波検査
口 髄液検査                   等

28日



(別紙様式 1記入要領)
(別紙様式 1記入要領)

非特異性の炎症性変化で、繊維性肥厚や療痕化のために血

管の閉塞や拡張性変化を生じ、多彩な病態を呈する疾患であ
る。

代表的な臨床所見 (複数臓器の症状を伴う):

口 全身症状 (例 ;発熱、体重減少、全身倦怠感)

口 大・中型血管の臓器症状
(例 ;血圧異常、咬筋跛行、視力障害、急性腹症)

口 小型血管の臓器症状

(例 ;皮疹、多発性単神経炎、糸球体腎炎)  等
代表的な検査 :

口 病理検査     口 血管造影
口 血液検査                  等

喘息発作 浜 柄 慨 晏 :

種々の刺激に対して気管、気管支の反応性が充進している
ことを特徴とする疾患である。

代表的な臨床所見 :

口 呼吸症状

(例 :呼吸困難、喘鳴、起座呼吸、チアノーゼ)等
代表的な検査所見 :

急性期には通常の検査で行うべき項目はなく、治療が優先
される。

24時間

間質性肺炎 疾病概要 :

肺の支持組織の炎症性病変を示す疾患群である。
代表的な臨床所見 :

口 全身症状 (例 ;発熱)

口 呼吸症状 (例 ;咳嗽、呼吸困難)       等

代表的な検査所見 :

口 血液検査 :白血球数の増加、低酸索血症
口 培養検査 (血液、喀痰)

口 画像検査 (単純 X線、CT):びまん性の陰影  等

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニュアル :間質性肺炎
httDil:www info nman goilnノ iuutnkllノ flleノifm0611002_Illdf

28日

皮膚粘膜眼症候

群

疾 属 硫 嬰 :

原因の多くは医薬品と考えられ、全身症状とともに皮膚粘

膜移行部に皮疹を呈する疾患である。
代表的な臨床所見 :        `
口 全身症状 (例 :発熱)

口 皮膚症状 (例 ;多形滲出性紅斑、口唇のびらん)

口 眼症状 (例 ;結膜充血、眼脂)        等

代表的な検査 :

口 病理検査
口 血液検査               ′ 等

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニュアル :スティープンス・ジョン

ソン症候群
httn:ノ/ww‐ info nmdn,n inrlullt。■11/61e■ fm061100κ 01 ndf

28日

ネフローゼ症候

群

疾病概要 :

尿中に多量の血清タンパク成分を喪失する時にみられる共

通の病態をいう臨床的概念である。
代 表 的 な 臨 床 所 甲 :

28日

□ 浮腫                   等

代表的な検査所見 :

口 病理検査     口 尿検査 ;蛋 白尿

口 血液検査 ;低アルプミン血症         等

参考資料

重篤副作用疾患別対応マニュアル :ネ フローゼ症侯群

httD:〃 wwwinfo_omda_2o_1っ ハuutokW五leAin1003007 odf

全身播種性 BC
G感染症

疾病概要 :

BCGが 全身に播種した状態である。

代表的な臨床所見 :

D 全身症状 (例 ;発熱、咳嗽)

o リンパ節腫脹
口 病変部の臓器症状 (肺、骨、皮膚等)    等

代表的な検査所見 :

口 菌の証明 (喀痰、胃液、胸水、髄液)

口 血液検査 :炎症所見
□ 画像検査 :リ ンパ節腫大、空洞病変、粟粒陰影

等

14手

BCG骨炎・骨髄

炎・骨膜炎

疾病概要 :

BCGに よる骨炎、骨髄炎、骨膜炎である。

代表的な臨床所見 :

D 局所症状 (例 :病変部の腫眼、疼痛、腫瘤等) 等

代表的な検査所見 :

口 菌の証明

口 画像 :骨の透亮像、膿瘍形成         等

2年

皮膚結核様病変 疾病概要 :

真性 (正)皮膚結核や結核疹等結核菌によって皮膚に起こ

る病変の総称である。

代表的な臨床所見 :

口 皮疹 (全身性、限局性)

代表的な検査所見 :

口 菌の証明
口 病理検査 :類上皮肉芽腫、Langhans巨 細胞  等

3ヶ 月

化膿性 リンパ節

炎 (BCC)

疾病概要 :

病原微生物のリンパ流への侵入により、リンパ節に炎症を

起こし、化膿した状態である。

代表的な臨床所見 :

口 全身症状 (例 :発熱、修怠感)

□ 局所症状 (例 ;リ ンパ節での膿瘍、慶孔の形成)

代表的な検査所見 :

o 菌の証明

□ 血液検査

4ヶ 月

血管迷走神経反

射

(失 神を伴 うも

のに限る)

疾病概要 :

自律神経のパランスが崩れ、血圧の低下、徐脈が生じる病

態であり、脳血流が低下して失神に至ることがある。

代表的な臨床所見 :

口 失神       □ 悪心

□ 発汗       □ 血圧の低下      等

30分

7



平成 25年 3月 30日

健 発 0330第 3号

薬食発 0330第 2号

日本医師会長 殿

厚 生 労働 省 健 康 局 長

(公 印 省 略 )

厚生労働省医薬食品局長

(公 印 省 略 )

定期の予防接種等による副反応の報告等の取扱いについて(依頼)

予防接種法の一部を改正する法律 (平成 25年法律8号 )が本 日公布され、4月 1日 より、病院

若しくは診療所の開設者又は医師 (以下「医師等」という。)は、定期の予防接種又は臨時の予防

接種 (以下「定期の予防接種等」という。)を受けた者が、厚生労働大臣が定める症状を呈してい

ることを知ったときは、厚生労働大臣に報告することが義務付けられたところである。また、併せて、
予防接種法施行規則の一部を改正する省令 (平成 25年厚生労働省令第50号 )も本日公布され、
報告すべき症状等を定めたところである。

ついては、予防接種法 (昭和 23年法律第 68号 )第 12条第1項の規定による報告 (以下「副反
応報告」という。)及び予防接種に係る薬事法 (昭和35年法律第145号)第 77条の4の2第2項の

規定による響告について、下記のとおり取り扱うこととし、別添写しのとおり、各都道府県を通じ周
知するので、貴会会員に対しても、協力いただけるよう要請をお願いしたい。

記

1副反応報告にっいて

(1)市町村 (特男J区を含む。以下同じ。)は、あらかじめ別紙様式1を管内の医療機関に配布
し、医師等が予防接種法施行規則 (昭和23年厚生省令第36号 )第 5条に規定する症状暢リ
紙様式1の報告基準参照)を診断した場合には、速やかに厚生労働省健康局結核感染症
課へ FAX(FAX番号:0120-510-355)にて報告するよう周知すること。

(2)厚生労働省は、医師等から(1)の報告を受理した後、速やかに都道府県に当該報告を

情報提供するので、当該報告を受け取つた都道府県は、速やかに予防接種を実施した市

町村に情報提供すること。

(3)(1)の報告は、厚生労働省において、薬事法第77条の4の 2第2項の規定による報告とし

ても取り扱うこととするため、当該報告を行つた医師等は、重ねて薬事法第77条の4の 2第

2項の規定による報告をする必要はないこと。

(4)(1)の 報告は、予防接種法第 14条に基づく情報の整理・調査を行わせるため独立行政

法人医薬品医療機器総合機構(以下「機構」という。)に、患者氏名及び生年月日を除き、

情報提供する場合があること。

(5)厚生労働省、国立感染症研究所又は機構が(1)の報告に関する調査を行うことがあるの

で、医療機関の関係者等は、予防接種法第 13条第4項の規定に基づき、厚生労働省等か

ら副反応報告に関する情報収集等の協力依頼がなされた際には、これに協力すること。

(6)(1)の報告の内容については、厚生労働省、国立感染症研究所又は機構において調査

等を実施した後、個人情報に十分配慮した上で、公開の場で検討することとするものである

こと。

(7)厚生労働大臣が(1)の報告に関して検討を加えた結果については、都道府県を通じて

市町村に通知することがあるので、その際には、都道府県は、市町村に対して、速やかに

管内の関係機関へ周知するよう依頼すること。

(8)市町村が被接種者又は保護者 (以 下「保護者等」という。)からの定期の予防接種後に発

生した健康被害に関し相談を受けた場合等には、必要に応じて、別紙様式2に必要事項を

記入するよう促すとともに、それを都道府県を通じて、厚生労働省健康局結核感染症課ヘ

FAX(FAX番 号:0120-510-355)にて報告すること。

この場合において、市町村は当該健康被害を診断した医師等に対し、(1)の報告の提出を

促すとともに、医師等が報告基準に該当せず因果関係もないと判断しているなどの理由によ

り、報告をしない場合には、その理由も添えて厚生労働省へ報告すること。

2任意接種における健康被害の報告

都道府県及び市吋村は、定期の予防接種以外の予防接種 (以下「任意接種」という。)のみ

を行う医療機関に対しても、別紙様式1を配布し、当該報告への協力を求めること。任意接種
における健康被害については、「医療機関等からの医薬品又は医療機器についての副作用、

感染症及び不具合報告の実施要領の改訂ついて」 (平成 22年 7月 29日 付け薬食発 0729

第 2号厚生労働省医薬食品局長通知)の別添「医薬品・医療機器等安全性情報報告制度」

実施要領の「 (2)報告対象となる情報」に該当する疾病、障害若しくは死亡の発生又は

感染症の発生であり、薬事法第 77条の4の 2第2項の規定に基づき、薬局開設者、病院若しく

は診療所の開設者又は医師、歯科医師、薬剤師その他医薬関係者は、保健衛生上の危害の

発生又は拡大を防止するため必要があると認めるとき偶1記①～⑨参照)は、1(1)と 同様に、月J

紙様式 1を 用い、速やかに厚 生労働省健 康局結核感 染症課 へ FAX(FAX番 号 :

0120-510-355)に て報告すること。



3製造販売業者等への情報提供及び製造販売業者等による情報収集への協力                 Gり 記)

厚生労働省において安全対策のため、1及び2により行われた報告の内容について患者氏

名 (イニシャルを除く。)及び生年月日を除いた情報を当該予防接種ワクチンの製造販売業者           任意接種における報告対象となる情報は、予防接種ワクチンの使用による副作用、感染

等に対し情報提供することがあるので、医師等は、薬事法第 77条の3第2項に基づき、製造販          症の発生について、保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止する観点から報告の必要があ

売業者等から副反応報告に関する情報収集等の協力依頼がなされた際には、これに協力する          ると判断した情報 (症例)であり、具体的には以下の事項 (症例)を参考とすること。な

こと。                                              お、ワクチンとの因果関係が必ずしも明確でない場合であつても報告の対象となり得るこ

また(1(8)の場合についても、ワクチンの製造販売業者等に対し同様に情報提供することが          と。

あるので、市町村は、その旨あらかじめ保護者等に説明を行うこと。                      ① 死亡

② 障害

③ 死亡につながるおそれのある症例

.              ④ 障害につながるおそれのある症例

⑤ 治療のために病院又は診療所への人院又は入院期間の延長が必要とされる症状 (③及

び④に掲げる症例を除く。)

⑥ ①から⑤までに掲げる症例に準じて重篤である症例

⑦ 後世代における先天性の疾病又は異常

③ 当該医薬品の使用によるものと疑われる感染症による症例等の発生

⑨ ①から③までに示す症例以外で、軽微ではなく、かつ、添付文書等から予測できない

未知の症例等の発生



事 務 連 絡

平成 25年 5月 2日

各都道府県衛生主管部 (局 )御 中

厚生労働省健康局結核感染症課

予防接種による副反応の保護者等からの報告の取扱いについて

予防接種行政につきまして、日頃よりご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上

げます。

平成 25年 4月 1日 に予防接種法の一部を改正する法律 (平成 25年 法律 8

号)が施行され、標記については「定期の予防接種等による副反応の報告等

の取扱いについて」(平成25年 3月 30日 付け健発0330第 3■、薬食発0330

第 1号厚生労働省健康局長、厚生労働省医薬食品局長連名通知。以下 「副反

応通知 Jと い う。)に基づき対応いただいているところですが、被接種者又

はその保護者 (以 下 「保護者等」とい う。)か らの報告については、副反応

通知 1の (8)の取扱いを徹底するよう改めて関係機関へ周知を図つていた

だ き、その実施に遺漏なきようお願い します。

また、予防接種の安全性の向上を図る観点か ら、平成 25年 3月 31日 まで

実施 した「子官頸がん等 ワクチン接種緊急促進事業」に基づ く予防接種 によ

る副反応の保護者等か らの報告について、下記のとお り取 り扱 うこととした

ので、関係機関や保護者等へ周知を図つていただき、その実施に遺漏なきよ

うお願いします。

記

市町村が、保護者等か らの 「子宮頸がん等ワクチン接種 緊急促進事業」に

基づ く予防接種後に発生 した健康被害に関 し相談を受けた場合等には、副反

応 通知別紙様式 2に よる報告を促す とともに、それを都道府県を通 じて、厚

生労働省健康局結核感染症課へFAX(FAX番 号 :0126-510-355)に て報
告すること。

また、その際、保護者等に対し、厚生労働省に報告がなされること及び必

要に応じ、厚生労働省等から記載事項について連絡がなされること等につい

て、十分な説明を行い、同意を得ること。




